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　序章　手紙（てがみ）













「うーん。さいこ～～っ」

　星の瞬またたく晴れた夜。真っ暗な荒こう野やを遥はるか眼がん下かに置き去って、ジルは一人、快かい適てきに空を飛んでいた。目的地はないけれど、とりあえず家からできるだけ遠くに。広げた黒い翼つばさを風の流れに乗せ、ぐんぐんスピードをあげる。長い黒くろ髪かみとぺらぺらのタンクトップが大きくうしろにはためいた。

　黒い──

　闇やみに吞のまれた不毛の大地よりも黒い、漆しつ黒こくの翼と髪を持った少女だった。

　まだ成長がはじまったばかりの華きや奢しやな体には、薄うす着ぎのせいで、ほとんどの部分に強い風が当たっている。肌はだを切るほどの冷たさだったが、少女に冷たさというものを感じている様子はなかった。

「やっぱ、夜の空って気持ちいいなあ」

　あどけない丸みを帯おびた顔の中で、大きな眼めを世界のあちこちに向ける。

「あーあ。でも、もっとおもしろいことないかなぁ」

　どこまでも荒野がつづく、陰いん鬱うつとしたガリアの辺へん境きよう区く。と、遠くの丘おかの麓ふもとにぽつりと紅あかい点を見つけて、

「おっ。光発見しました」

　ジルはおでこの前に手でひさしを作り、自分に報告。くるりと身を返して、そちらへと向かった。

　そこは、二〇〇人ほどの人々が暮らす小さな集落だった。

「うわあ……。きれいだなあ」

　ジルは旋せん回かいしつつ近寄り、ビルの三階ほどの高さから、広場に焚たかれた炎ほのおの揺ゆらめきに眼を細めた。踊おどり舞う炎は、透とう明めいで美しくて、生きている宝石のようだ。

　ジルは、かがり火を囲んだ人々に眼を向けた。

「人間だ……」

　みんな、老人も子供も、お揃そろいの民族衣装を着ている。今夜はお祭り。楽しい一時を村人たちは過ごしているのだ。広場の脇わきには、弦楽器を持った男たちがいた。陽気な音楽が波は紋もんのように広がっていた。

「おし、行ってみよう。行ってみたいひとー。はーい。けってーい」

　自分で提てい案あんしてうなずき、ジルはさらに近づいた。

　しかし、炎の高さにまでジルが下か降こうすると、突然、音楽が鳴り止やんだ。どうしてか踊りも終わってしまった。

「とうちゃーく♪　わーい♪」

　ジルは気にせず、にこにこと土くれの広場に降り立った。

　背中の黒い翼を、一度、はためかせてから折りたたむ。無む邪じや気きな微笑ほほえみのまま近くにいた老ろう婆ばを見やる。

「て、天使じゃ──」

　老婆は、つぶやきと共に尻しり餅もちをついた。

　広場は凍こおりついた。村人の視線を見れば、恐怖の対象は明らかだった。

　天使は空を飛ぶ。人間は自力で空を飛べない。

　人間にとって天使はどのような存在なのか。ジルはなにも知らない、夜空の色に似た無む垢くな瞳ひとみを持つ瘦やせた少女だった。

「ふーん。ほー」

　ジルはまず、真っ先に肌はだを刺し激げきしてきた大地と炎の波動に気を向けた。お祭りの中で二つのエネルギーは活性化されていた。タンクトップからへそが覗のぞくほどの大きな背せ伸のびをする。空気を吸いこめば、それらの波動が体に入ってきて、叫さけび笑いたくなるような高こう揚よう感かんが生まれた。

「あははははははっ！　あ～っはははははは！　あはっ！　あははは！」

　ジルは、そんな自分に逆さからうことなく、声の限りに笑った。

　と、前まえ触ぶれなく、腹に酷ひどい熱気を感じた。同時に、鈍にぶい音がどこかから聞こえた。腹に手を添そえてみれば、べっとりと血がついた。

「あ……」

　ジンとした痺しびれが腹から背中に広がる。ジルは眼を見開いた。

　広場には、いつの間にか銃じゆうを構えた男が大勢いた。ジルに銃口を向け、さらなる銃じゆう弾だんを撃うちこもうとしている。女子供は隅すみに固まっていた。

「効きいたか……？」

「ああ、どうやら効いたようだな……」

　今の一いち撃げきでジルに損そん傷しようを与えたことを確認しつつ、男たちはにじり寄る。

「いいか、次は一気に行くぞ」

「わかった……」

　突っ立って動かないジルの正面で、リーダーとおぼしき男が３からカウントダウンをはじめた。２、１、──。次の瞬しゆん間かん、一瞬の火花と共に硝しよう煙えんが夜空に広がり、銃弾の雨がジルに降り注そそいだ。

「痛いっ！　痛いってばあ！」

　ジルは咄とつ嗟さに両手で頭を抱かかえ、その場にうずくまった。

「なに……？」

「噓うそだろ……」

　男たちは絶ぜつ句くした。子供のように怯おびえるジルは、しかし人外だった。銃弾の雨を食らわせたのに青あお痣あざしか負おっていない。最初の一発は無防備だったからこそダメージを与えられたが、次の一斉射撃では内なる力を発動されてしまったのだ。少女の体表面には、赤みを帯びた燐りんが薄うすく発生していた。

「化物が──」

　村人のリーダーは舌を打つと、半なかば自や棄けになって早く殺せと叫んだ。

「殺せ！」「殺せ！」「殺せ！」

　男たちは狂ったように銃弾を撃ちこんだ。

　轟ごう音おんが響ひびいた。

　三〇秒もしない内に、ピストルの弾だん倉そうは空からになった。

「ハァ──ハァ──」

「ハァ──」

　静せい寂じやく。男たちの荒い息いき遣づかい。

「どうだ……殺せたのか……」

　やがて、むせ返るような硝煙の匂においの中、男の一人が銃口を下に向け、独ひとり言ごとのように口を開いた。

　夜。かがり火の揺らめきを背景に、黒髪の少女はゆっくりと立ち上がった。半ズボンにタンクトップ姿の、華きや奢しやな少女。黒い翼が背中から広がる。足元に、くっきりとした影が伸びた。ジルの冷め切った眼まな差ざしが、銃を手にした男たちに向く。

「すごく面おも白しろくない」

　ジルは唇くちびるを尖とがらせ、拗すねたようにぼやいた。

　ジルは、ふと楽しい遊びを思いついた。瞬間移動のように近づき、次の弾倉を銃に挿そうとしていた男の腕をつかむ。

「ひ……」

　男が恐怖に引きつった顔を上げる。

「あは」

　ジルは無む邪じや気きな笑みで答える。腹の出血は早くも止まっていた。

　無邪気だからこそ男はジルに魔ま性しようを見た。吸いこんであった炎の波動を注そそぐと男の体はかがり火のように燃えた。

「うむ」

　思ったとおりだ。なかなか面白い。ジルは満足してうなずくと、跳ちよう躍やくして男たちの前に回りこむ。血で濡ぬれた拳こぶしを固め、跳とびかかるための姿勢を取った。

「いくぞお」

　そうして虐ぎやく殺さつがはじまる。

　やがて──

　全身を血に染め、累るい々るいと死体の山を築きずいてからジルはむなしく言った。

「つまんないなあ……」

　殺しているときは楽しかったけれど、終わってみれば、独ひとり。

　また一人だ。

　ぽつんと、夜の村に佇たたずんでいた。

「そうだ」

　ジルはふと、またも前触れなくアイデアがひらめいた。そこらの死体を引きずって広場の隅すみに集め、それらを組み合わせて、土くれの地面に憎くてたまらないあいつの名前の最初の一文字目を描いた。




　ジルから一連の話を聞き、ベルティールは声を立てて笑った。もしも普ふ通つうの親が今の散歩話を自分の娘から聞いたら──しかもそれを裏づけるように全身血まみれだったら──一体、どんな反応をすることか。気の弱い親なら卒そつ倒とうするだろうし、そうでなくても眩暈めまいを起こすだろう。だが生あい憎にく、娘がどう思っているとしてもベルティールは彼女の親ではないし、まして『普通の』ではなかった。

　だから余よ裕ゆうを持って、ゆったりとソファーに座ったまま、シャワーで火ほ照てった体を膝ひざにこすりつけてくる少女の頭を撫なぜた。ジルはベルティールに言われて、ようやく服を着替えたところだった。

「しかし、せっかく手紙を書いたのに相手に届かないのは淋さびしい」

　ミラン・ベルティールは、白い神官衣装に身を包んだ知的な印象の男である。外見的な年齢は二〇代に見えたが、深く澄すんだ蒼あお色いろの双そう眸ぼうは若者のものではなく、対面した者を問もん答どう無む用ように威い圧あつする強さを秘めていた。彼は、ガリア共同体の実質的な最高権力者として公然と知られている。

「セアラ、すぐに手配をして、この子の手紙を報道網に載のせなさい。大事件として世界に配信するように」

「サー、イエッサー」

　命令を受け、忠実な警護官は毅き然ぜんと踵きびすを返し、ドアから廊ろう下かに出る。

　今ジルが居るのは、ガリア共同体の領土の片かた隅すみ──都市圏けんから五〇〇キロ離はなれた山中に在るベルティールの別べつ邸ていである。ロッジ風の邸宅であり、ソファーのあるリビングには本物の暖だん炉ろが設置されていた。

　ジルは甘えた眼まな差ざしで、頭を撫なでてくれている金髪碧眼の男を見上げると、

「でも、ミランが来てくれるの久しぶりだよねー。わたし、ずーっとひとりですごいつまんなかったあ」

「最近は、いろいろと仕事がたてこんでいるのですよ」

「ぶー」

「かわりに、執事のヘズがいたでしょう？」

　ベルティールの声は優しい。

「ヘズは気持ち悪いし。一緒に遊ぶって感じじゃないよお」

　ジル──白い翼つばさの天使によって生み出された彼女は、生み出された相手によって殺されかけたところをベルティールに救われ、以来、この別邸で静せい養ようをしてきた。運ばれたときには瀕ひん死しだった彼女も、精霊の力に満ちた自然の中で時を過ごし、もう全快といっていいほど回復していた。だから暇ひまを持て余あまし、最近では勝手に外出を繰り返す。一〇〇キロ以上飛行しては人間の居住区を見つけ、ふらりと立ち寄り……。今回のように無む邪じや気きで傍ぼう若じやく無ぶ人じんな事件を引き起こす。

　ジルが回復した報告をヘズから受け、ベルティールは別邸を訪れていた。

「ねーねー。今、あいつなにしてんの？」

「あいつ？」

「彩さい」

　ジルはぶっきらぼうに言い、ぷうと頰を膨ふくらませた。

「そうですね──」

　ベルティールは、ガラステーブルに置いてあったアタッシュケースから一冊の薄いファイルを取り出した。

「ここに記録がありますよ」

「おお」

　ファイルを受け取ると、ジルは板張りの床ゆかにうつ伏ぶせに寝ね転ころんだ。

　足をぶらぶらさせながら、夢中になって読む。

「旦だん那な様さま──」

　低いくぐもった呼び声がベルティールの耳元で囁ささやかれた。囁くのは、中肉中背、肩の骨が出張った白髪オールバックの男である。男──ヘズは黒いスーツを着ている。石のような光こう沢たくを持った灰色の肌はだ。つりあがった細眼には異様な静けさが漂ただよい、ものを見て取るべき瞳ひとみの部分は存在していなかった。

「──あちら側の準備もすでに整っておりますが、いかが致いたしましょう。予定をお早めになさいますか？」

　少し待て、というようにベルティールはヘズを手のひらで制した。

　一礼してヘズは背後の壁かべ際ぎわに戻る。

　ベルティールは、ファイルを熱心に読むジルの姿を見やる。ジルの肌はツヤツヤと輝いていた。瞳にも生気がある。彩に滅ほろぼされかけた時の全身に罅ひびが入った痛々しい姿は思い出すことも難むずかしい回復ぶりだった。予定より早いが、確かに元気そうだ。

「ねーねー、ミラン」

「なんですか？」

「彩よりジルのほうがかわいいよねー、名前」

「ええ、そうですね」

　ベルティールはソファーから立つと、ジルの側そばに片かた膝ひざをついた。

「へへー。やっぱそうだよねー、ミランがつけてくれた名前だし。わたし、すごく気に入ってるよ、ジル」

「──美しい翼だ。しかし、まだ完成してはいないですね」

　ベルティールは、工芸品に触さわるような手つきで少女の黒い翼に触ふれた。

　しとやかな羽根にも、すでに傷きず痕あとは残っていない。

「完成？」

「ええ。貴女あなたはまだ完成していない。完成すれば、さらに美しくなる」

「ねえ……ミラン。あいつ、友達が三人もいるんだね……。この写真のカッコいい男の子たちってあいつの友達なんだよね？」

　ジルの意識は、変わらずファイルにあった。

「ええ、そうですよ」

「ふーん……。いいなあ……。カッコいい男の子と旅かあ……」

　ファイルに添てん付ぷされたカラー写真には、南米の港で今まさに旅立とうとする四人の天使の姿が映っていた。

「いいなあ……」

　ジルは、独ひとりぼっちな自分を感じずにはいられなかった。ベルティールは、いうなれば親であり兄のようなものだ。友達ではない。

　あと側にいるのは、執事のヘズと警護官のセアラだが。ヘズはまず、存在自体が不ぶ気き味みで恐ろしい。セアラは同年代で、人間に与くみした『進化種』と呼ばれる天使。かなりの美女だが、必要以外の言葉は一切発せず、機械みたいだった。どちらも、ジルが夢見る友達の姿からは遠く遠くかけ離れていた。

　ジルはファイルを見ながら真剣に、どうやって彩はこの天使たちと友達になったんだろうと考えた。

　さっぱりわからない。

　……友達になろう、ってお願いするのかな？

　……でも……。

　……お願いしてなってもらう友達なんて、本当の友達じゃないよね。

　天使と人間が激しく憎みあっていることすら知らないジルにも、そうした内面的な事こと柄がらは推すい測そくできた。ファイルを読んで、さらにつくづくと思う。

　……やっぱ友達ってお互いに助けあっていくんだから、お願いしてなってもらったって淋さびしいよね……。

　……うん、淋しいよねそんなの……。

「いいなあ……」

　三人の中でジルは、細身ながら筋肉質で、尖とがった目鼻立ちの凶きよう暴ぼうそうな青年にときめきを感じた。怖こわそうだけど……どうしてか瞳ひとみだけ優しそうで。側にいれたらドキドキするだろうなあと考える。

「では、貴女もこれから香港ホンコンに行きますか？」

　唐突にベルティールは言った。

「香港？」

　つと顔を上げて、ジルはベルティールを見つめた。

「ええ」

　ベルティールはうなずき、

「私はこれから大切な会議で東京に行きますが、同じく大切な取引で香港にも立ち寄っていきます。報告では、白い翼の天使も、そろそろ香港に着く頃。恐らく、会うことができますよ彼女に」

「行く！」

　問もん答どう無む用ようでジルは跳はね起きた。

「行く！　行く行く行く！　ぜーったい行く！」

　黒い翼をはためかせ、胸の前に手を重ねてぴょぴょんと跳はねる。夜空色の瞳がきらきらと輝いた。

「では、行きましょう」

　ベルティールは、行ってどうするのかとはたずねない。いずれにせよジルに待っているのは──恐らく、ベルティールが手を下さずとも彼の望むべき最後だ。ベルティールには確信があった。

　主人の合図を受け、ヘズは音もなく部屋から出て行った。

　戻ってきたセアラに、ベルティールはジルの旅たび支じ度たくを手伝うよう命じる。

「サー、イエッサー」

　セアラは警護官として毅き然ぜんと敬礼した。

　ベルティールはガラス窓を開け、朝あさ露つゆに湿しめったベランダへと出た。

「おーし！　あいつめー！　絶対に復ふく讐しゆうしてやる～!!」

　ジルは、最も簡単に考えることのできる目的を念ねん頭とうに置いたようだった。

　無む邪じや気きな声が背中ごしに聞こえた。

　ジルは精霊。『鉄てつ槌つい』以前の魔術士が、より強い魔力を行使するためのエネルギー源として世界の裏側から捕ほ縛ばくし、宝石の中に閉じこめた。彩という希け有うな力を持った少女がその宝石を手にし、交感することで──形を得て彼女は具ぐ象しよう化かした。

　ジルは、自分がそうした存在であることを意識していない。ただ単純に、今在る自分を感じて、目に見える世界に触れて、自分を殺そうとした彩を憎んでいる。触れたのに世界の現状が理解できないのは、第一に彼女が精霊──無む垢く奔ほん放ぽうで総そう括かつ的てきな判断力に欠けた存在だからだろう。

　第二に、閉じこめられていた時間が長く、内面にだけ眼を向ける癖くせがついているからだろう。それは、ベルティールにとって望むべき方向であった。

　ジルは人間ではなく、天使でもないのだ。ジルとは、精霊生魂ジール──エネルギーとして捕縛されながら自じ我がを持ってしまった精霊の呼こ称しようであることを、名乗っている本人は気づいていない。

　ベルティールは、ジルに名前などつけていなかった。精せい霊れい生せい魂こんのことを精霊生魂ジールと呼んでいたら、本人が勝手に勘かん違ちがいしたのだ。

　だが、本人が気に入ったのだから、別に修正する必要はない。

「……私は、あの男には成り得そうもありませんね」

　ベルティールは微び笑しようし、冷れい酷こくさの浮かんだ蒼い双そう眸ぼうを石と緑の庭園に向けた。

　森に囲まれた別邸だ。

　庭園には、まだ夜の静せい謐ひつが横たわっていた。

　しかし世界では、そろそろ夜が明けようとしていた。頭上の空には水色の光こう彩さいが広がろうとしている。
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「うわっ！　埃ほこりくせぇ！」

　百もも川かわ康やす貴たかは鼻を手で押さえ、立ち昇のぼった埃をもう一方の手で払はらった。我わが家やがあの時のままであることを、ツンとした匂においの中で理解する。銀ぎん髪ぱつの下にぎらついた双そう眸ぼうを持った天使の青年である。体たい軀くは瘦やせ気ぎ味みだが、一見して危険だとわかる抜き身の刃やいばじみた雰ふん囲い気きを持っている。とはいえ今は仲間の前であり、

「あーもう、うぜぇ！　このこのっ！　俺おれの前から消えろっ！」

　目の前の埃を強ごう引いんに払おうとする仕し草ぐさには、粗そ暴ぼうながら子供っぽさが出ていた。

「瓦が礫れきを蹴けるから埃が舞うんだ」

　百川とは離はなれた場所に足をつけ、芹せり也やは呆あきれたように眉まゆをひそめた。

　三み輪わ芹也もまた、銀髪と白はく貌ぼうを有した天使の青年である。短髪の下には、知的で大人びた面おも立だちがあった。

「ともかく……ゴボッ。まずは埃だけ──ゴホッ。百川もう暴れるな！」

　離れたといっても、たかが二〇畳じようほどのリビングだ。たいした距離ではなく、埃は芹也の方にも流れてくる。表面の埃は風に流されていたが、瓦礫をどかせば、その下には大量の埃──粉ふん塵じんがたまっていた。我が家に戻った百川は適当に足元の瓦礫を蹴け飛とばし、この有あり様さまとなった。

　リビングには破壊された外壁がちらばり、床ゆかがめくれ、壊こわれて動かないテレビやオーディオが転がっていた。落ちてきた天てん井じよう片へんが部屋の真ん中に突き刺さる様は、なんだか記念碑のようだ──中なか嶋じま信しの武ぶに襲しゆう撃げきされたという。

　いずれにせよ、静かだった。隣となりで百川が騒さわいでいるとしても、廃はい屋おくに相応ふさわしい沈ちん黙もくが我が家にはあった。

　射さしこんだ午後の陽光が、舞い踊る埃だけを妙に輝かしく照らしている。

　百川と芹也が何年も過ごしてきた廃はいマンション最上階の一室は、あの時──ヘリの攻撃で半はん壊かいしたまま放置されていた。

　アジアを支配する東区管理団の司政から切り離された廃都・香港ホンコンの郊外。二〇年前に世界を滅ほろぼした『鉄てつ槌つい』によって水すい没ぼつした地区である。あたりには海面から突き出た朽くちたビル群ぐんが林を形けい成せいしていた。人は住んでいるが陸地に住めない貧乏人ばかりなので、わざわざボートを使ってこの地区を物色する物好きは少ない。──いないわけではないが少なくともこの部屋に来た輩やからはいなかったようだ。埃が積もったリビングには、ひとつの足あし跡あともついていなかった。

「……ふう」

　芹也は腰こしに手を当て、感かん慨がい深ぶかくリビングを見渡し吐と息いきした。

　久しぶりに帰って来たというより、ようやくここまで辿たどり着いたかという安あん堵どした気持ちの方が強い。

「なあ、百川」

「だーもうこの埃野郎！　殺す！　テメェらぜってー殺してやる！」

「ふう……」

　百川と思い出を語ろうとした自分のことをちょっとばかり愚おろかだと思い、さっきより重く芹也は吐息した。

「そういえば──」

　芹也は、もう一人いるはずの旅の仲間を目線で探した。

「奥おくの方はまだ使えるね。きれいだったよ」

　と、五〇センチほど浮かんで膝ひざを曲げた少女が、床に風を立てないようゆっくりと奥の廊ろう下かからこちらに戻ってきた。

「そうか。それはよかった」

　なんだか幽ゆう霊れいのようで、つい芹也は笑った。

「ん？　どうしたの？」

　どうして芹也が笑っているのかわからず、少女はきょとんと首を傾かしげた。

「いや、なんでもない。それより、瓦礫をどかすから一度外に出てくれ」

　芹也はかぶりを振って、話題を変えた。

「うん。了解」

　少女は緒お原ばら彩さい。

　緋ひ色いろ髪がみをリボンで結んだ、美しくも愛らしい天使の少女である。にっこり笑えば誰より可愛かわいらしく、凜りんと澄ませば元々の美形が一いつ層そう冴さえる。

　そしてなにより、背中から生えた一対の小さな白い翼つばさが、緒原彩という少女に意味を与えていた。彩は唯ゆい一いつ、背中に翼を持った天使として世界に知られている。何な故ぜ彼女には翼があるのか、一体翼にはどのような意味があるのか──芹也はそれらのことをなにも知らないし、彩自身にもわかってはいない。ただ、その翼ゆえ、彩は世界を巻きこんだ陰いん謀ぼうの渦うずの中心に居たし、今でもこうして旅をつづけている。

「ほら行くよ百川」

「あ、おう。って彩、そんなくっつくなって」

　腕にからみついて胸を押しつけられ、百川は耳まで赤くした。

　彩の背中では、小さな翼がぴこぴこと揺ゆれている。

「あー。百川ってエッチだ～」

「あのなあぁぁ！　おまえだろそれは！」

　一時は魔性を生み出したことで塞ふさぎこんでいた彩だが、今では百川をからかって遊ぶだけの元気を取り戻している。

　微笑ほほえましい二人が外に出てから、芹也は自らの左手に埋うめこんだタリスマンに天てん使し脈みやく動どうを注いだ。

「──発動力、力場円盤グラビテイデイスク」

　発生した直径一メートルほどの力りき場ばが、パズルを解とくかのような正確さで順序良く瓦礫を浮かせては外に落としていく。

　ぼしゃん！　ぼしゃん！　と、遥はるか下の海面に瓦礫が落ちては飛沫しぶきを上げる。大きな音だが、香港市街からは遠く離れた海上だし、市街はさらに騒さわがしいので問題はないだろうと芹也は楽らつ観かんした。ただ念のため、薄い風の壁を海面のまわりに発生させて、なるべく音が広がらないようにはする。

　芹也は天使としての秘めたる力を、このような『小こ技わざ』に転化する術を幼少期に高天たかまが原はらで学んだ。

　最後に風で細片や埃を吹ふき飛ばせば作業終了である。

　昔、まだ力を使いこなせなかった頃は、攻撃力のない自分に嫌けん悪おし、剣や格かく闘とうを学びたいと思ったこともあったが、今では芹也は自分の力に満足していた。戦いには二種類あると気づいたのだ。短いスパンで見た目の前の敵を打ち破るという戦いと、長いスパンで見た生き残るという戦いである。

　芹也は一人ではなく、仲間がいた。外できゃいきゃい騒いでいる、いちゃついているんだか喧けん嘩かしているんだかわからない──情なさけないといえば情けない奴やつらだ。それでもかけがえのない家族だ。

　芹也は自分の役目として、百川と彩がちゃんと大地で生きられる地盤を作ってやりたいと真剣に思っていた。

　特にアリアと別れ、海に出た後からその気持ちは強くなっていた。

　多分それは、百川と彩が、傷を負いながらも懸けん命めいに陽気でいようと努つとめている姿を見ているからだろう。

「ったくな……。おーい！　終わったぞ！」

　芹也は頭を搔かき、百川と彩をリビングに呼び寄せた。

　と、そこに、

「たらいまー」

　おっとりした清せい涼りよう感かんのある声と共に、長い三つ編みをなびかせた半はん袖そでシャツにショートパンツの青年が外から姿を見せた。

「おう、奈な生お」

　床にあぐらを搔いてしゃがんだ百川が、偉えらそうに声をかける。

「おかえり……って。来たばかりだろ奈生は」

　芹也が苦く笑しようすると、

「気分の問題だよ。だってここ、久しぶりでも俺たちの家だからさ。なんか、やっぱただいまって気持ちかな」

「うん。おかえり、奈生」

　彩が笑顔でうなずいた。

「たらいま、彩」

　羽根が舞うようなふわりと軽い仕し草ぐさで、奈生はリビングに下りた。

　有あり本もと奈生もまた、百川や芹也と同じ天使の青年である。ただ二人と違ちがって、精せい悍かんな印象はない。パッと見は少女──しかも、爽さわやかで涼すずしげな美少女である。体の線が細いので胸がなくてもほとんどの人間は少女と間違える。旅の中では髪を茶色に染めていた奈生だが、香港が近づいたところで染せん色しよく剤ざいを落として元の銀髪に戻っていた。奈生の銀髪はひときわ陽光を跳はね返し、輝いていた。

　その銀髪をまぶしく見やってから、百川は奈生が両方の手にぶらさげたビニール袋に目を向けた。

「お、おお……」

　百川が体を震ふるわせ、ビニール袋に手を伸のばした。

「へへ。買ってきてあげたよ、クリームパン」

　そういうと奈生は「よいしょっと」──しゃがんでビニール袋を脇わきに置き、クリームパンを取り出してみせた。

「奈生っ！」

　感極きわまった百川が奈生に抱きつき、二人はうしろに倒れた。

「おまえ、心の友だなあ！　でかしたぞお！」

　百川は奈生の頰ほおに頰をこすりつけて喜びを顕あらわにする。「おまえ、心の友だ！　まさに愛の成せる業わざだなあこれは！」

「ちょ、ちょっとお！　クリームパンが潰つぶれちゃうって百川！　これ、限定品だからもう買えないよ！」

　身を捩よじらせて奈生は、手に持ったクリームパンを宙に持ち上げた。

「……そんなに食べたかったんだ」

　彩はぽかんとコンクリートのむき出しになった殺さつ風ぷう景けいな床で絡からみあう二人を眺ながめた。

「まあ、あいつは、毎日クリームパンだったからな。昔は」

　腕組みして芹也。

「さて──。彩、俺たちは情報収集だ」

「うん、そうだね」

　二人は早速、奈生の買ってきた新聞やら雑誌やらを手に取り、急ぎ眼でめくって最近の世界情勢を確かめた。

「そ、そうだ、芹也」

　百川に頰をすりすりされながら、奈生は喘あえぐように芹也に声をかけた。

「ん？」

「やっぱ、香港には誰かの手が入ってるよ。俺、新しん九龍クーロンでいきなりマフィアに襲われたりしたから。もちろん軽く逃げたけどね。──でも、迷わずここに来てとりあえず姿を隠かくしたのは正解だったみたい」

「そうか……。連中は、なにを狙ねらっていた？」

　南米から香港に至いたる海の旅は、予想していたより遥はるかにトラブルなく終わった。

　だから芹也は、敵が襲ってくるとすれば香港だと予測を立てた。

　それは、ミラン・ベルティールなのか。あるいは、『鉄てつ槌つい』によって失われた魔力を復活させるための鍵かぎとされていた彩の身み柄がらを狙う第三勢力なのか。わからないし、単なる杞き憂ゆうかも知れないが、用心に越したことはなかった。

　危機への予感は膨ふくらんでいる。南米の港町ロアンで、芹也たちは大勢の人間の前に天使として姿を晒さらしたのだ。敵がいくらかでも情報網を持っていれば、確実に引っかかったことだろう。なのに軍に襲われることもなく船旅が終わった。──どうも、楽に行きすぎている気がしてならない。

「とりあえず俺だったよ。なんか、誰かが俺たち三人に賞金をかけたみたい。白い翼の天使の話は出てこなかったよ」

「そうか……。なら、俺たちに対する私し怨えんなのか……。彩には関係ない敵か……。どうなんだろう……。そのあたりは調べた方が──」

　芹也としては仲間に相談しているつもりだったのだが、

「──って、もう！　百川しつこい！　いつまで抱きついてるのさ！」

「しつこくない！　この馬鹿タレ！」

　仲間は聞いていなかった。

　今度は怒ど鳴なり声を上げて、百川は奈生の上に馬乗りになった。

「おまえ、敵に俺たちが香港に来たことがバレないように一人で買い物行ったくせに簡単に見つかってんじゃねえ！　おまえみたいなやつはなあ──この俺様が、じっくりお仕し置おきをしてやる」

「お、お仕置きって──？　な、なんだよお……」

　真顔の百川を前に、奈生はごくりと息を吞のんだ。

「おまえみたいなやつは──。こちょこちょの刑だぁ！」

「あっ！　ちょっとやめてよ百川！　あ、あ、ごめ俺が悪かったよお！」

「はぁ。うかれてやがる」

　芹也は肩をすくめたが、別に止める気にならない。

　奈生もくすぐり程度では死なないだろうし、真剣に嫌いやなら奈生が百川から逃げ出せないはずはなかった。外見や仕し草ぐさは女の子のような奈生だが、戦闘能力は高い。特に速度や反射には圧あつ倒とう的てきなものがあった。

　考えることは……

　まあ、情報収集してからでも遅くはないだろう……。

　芹也は週刊発行されている社会情報雑誌のページをめくった。

「えーい！　この三つ編みもほどいてやる！」

「あ、ちょっともうダメぇ！」

　自慢の髪を乱らん雑ざつに引っ張られて、とうとう奈生も怒った。

　流れるような体たい術じゆつで百川と上下を入れ替かわると、すかさずひょいと立ち上がって百川から距離を取ってしまった。

　そして、手に持ったままのクリームパンをパクリ。

「もう俺が食べる。百川はそっちの、やすーい大量生産品でも食べるんだねえ」

　もぐもぐと口を動かしながら、ベーと舌したを出す。

「あ……。お……」

　床に膝ひざをつき、百川は呆ぼう然ぜんとクリームパンが消えていく様を見つめた。

　ショックのあまり動くことができないらしい。

　さすがは高級品、奈生が普通に食べるだけでクリームが甘味を空間に広げ、それは百川の鼻先にも痛いほど届いた。

「あーおしいかった」

　ほっそりしたお腹に手を添そえ、ニタリと奈生が笑う。

　百川はうつむき、肩をわなわなと震ふるわせ、

「テメェ……。とうとうこの俺を……本気で怒らせちまったなあ……。いいだろう……おしおき究きゆう極きよくコースをおみまいしてやるぜ……」

　とうとう怒りが絶ぜつ頂ちように──

「これ──」

　床に新聞を広げて見ていた彩が、小さなつぶやきをもらす。

　深しん刻こくな声だった。




　百川とて、なにも考えず奈生をいじめていたわけではなかった。百川は百川なりに楽しい雰ふん囲い気きを作ろうとしていたのだ。

　だから、彩の声を聞いた時、すぐに百川は真顔に戻った。彩の細い肩にうしろから手を置いた。彩に衝しよう撃げきを与えた記事がどれなのかは一目でわかる。写真が出ていた。人間の死体が無む残ざんな集合体として写っていた。手足をもぎとられ、ねじられ……全体として文字を形成している。

　その文字が、上空から見やすく撮とられていた。

　そこにはこう書かれていた。

　サイシネ

　新聞ではこれを、天使が人間に送ったなんらかの犯行声明だとしている。惨さん劇げきはヨーロッパのブルゴーニュで起こった。ガリアの辺境区だ。この区域では、この件以外にも天使によって五〇〇名以上が惨ざん殺さつされていた。犯人は生存者の証言によれば、すべて、愛らしい無む邪じや気きな天使の少女だったという──華きや奢しやで、黒髪で、夜光色の瞳ひとみ、そして、背中に黒い翼をばたつかせた……悪魔に等ひとしい天使。

　たったひとりの少女が五〇〇名以上の市民を短期間の内に殺すなど、今までの抗こう争そうの歴史にはなかった。

　天使と人間は世界中で争う。

　それは、天使が『楽園』を追放されて地上に降りてきてから、ずっととどまることなくつづいていた。

　天使は人間より遥はるかに数で劣おとる。しかし、天使は肉体能力で人間を上回る。天てん使し脈みやく動どうという内なる力によって、魔法に近い行こう為いさえ成した。とはいえ、それらは鍛きたえてはじめて発動する。鍛えていない天使は、無力なものだった。

　一般に、天使の女は鍛えられていない。人間社会では、高値で売れる愛あい玩がん人形としての認識が強かった。

　だからこそ天使の少女による大量殺さつ戮りくは人間社会に衝撃を与えたのだろうが──百川の知ったことではなかった。

「彩──」

　仲間が口を開けないでいる中、百川はできるだけ優しい声で呼びかけた。

「うん。わかってる」

　彩は、百川の手に自分の手を重ねた。

「──あの子が、あたしに早く来いって言ってるんだね。早くガリアに来て、二人の決着をつけようって」

「どうする気だ……おまえ……」

「話しあおうと思う。もう、こういうことはしないでって。戦うことはしないよ」

「そうか──」

　殺せよ、とは言えなかった。かわりに百川は思う。

　……俺が殺してやる。

　彩が無む益えきな話あいを行う前に、始末してしまえばいいのだ。話しあいなど上う手まくいくはずはなかった。彩もわかっているから、話しあいという言葉を口から紡つむぐ時、どうしても悲ひ壮そうになる。たとえ嫌きらわれるとしても、むざむざ彩を『宝石から生まれた偽にせ物もの』にくれてやることはできなかった。

　……殺してやるさ。

　百川は、左腕に触ふれかけた自分の弱気を制する。

　痛みはない。天使の優れた回復力が、ナイアートに痛めつけられた左腕を短期間の内に癒いやした。しかし、治ったのは見た目だけだ。百川は自覚していた。左腕には、以前のような力が入らない。ぐっと拳こぶしを握れば明らかな握あく力りよくの低下を自じ覚かくできたし、なにより深刻なことに内なる力がうまく通らない。天使脈動どころか、『純粋なる力の結けつ晶しよう』ですら発生させればやがて揺ゆらぎ、筋肉に電撃のような痛みを走らせた。

　それでも、普通の敵であれば不覚は取らない。しかし、強敵だった時──魔術やタリスマンを操あやつる敵に、果たして勝てるのか。

　考えて百川は弱気を振り払った。勝つ勝たないではない。勝つのだ。

「ぜんぜん気にすることないよ、彩。彩が殺したわけじゃないでしょ？　彩に責任なんてないんだから」

「ああ、どうせ相手は外げ道どう──最初からわかっていたことだ」

　奈生と芹也がそれぞれに思いやりをみせた。

「まあ、彩。とにかくヨーロッパに行こうぜ。すべてはそれからだ」

　百川は、すっかりこわばった彩の肩をもみほぐす。

「うん──」

「まあ慌あわてるな。詳くわしくは順番に話すよ」

　と、芹也。

「お金ならあるよ。いつでも飛行機のチャーターはオーケーだよん」

　奈生が札さつ束たばを一行の前にちらつかせた。

「おい、どうしたんだよそれ？」

　大金だった。

「ほら、アリアさんにもらったクルーザーをね、ソッコー売ってきた。これで裏の飛行機なら買えるでしょ」

「えらい！　でかしたぞ奈生！　またいたぶってやるからこっちこい」

「べー。やだよーだ」

「みんな、こっちの記事も見てもらえるか？　俺たちが辺境を旅していたあいだに世界ではいろいろあったんだ」

　芹也は、手にしていた雑誌を一行の前に広げた。

「まずはこれだ。オーストラリアの天使が、自らの組織を『セフィロ』と名乗り、管理団に対して宣戦布告したこと。オーストラリアは、今や完全に天使の支配下になって統一組織が生まれたようだ」

「ほー」百川は感心し、「じゃあ、ハーシェたちはもういるのか？」

「さあ……そこまではわからないが、いるといいな。空中帆船でも奪うばえていればとっくについている頃だし。ともかく管理団は、大だい規き模ぼな海軍を派は遣けんして一気にセフィロの壊かい滅めつを行うんだと。『草くさ薙なぎの剣つるぎ作戦』だとさ」

　軽く鼻で笑ってから芹也はページをめくり、

「次はこれかな。彩、君のことだよ」

「あたし……？　あ」

「ああ、君が消えて、東京ではひと騒そう動どう起きているようだ。俺たちの象しよう徴ちよう、白き翼の天使を極ごく悪あくな天使どもから取り戻せと」

「おい、これ俺か？」

「だろうな。お姫様を強ごう奪だつした極悪人だ」

　雑誌には、遠目ながら百川の写真が彩拉ら致ちの犯人として出ていた。

　奈生がケラケラと笑う。

　百川は奈生にヘッドロックをかけながら、

「しかし……同じ天使でもえらい違ちがいだな。彩、おまえ、握手するだけで人間の不ふ治じの病やまいを癒いやしてやったり、眼に触れるだけで失明を治したり、っていうか神聖力で東京を守護してたのか？」

　雑誌には、確かにそう書かれていた。

「さあ……。うん……。まあ、そういうのをお願いしてくる人いたから、形だけやってあげたことあるけど……」

「ともかく、白き翼を持ちし天使は唯ゆい一いつの『本物』。あとの翼なき天使は、すべて魔王に従したがう堕だ天てん使し──すなわち悪魔の化け身しん、ってことか。まあ、ともかく、彩は東京でなら平和に暮らせそうだな」

　芹也は陽気に笑ってから一息つき、真顔になって伝えた。

「──その東京で、明みよう後ご日にちにガリアと管理団の会談が行われるそうだ。今日、ガリアから東京にミラン・ベルティールが到着するらしい」

「あいつが東京にだと!?」

　身を乗り出し、百川が吼ほえた。首をいっそう絞しめられた奈生が、「もう」と怒って百川の手首をひねる。脱出してビニール袋からジュースを取り出し、「べー」──背中を向けて飲みはじめる。

「ああ──。会談の二日も前だというのにな」

　芹也は冷ややかに言った。

　そのうしろでは、奈生がぶちぶちと百川の文もん句くを言う。

「どういうことだ？」

　百川は芹也にたずねた。同時に奈生が、「ねえ、そう思わない芹也？」

「いや。なんとなく意味ありげに言ってみただけさ」

　芹也は百川と会話を進める。

「あのなあ」

　と、百川。奈生の文句など聞いてもいない。

　奈生は、ならばと彩に同意を求めるが、

「ねえ、芹也……。あの子は？　もしかして一緒とか？」

　彩はためらいがちに芹也にたずねた。

「さあ……。そこまでは新聞に出ていないから。でも、そうだな……。同行しているかも知れないから調べておいた方がいいか」

「いろいろやることはありそうだな……。とりあえず俺は──」

「百川、おまえは休きゆう憩けいだ」

　芹也が言う。

「はあ？」

「彩と二人でここにいろ。決戦の時のために体力温おん存ぞんだ。──彩、この馬鹿が暴れないように見張っててくれ」

「了解」

　百川の頭を軽く叩たたいた芹也に、彩はにっこりとうなずいた。芹也は彩を気き遣づかってくれたのだろう。効こう率りつで考えても、調査は香港を熟じゆく知ちした芹也と奈生で行った方が良い。彩が走り回ったところで災さい難なんの種たねを蒔まくだけだった。

「ねえ！　なんでみんな俺を無視するわけ！　可哀かわい想そうな被害者なのに！」

　ついに耐たえかねた奈生が可愛い顔に歯を剝むき出す。

「奈生、行こう」

　芹也は立ち上がるとジャケットの襟えりを整えた。急ぎすぎては足元の石に転ぶが、遊んでいる余よ裕ゆうはなかった。
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　マフィアたちは色めきたって香港の雑ざつ然ぜんとした市街地に出ていた。百川たちが恐るべき戦闘力を持った天使であることは知っていたが、しかし、捕とらえるか殺せば一生遊んで暮らしてもおつりのくる金が手に入るのだ。

「いたか!?」

「こっちにはいなかったぜ！　──チキショウ、さっきの情報屋、また情報くれねぇかな。どこいったあの男は!?」

　そんな中、ひとつの目撃情報が彼らの耳に入った。

　人数を揃そろえて行ってみれば、ひび割れたアスファルトの繁はん華か街がいを無む防ぼう備びに歩く黒髪の華きや奢しやな少女がいた。

　少女は、大きめのリュックを背負っていた。半ズボンにタンクトップという素す肌はだを晒さらした姿で見るものすべてに感動している。雪のような白肌、輝いた髪質、童顔だが疑いのない美び貌ぼうは天使の特とく徴ちようだ。

「……あの女、緒原彩だよな？」

「ああ。間違いないぜ。変装してるつもりかもしんねぇが、体格も顔も写真とまったく同じだからな」

　武器を腰にぶらさげた彼らは、少女が「白き翼の天使」だと確信した。髪の色など薬品で変えることができる。

「よう、天使ちゃんよ」

　少女をぐるりと取り囲んでから、モヒカンの男が威い圧あつ感かんたっぷりに声をかけた。

「俺たち、あんたと友達になりたいんだけどよ、ちょっといいか？」

「友達……？」

　少女はパチパチとまばたきして男の顔を見上げる。

「ああ」

　少女の反応は男たちの予想を裏切った。

「うわあ！　なるなる！」

　と、胸の前で手を叩いて笑顔で飛び跳はねたのだ。黒髪とタンクトップを躍おどらせる様は本当に嬉うれしそうだ。

「じゃ、じゃあよ……。こっちこいよ」

　モヒカン男は戸と惑まどいながらも少女の肩を抱き、逃げられないようにしてから、確実に拘こう束そくできる廃デパートへと少女を招まねいた。男たちがいつも、鬼ごっこやかくれんぼに使っている遊び場だ。

　壁や天てん井じように配線がむき出し、柱がぽつぽつと立つ虚むなしい三階フロア。

　窓からの陽光が幾いく筋すじか暗い空間に射さしこんでいた。

　その場所で、男たちはあらためて少女を囲んだ。

　が、少女の方はにこにこするばかりで、一向に現実に気づいていないようだ。挙あげ句くの果てには「遊ぶ？」とたずねてくる。

「おいおい、真剣にお嬢じよう様さまだなこりゃ」

　せせら笑いと共に一人が肩をすくめた。

「あーあ」

　と、そこに、男たちの予期しない場所──柱の裏から溜ため息いきがかかった。

　声質から若い男だとわかる。

「残念ながら、それははずれですわねぇ」

　さらに、別の柱の裏から女の声がつづいた。

「誰だれだ!?」

「どもお」

　気楽に手を振って柱の裏から現れたのは、暴走族の特とつ攻こう服ふくに似た裾すその長い白服を着た銀髪バンダナの男だった。

「これはとんだ無む駄だ足あしでしたわねぇ、影かげ虎とらさん。水みず花か、少しがっかりですわ」

　同じく柱の裏から姿を見せた丈の短い和服を着た女が、胸の下あたりに腕を組み、大げさにうなだれる。くびれた腰つきの妖よう艶えんな銀髪美女である。開いた胸元からは起き伏ふくに富とんだ柔やわらかそうな谷間が見えた。そして誘さそうような真しん紅くの唇くちびる。色いろ香か漂ただようとは彼女のためにある言葉だろう。

「な、なんだテメェら変な格かつ好こうしやがって！」

「あら、これは自分を主張するための差別化的ファッションというものですわよ、素す敵てきなゴリラフェイスさん」

　純粋な白肌、星に似た瞳──二人もまた天使だった。

「せっかく駆けつけたのに、いやあ残念。しかし、ゴリラフェイスというのは誉ほめ言葉なのかな水花さん」

「私はそのつもりでしたが……。どう思いますか、類人猿顔の当事者さん？」

「これこれ、本人にたずねちゃ、それは嫌いや味みというものだよ」

「これは迂う闊かつでしたわね。では、言い直しますわね。どう思いますか、五〇メートルほど一般人から面相の離れているハンサムさん？　影虎さん、ハンサムというのは誉め言葉ですわよね、確か」

「まあ、三一点ってところではないでしょうか。ギリギリセーフ」

「それは良かったですわ。それでハンサムさんに質問ですが──」

「テメェら──なめやがって！」

　怒り沸ふつ騰とうのマフィアたちが銃を構かまえる。

「まあまあ」

　影虎が両方の手のひらを見せることで男たちをなだめた。「俺たちはほら、官かん吏りだから無駄なことはしないのよ。与えられた任務を忠実にこなすだけ。他のことしたって労力の無駄でしょ、結局」

　二人の胸には、重ね金十字のバッヂがついていた。彼らが『進化種』、人間社会に認められた存在であることを示す証明章である。

「ま、はずれに用はないから退たい散さんしますわ」

「ですわね」

　影虎と水花は、丁てい寧ねいに会え釈しやくしてフロアを後にした。

　二人の姿が階段の下に消えて、

「なんだったんだ……あれ」

　どうにも毒どく気けを抜かれたマフィアの一人がぼんやりとつぶやいた。

「はずれってどういうことだ？　おい、おまえ緒原彩だよな？」

　男が少女にたずねた。

　すると少女はぷくっと頰ほおを膨ふくらませ、

「ちがうよー。わたし、ジル。彩じゃないよ」

　と言う。噓うそをついている様子は、まったくなかった。

「はずれか？　これ」

　男たちは顔を見あわせ困こん惑わくした。はずれ？　しかしともかく、引き渡すだけ引き渡してみようということになった。とはいえ、ただぼーっと判定員が来るのを待っているのは時間の無駄である。

「まあいいか」

　どこの世界にもこの手の輩やからはいるもので。

「おら！」

　一人の男が乱暴にジルを突き押し、膝ひざから床に転ばせた。

「なにするんだよお！　痛いよお！」

「おーおー。そうか、痛かったか？　でもなあ、これからもっと、痛いというか気持ちいいことするんだぜ」

　眼前にしゃがみ、男はジルの頰をぺちぺちと叩たたいた。

「はーい。まずは脱ぬぎ脱ぎしようねえ」

　うしろに回りこんだ男が、ジルをバンザイさせ、リュックに手をかけた。

「ねえ、なんか酷ひどい。友達なのにどうして痛いことするの？」

「うるせえバーカ」

　男が横から、靴くつ先さきでジルの頭を蹴けった。

「だれが友達だ！　テメェなんかただの金だよ！　ま、今は暇ひま潰つぶし道具だけどな」

　別の男がせせら笑う。

「お、取れねぇな……」

　なかなかリュックが取れず、男は苛いら立だって力ずくに引っ張った。

「痛いっ」

　背中にかかった痛みにジルは悲鳴を上げた。

「おらよっと！」

　ようやくリュックが天井に向けられたジルの両腕から抜けた。男たちの動きが凍こおりついたように止まる。リュックは空からっぽだった。かわりに裏に穴が空あいていた。

「まさかこいつ……。悪魔……？」

「黒い翼って……おい……」

「こんなの友達じゃない」

　丸みを帯びたジルの白はく貌ぼうから、すうと愛あい嬌きようが消えた。

　めくれたタンクトップを整え、異様な静けさでうなだれて立ち上がる。背中から一対の黒い翼がばさりと広がる。無む機き質しつな眼まな差ざしが男たちを見つめた。数刻後。死体の山の中で血まみれの少女はつぶやいた。

「つまんない……」

　そこに──暗がりからヘズが姿を見せた。

「お嬢じよう様さま、白き翼の天使の居場所がわかりました。宜よろしければ、これからご案内させていただきます」

「ほんと!?　やったー！　行く行くっ！」

　簡単に気を取り直し、ジルは翼をはためかせて無む邪じや気きにはしゃいだ。
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　百川は食べた。両手に持ってばくばくと食べた。ひび割れたコンクリートの床にあぐらを搔かいて、ひたすらに食べた。

　なにを食べているかといえば、奈生が買ってきたクリームパンである。ビニール袋いっぱいにあるから、食べても食べてもなかなかなくならない。それを百川は飽あきることなく何個も何個も食べては、

「うめぇ！」

　幸せを満まん喫きつするかのように声をあげた。

　そんな姿を彩は、少し離れた場所でちょこんと座って見ていた。

　特に会話はないが、見ているだけで彩は幸せな気持ちになれた。今は……芹也と奈生が帰ってくるまでは、明日のことを考えるのはやめよう……と彩は思う。明日のことを考えれば、きっと、戦いに行き着く。

　殺さなければ殺される現実もあると彩は理解していた。同時に、それでも黒い翼の自分とは戦わないと決めていた。もしかしたら、彩は殺されるのかも知れない。殺されることであの子の気が済すむなら、しょうがないのかなとも思っていた。それは、どこかあきらめに近い気持ちだった。だって……あの子を呼び出したのは自分。自分の弱さがあの子を生んだのだから、責任は自分にある……。

　正直、今までは楽らつ観かんしたい気持ちもあった。あの子は虐ぎやく殺さつをするような子じゃなくなっているかも、と。しかし現実は、死体で彩に呪じゆ詛そを送るほどのものだった。サイシネ。あの子は彩を恨うらみ、憎んでいるのだ。

　だけど、それでも一〇年後の自分は夢見ていたかった。一〇年経たったら、もしかしたら、眼の前でクリームパンを食べている相手と。もしかしたら、明るい空の下で一緒に野原にいて、お弁当を食べていて、元気な盛りの幼い我が子がまわりを走っていたりしたらいいなあと考えて、彩は思う。

　自分は、逃げているのだろうか。まだ百川とは、あの時のこと──百川がナイアートを殺した時のことをしっかりと話しあっていない。刺とげ々とげしい雰ふん囲い気きになって、なんとなく会話が終わって……次の日には、何事もなかったように接していた。それは、二人が大人になったということなのだろうか。成長したから、接近してぶつかりあわず、真実や正義──そういうものをひたすら追求せず。相手の触ふれられたくないものを察して、相手の内心を思いやって。距離を取って、やんわりと包つつんで、だけど避さけることはせず、嫌きらいになることもなく……逆にどんどん大切になっていって。

　彩は思っていた。昔のことはよくわからないけれど、少なくとも今の百川は喜んで人を殺してはいない。あの時、ナイアートを殺した百川は、喜んではいなかった。むしろ悲しげで抱きしめたくなるような切なさがあった。ロアンで出会った教師、アリア・ベイジングも言っていた。百川は葛かつ藤とうしていると。

　彩は思う。

　百川は、自分のせいで多く傷ついているのだろう……。自分と出会わなければ少なくとも悩なやみはしなかっただろう。彩は、百川の歩んできた道や内心を考えず、ただ上うわ辺べの正義だけを彼に押しつけようとして……ナイアートを殺した百川に、酷むごいことを言ってしまったのかも知れない……。自分のことだけど、彩にはよくわからない。だけど、そうかも知れないと思った。

　だから、悲しくなる。

　あまりに自分が情けなくて、胸が痛くなって、涙がこぼれた。

　クリームパンを食べる百川の脇わきで彩はしくしくと泣いた。膝ひざを胸に引き寄せ、その中に顔を埋うずめて隠そうとするが、隠せるはずはなく──

「彩」

　気づいたら、青年の優しい顔が目の前にあった。

「あ、ごめんね」

　彩は慌あわてて涙を拭ぬぐい、笑った。

「どうした？」

　優しい声。

「あ、ううん。なんでもない。ちょっと眼にゴミとか入って──」

「泣くなって、バーカ」

　百川は、彩の後こう頭とう部ぶに手をかけて、ぐいと自分の胸に引き寄せた。そうして、もう片方の手で背中の翼に触れる。

「大だい丈じよう夫ぶ、なんとかなる」

　百川は努つとめて陽気に言った。

「うん……」

　彩は両方の腕で、ぎゅっと青年を抱きしめた。

「お、おいっ」

　自分で引き寄せておいて、百川は照れてしまったようだ。

　急に語尾が慌てたようになる。

　頭と翼から離れた手が、ばたばたと宙に泳いだ。このあたり、格かつ好こうつけるなら最後まで格好つけてほしいところだが、まあ、優しくも純な青年の限界だろうか。なんだか面おも白しろくて彩は笑った。涙は、それで止まった。

「ねえ百川──」

　彩は視線を上げ、あたふたした百川の顔を見つめた。今、自分にできるのは、夢と未来を見つめた前向きな自分でいることだ。

「な、なんだよ」

「なんだと思う？」

「はぁ？」

「ねえ。なんだと思う？」

　まっすぐに見つめて彩は真顔で問う。

「……えーと。おい」

　きらきらと潤うるんだ瞳に晒さらされ、百川は咄とつ嗟さに顔を逸そらした。あっという間に顔は真っ赤になる。あいかわらず手は宙を泳いでいた。

「あたし、負けない。あきらめないで頑がん張ばって、いろいろなことを解決する」

　好きという言葉のかわりに、飾かざり気けなく彩は決意表明した。

「あ、おう。そうだな」

「うん。そうしたら、子供作ろう。子供」

「はあ!?」

　それがどういう意味か少しはわかっている百川は、つい大声を出した。

「それでねー、緑の野原に行って、みんなでお弁当食べよう。空が青くて、ぽかぽかした暖かい日に」

　ここで百川は、再び彩に視線を戻した。

　透すき通った双そう眸ぼうが自分を見つめていた。

　百川は小さく苦く笑しようした。眉まゆを軽く持ち上げ、肩をすくめる。

「──いろいろなこと、逃げずに解決しような、彩」

「うん──」

　百川は少女の緋ひ色いろ髪がみを撫なぜた。抱きしめることはしない。百川も年頃だ。少女に好意を寄せられ、二人きりで。もっと触れたいと思わないことはなかった。だが、それ以上に自分を抑よく制せいする誓ちかいがある。

　復ふく讐しゆうを遂とげるまで、人間を滅ほろぼすまで獣けものとして生きるという誓いだ。

　今、過去の復讐心は揺ゆらいでいる。

　むしろ百川は、今までの道のりは正しかったのかと考えることもある。ただ、だからといって誓いが消えるわけではなかった。誓いは殺された天あま照てらすに立てた。誓いを翻ひるがえせば天照は決して成じよう仏ぶつできないのだと百川は頑かたくなに考えていた。

　それに、誓いを捨て、彩の気持ちに応こたえたとしてなにができるのか。

　百川には多くの敵がいる。隠れて、隠れて……どこかでひっそりと暮らすのか。あるいは戦いつづけ、やがて死ぬのか。

　どちらにせよ、今、自分に抱きついている少女を幸せにできるはずはない。自分にできることは、彩が幸せになるように道を拓いてやることだ。

　だけど、もうひとつの気持ちがあることを、抱きしめていると百川は感じる。

　もしも、自分が幸せにしてやれたら、どれだけ自分も幸せだろう。

　百川は知らず、髪に触れていた手を背中に回していた。そうして強く、両手で彩を抱きしめていた。




　しばらく間を置いてから彩は、

「ねえ」

　と、甘えた声で、

「好きって言って」

「は？」

「ねえ。あたしのこと好きって言って」

「はぁ!?」

　甘いムードもいっぺんに冷めるような裏返った声である。百川は彩から逃げるように身をよじらすと、

「な、な……、なに言ってんだよおまえは！」

　床に尻しりをつけたまま、情なさけなく後ずさった。

「ねえ」

　彩が四つんばいでにじり寄る。最初は潤うるんだ瞳ひとみで見つめるばかりだったが、百川がじりじり逃げるのにあわせて、次第に不ふ機き嫌げんに──眉まゆが吊つり上がってきた。そしてとうとうじれったい男に怒りを爆発させ、

「もう！　言ってよ早く！　早く言えー！」

「だ、だれが言うか！　んなバカなこと！」

　壁にまで追いつめられ、背をつけながら百川は身を起こした。

「バカー！　百川のバカー！」

「んーなもん知るか！」

　追いかけてくる彩から逃げる。

　とはいえ狭せまいリビングの中なのでやがて捕つかまるが、捕まった時にはもうすっかり甘い雰ふん囲い気きは消えていて、

「あは……。あははは……」

　視線をあわせてから、二人はそれぞれに笑った。

「とりあえずクリームパンでも食うか」

「うん」

　そういうわけで、今度は彩も百川と一緒にクリームパンを手に取った。




「……でも、戦争だってな」

　クリームパンを食べながら百川は言った。

　芹也が言っていた、オーストラリア天使団『セフィロ』とアジア一いつ帯たいを支配する人間の大国『東区管理団』との全面激突。結果を想像するのは難むずかしいが、今までにない戦いになることは確かだ。

「天使もとうとう、管理団に対抗する組織を作ったんだな……」

　百川にとっては感かん慨がい深ぶかいことだった。

　百川はずっと、香港を根ね城じろに管理団と戦ってきた。失楽園の時、世界中に散らばってしまった天使は、これまでなかなか大きな組織を持てずにいた。だから戦いは、一いち撃げき離り脱だつの繰くり返しだった。その場で五〇人の敵兵を殺し、さっと逃げ、また敵軍の隙すきを窺うかがっては何人か殺して逃げる──繰り返しても繰り返しても大局の変わることはなく、管理団は巨大国家へと成長していった。

　それがいよいよ、変わる。天使が軍として戦うのだ。

「止めたいね、戦い」

　クリームパンを少しだけ口に運び、彩は言った。「ねえ、百川。どうすれば戦いを止めることができると思う？」

「さあな」

　百川はそっけなく答えた。わかるはずのない質問だった。

「じゃあ、なんで戦うのかな」

「それはあれだよ……。まずは、因いん縁ねんだ。人間どもは俺たちをたくさん殺したし、俺たちも報復で人間を殺した。殺された人間には当然家族や友達がいるわけで、俺たちにだって家族や仲間はいる。生きている奴やつが復ふく讐しゆうして、生き残った奴が復讐する……。この連れん鎖さは止まらないだろ絶対」

「……他は？」

「あとは、現実の問題だろうな。俺たち天使には居場所がないだろ？　人間どもは俺たちを動物以下にしか見ちゃいない」

　アリアのことを思い出し、まあ例外はいるとしてもな──と、付け加えてから百川は話をつづけた。

「だから俺たちは居場所を作らなくちゃいけない。それでやっと他の天使はオーストラリアの占せん領りように成功した。でも人間は許さないだろ？　オーストラリアは元々は人間の住んでいた土地だったんだしよ」

「じゃあ……。みんなが昔のことを忘れて、人間が天使のことを認みとめて、天使が人間のことを認めれば……。平和になるね、きっと」

「だな」

　そんなことはできるはずもないと、百川は笑って流した。

「そっか……」

　彩は真剣に考えているようだった。

　百川は否定せず、肯定もせず、次のクリームパンに手を伸のばした。と、さすがに口の中が甘くなりすぎたので、ペットボトルのお茶を飲む。

「あー。今夜は焼肉にするかあ。なんか今、無む性しように肉が食いたくなった」

「こんなに食べたのに、まだ食べれるの？」

「当然」

　百川は偉えらそうに胸を張った。

「あはは」

　彩は笑った。と、彩はふと思い出したように、

「……でも、管理団の首相って、近藤さんって人なんだけど……。優しい人で、前にあたしに言ってたんだけどなあ……。できれば、天使と人間が争わずに済すむ世界を作るのが理想なんだけど……って」

「おまえ、そんな上の人間にも知りあいがいるのか？」

「うん──。あたし、管理団の偉い人とはほとんど会ったことあるんだ。ガリアの政府の人も、けっこう知ってるよ」

「そっか。すごいなおまえ」

「えへ。すごい？　ほめてほめてー」




　そんな二人を、遠くのビルの屋上からジルは見つめていた。距離は離れているがジルには見ることができた。

　会話は聞こえないが、わかる。

　彩は幸せそうだった。ジルがほしくてたまらないものを持っている。ジルは最初、一気に突撃して彩を殺してやろうと思った。思ったのだが……側そばにカッコいい男の子がいたのでやめた。それで、少しだけ様子を見ることにしたのだ。そうしたら、ジルのほしくてたまらない世界がそこにはあった。彩を殺そうという気持ちが消しよう沈ちんしてしまうほど、ただひたすらに羨うらやましかった。自分がここにいることなんて、なんだか恥はずかしくて、とても彩には見せられなかった。

　ジルはいまいましく思う。

　あの時──魔法塔で彩と出会った時、彩もジルも孤こ独どくだった。

　お互いに孤独だったから、二人は心を通わせて、お互いに足りないものを補おぎないあうことができたのだ。

　ジルは彩に力をあげたし、ジルは彩から形をもらった。

　なのに彩は、あげた力をいらないと言った。

　それどころか、形を返せと言って、ジルを消しよう滅めつさせようとした。

　あの時の激げき痛つうと絶望は、今でもジルの胸に残っている。思い出せば、腸はらわたが煮にえくり返るような怒りと共に殺意が蘇よみがえる。

　でも……

　蘇ったところで、目の前にある大きな大きな差は埋うまりようもなかった。

　出会った時、彩の側にはジルしかいなかったはずなのに。彩は遠くから、通じない想いで青年を見ているだけだったはずなのに。

　宝石の中にいた時、ジルは外の景色を見ることができなかった。だから彩が届かない想いを向けていた相手が百川だったのかはわからない。だけど、そうなのだと思った。彩は想いを叶かなえたのだ。

　……あ。

　……彩、今、また笑った。

　笑っているところに自分が怒りまくって殺しにいったところで……惨みじめだ。呆あきれた顔をされるに決まっている。

　なに一人でやってんの？　と、笑われるような気がジルにはした。

　だから遠くから、こっそりと……

　気配を消して、風と大気に紛まぎれながら……

　眼だけを凝こらして。

　壁の破壊されたリビングで寄り添そいあっている二人の天使を見つめる。

　そのうちに時間は過ぎる。

　太陽は西に傾かたむいていった。

　空が赤く染そまり、やがて水平線へと夕焼けの波は紋もんは消えた。

　風に夜の気け配はいが強まる。

　光こう彩さいを失い、ダークブルーに還かえっていく空。

　一番星が輝きを増し、他の星々もぽつぽつと目覚めはじめた頃、二人のところに仲間が帰ってきた。

　三輪芹也と、有本奈生。

　二人とも、タイプは違うけどカッコいい男の子の天使だ。そんな二人も、彩に楽しそうな笑顔を向ける。

　ジルは見ていられなくなって、空を背にしゃがみこんだ。

　唇くちびるを尖とがらせ、眼前の古びた壁を見つめる。

　ジルを慰なぐさめてくれる男の子は、誰もいなかった。




「ここで水花さんに質問です。俺は〈捨て去りし者〉に勝てるでしょうか」

「うーん。緒原様に手も足もでなかった影虎さんが、その最強の剣士を打ち破ったあの彼に勝てる確率は、約三一パーセントかと」

「その根こん拠きよは？」

「さっきもらった点数のお返しです」

　ひとさし指を立てて水花。

「なるほど……。それはかなり確実に理論的な根拠だ」

　うなずいて影虎は、夜の中、のどかにも半はん壊かいした部屋の中でバーベキューを楽しむ天使たちを眺ながめた。

「一見無む防ぼう備びそうだが、反応は早いんだろうねえ」

「そうですわね。彼らはなんといっても、私たちより遥はるかに実戦経験豊ほう富ふで、しかも勝ち抜いてきていますから。ちなみに白い翼の彼女も、報告によれば海賊を軽く蹴け散ちらすほどの戦闘力を有ゆうしているようですわね」

　まるで他ひ人とごとのように、隣となりに浮かんだ水花はのほほんと答える。

　と、水花は、

「ただ、影虎さんの一撃は強力です。当てることはできなくても、見せつけることで引きつけることはできるのかしら」

「ほう。で、俺が〈捨て去りし者〉をどうにかしているあいだに、水花さんが白き翼の天使をどうにかすると。残りの二人はどうするかね？」

「どうにかしますわ。圧あつ倒とう的てきなのは、あの彼だけですから」

「なるほど。せっかく情報屋から情報をもらったのだから、できればここで決めてしまいたいしねえ。何時間も張りこむのは疲れるしねえ」

「時に影虎さん」

「うむ？」

「中嶋主査にどけと睨にらまれ、思わずびびりまくった挙あげ句くに道を開けて土ど下げ座ざしそうな勢いで謝あやまってしまったのは、確か影虎さんでしたっけ？」

「なんと。嫌いやな過去を」

「……残念ですが、確率は二〇パーセントに引き下げです」

「ぐ。しかし俺はこう見えても、ガリアの海兵を殴なぐり飛ばしたことがあるぞ」

「では、八六パーセントに引き上げです」

「では勝てるな」

「勝てますわね」

　彼らは、東区管理団陸兵局から派は遣けんされた特とく殊しゆ工作員である。任にん務むは、もしも彩が香港に現れたら直ちに身み柄がらを確保し、東京に連れ帰ること。

　香港は、マフィアが分ぶん割かつ支し配はいする廃はい都とである。管理団といえども、堂々と大軍を送りこむことはできなかった。送ったとすればマフィアと抗争がはじまる。管理団の軍力であればマフィアの殲せん滅めつは可能かも知れなかったが、セフィロとの戦争を控ひかえた今の管理団にその余よ力りよくはなかった。

　だから彼らは、少数で遂すい行こう可か能のうな精せい鋭えいとしてこの任務に抜ばつ擢てきされた。

　この二人なら、裏切ることもないだろう──

　つまりは野心や覇は気きに欠ける二人だったが、とりあえず『進化種』として自らの住処すみかを守るために職務遂行するだけの気力は持ちあわせていた。

「たまには夜の潮しお風かぜも心地ここち良いですわね」

「やばかったら逃げるからな。あー、〈捨て去りし者〉の相手か。ちょっと俺も緊きん張ちようしてきたわあ」

　腕をぐるりと回し、影虎は獲え物ものの下に飛んだ。
















　第二章　死神（しにがみ）
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　赤々と熾おこった炭火を囲かこみ、彩さい達は楽しい一ひと時ときを過ごしていた。網あみではジュウジュウと肉が焼けている。

「お！」「とうっ」

　食べごろになった肉に百もも川かわと奈な生おが箸はしを伸のばし、──奈生の勝ち。

「……今のは煙けむりが俺おれんとこに来たからだ。次は勝つ！」

「へへーん。果たしてどうかなあ」

　百川は負け惜おしみを言うが、実のところ奈生の五連勝中だった。

「愚おろかな奴やつらだ」

　芹せり也やは焼いたキャベツを食べる。自分の肉はマイエリアに確保。他人が手を出そうものなら本気で怒おこった。

「百川、がんばー」

　彩は百川と奈生の戦いを笑って見学しつつ──クリームパンの食べすぎでお腹なかは膨ふくれていたので──なんとなくプリンを食べていた。と、なんとなくの割には、もう三つの空から容よう器きが転がっている。

　と、いうわけで一行は、百川のわがままにより焼肉を食べていた。

　行動を起こす前の、一時。

　彩は、こんな風にわいわい毎日を過ごせたらいいなあと思うが、深夜には香港ホンコンを出て東京に向かう。光の海に潜もぐった芹也が、ベルティールに黒い翼つばさの少女が同行していたという情報をつかんだのだ。あの子は間ま近ぢかにいる。彩の決着は、もしかしたら明日にもつくのかも知れなかった。

　側そばには、奈生の買った武器が置いてある。──いつでも戦うことはできた。

　だから彩は、今この時間を後こう悔かいしないように楽しんだ。

　しかし、長くはつづかなかった。

　夜空に面したリビングの縁へりに、特とつ攻こう服ふくのような衣装を着た青年天使と、和服を着た妖よう艶えんな女天使が現れたのだ。




　間かん髪はつ入れずに芹也はアサルトライフルを構かまえた。銃口は影かげ虎とらに向いた。

　奈生は、とっくに立ち上がっていた。

　影虎は肩かたの高さにまで手を上げると、

「まあ待て、慌あわてるな。話くらい聞いてくれてもいいだろう？」

「……何者だ？」

　立ち上がりながら芹也がたずねる。

「管理団から派は遣けんされた陸軍の特殊工作員ですわ。実は、白き翼の天使を返していただきにきました」

　腰こしに片手を当てた斜はすに構えたポーズで、あっさりと水みず花かが告げる。

「水花さん、そんなに簡単にバラしては、いろいろとまずくないか……？」

「あら。そうですわね。水花、失敗ですわ」

「まったくもう……。水花さんには困ったもんだ。減点一」

「おい──」

　奈生の注意が逸それた隙すきにすかさず焼肉を頰ほお張ばった百川が、二人の仲間に遅れてゆっくりと顔を上げた。

「──テメェら。死ぬ気はあるんだろうな」

　研とぎ澄すまされた双そう眸ぼうが、影虎を見み据すえた。

「………」

　ヤバ。と、影虎は心の中で思う。正直、ナイフで肌はだを撫なでられたように、ぞっと寒いものが背せ筋すじを駆け抜けた。以前、緒お原ばら辰たつ弥やに武技試合で完敗した時、中なか嶋じま信しの武ぶに廊ろう下かで道を譲ゆずった時、まあしょうがないわなとあきらめがついたのは、『位』の違ちがいというものを見せつけられたからに外ならない。

　位──すなわち、その存在全体から発はつ散さんされる強さ指数的なオーラだ。

　影虎は、腕力より先に位で相手を見る。

　百川康やす貴たか〈捨て去りし者〉には、それがあった。

　見据えられた瞬しゆん間かん、わずか一人で管理団陸軍を心しん胆たん寒からしめた凶悪なテロリストが持つ強さの位を感じた。

　……こりゃ、とっとと逃げたほうがいいか？

　と、思うが、ちらりと横を見れば、すでに水花はちらちらと指先を動かし、精神集中をはじめていた。

「まあ、そういうわけだ」

　影虎は仕方なくタリスマンを起動──

　左手に、黒く塗ぬり染そめられた死デ神スのサ大イ鎌ズが具ぐ象しよう化かした。




　彩は両方の手に剣を持っていた。

　一本は、奈生が戦闘用に準備してくれた刃渡り七〇センチほどの刀。もう一本は、荷物の中に置かれていた錆さびついた直剣──こちらも刃渡りは七〇センチほどだが、今にも折れそうで、戦闘では役に立ちそうもない品であった。

　戦闘になれば、もうこの家にはいられない。最悪、荷物を取りに帰ることなく旅立つ可能性もあった。だから彩は、真っ先に錆びた剣を手にした。〈破は滅めつの剣つるぎ〉──百川が死界島で手に入れたそれを。百川も芹也も奈生も、役に立ちそうのないその剣にはまるで興味を持っていない。しかし彩は、この剣にはなにか力があるのかも知れないと──もしかしたらその力が百川を救ってくれるのかも知れないと考えていた。だから、この剣を捨てていくことはできなかった。

　ただ、錆びた剣にはまだ鞘さやがない。

　手に持つしかなく、彩は不ふ揃ぞろいな和刀と洋剣の二刀流で敵に対たい峙じした。

「行くぜ」

　影虎が大きくデスサイズを掲かかげて、跳ちよう躍やくと共に振り下ろす。

　うなる刃が斜ななめ上から百川の首に迫せまる。百川はわずかに足を動かすことで刃の軌き道どうから身をずらした。

「おせえな──」

　百川がそう言い終えるより早く、漆しつ黒こくの刃が床に激突。瞬間、刃を中心に周囲へと衝撃波が広がった。轟ごう音おんを立てて床が陥かん没ぼつする。咄とつ嗟さに四人は飛び上がった。雄お叫たけびを上げて影虎がデスサイズを振るった。狙ねらうのはまたも百川だったが、刃速があるとはいえ軌道は単純だった──百川は夜空に飛び退のくことで躱かわす。と、跳躍して距離を詰つめた影虎が百川に蹴りをみまおうとした。百川はこれもやすやすと躱すが、この一秒にも満たない攻防で百川と三人の仲間との距離が開いた。

「──八点結けつ界かい」

　すかさず水花が密ひそかにポイントした結点を活性化。奈生と芹也が、発生したクリアブルーの立方体に閉じこめられた。

「しまった──！」「彩！」奈生と芹也が叫ぶ。

「もらいましたわね」

　両手からワイヤーを伸ばし、水花が彩の拘こう束そくにかかった。ワイヤーは、天てん使し脈みやく動どうの浸しん透とうによって自在に動く。彩は肩と頰をすっぱり斬きられることで敵の攻撃に気づき、次の一撃を避けるため夜空に身を晒さらした。

「ほらほら、追いつめますわよ」

　水花は連続してワイヤーを振るってくる。彩は冷静に距離を取り、鞭むちのように迫るワイヤーの先を見つめた。波打った複雑な動きを予測し、右手の刀で斬る。

「やりますわね」

「───」

　二筋の糸片が夜の狭はざ間まに消えた。彩は言葉を発さず、和刀を正面中段に、直剣を斜ななめ下段に構えた。

「でも──」

　ヒュンと閃ひらめいたワイヤーが、陰かげから彩の右手首にからみついた。

「クッ！」

　きつく締しめられ、手から和刀が落ちた。

「油断は禁きん物もつですわよ、白き翼の天使様」

　水花は、わずかな指の動きでもう一本のワイヤーを振るった。

「終わりですわ！」




「さすがの〈捨て去りし者〉も、俺の一撃を食らえばおだぶつだよなっ！」

「──言ってろ」

　影虎は百川の引き離しに成功していた。蹴りで距離を作ったところに、さらに渾こん身しんの力でデスサイズを振るった。三分の時間を稼かせいだ後は、とっとと逃げるつもりでいた。だから最初から、長期戦など考えないフルパワーである。とはいえ、それにしても百川は防戦一方だった。いくら影虎が全力だといえ、反撃して来ない。機き敏びんに空中を飛び、するりするりと攻撃を躱かわすばかりだった。

　……迷っているのか、この男。

　影虎は、百川の微び妙みような表情の変化に気づいた。

　……なにをだ？

　俺が強すぎるから反撃できないでいる──などと考えるほど、影虎は実戦においておめでたくはなかった。

　……しかし。

　百川康貴のことを影虎は知っている。奴やつは狂きよう戦せん士しだ。圧あつ倒とう的てきな攻撃力で相手を叩たたき潰つぶすタイプだった。相手のスタイルを探さぐってから、じわじわと反撃などという防ぼう御ぎよ的てきな戦い方をする男ではないはずだった。

　……試ためしてみるか。
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　影虎を倒たおすことはたやすかった。大振りばかりの攻撃の下をかいくぐって、ブラストアームで一撃。それで間ま違ちがいなく、片かたはつくだろう。力の差を見せつけるなら、デスサイズを手でつかんでも良い。

　ただ、それにはひとつ前ぜん提ていがあった。

　天使脈動と『純じゆん粋すいなる力の結けつ晶しよう』をいつものように発動させるという前提だ。

　もしも発動しなければ、影虎の大振りな一撃が脅きよう威いとなる。

　だから百川は、確実なタイミングを待っていた。

　影虎の目的が自分と彩とを引き離すことにあるのはわかっていた。影虎は、彩を背にしながら攻撃をつづけ、その度たびに巨大な衝撃波でビルを破は壊かいしながら──百川と彩との距離を広げていく。おかげですでに五〇〇メートルは遠ざかった。影虎は、まだ未み熟じゆくだがこういう計算の利きく男だった。

　……確実に天使脈動を発動させる時間的猶ゆう予よさえあれば……。

　……こんな奴は一撃で仕し留とめてやる……。

　百川は彩の側そばにいるより、一撃で影虎を倒すことを考えていた。

　と、コンパクトな一撃が横から飛んできて、百川は咄とつ嗟さに、右腕に『結晶』を浮かせて漆しつ黒こくの刃を受け止めた。軽い攻撃なら右腕で受けることはできる。が、無理はせず、押されるままビル壁に背中をぶつけた。軽い攻撃とはいえ、コンクリートにひびが入る程度の破壊力はあった。

　百川はわずかに息を吐いた。

「とどめだァ！」

　叫び声を上げ、影虎が一ひと際きわ派は手でにデスサイズを振りかざした。

　二人の動きは止まっている。

　百川はこれを狙ねらった。間近でがら空あきの腹はらに右の拳こぶしを打つ。左手と比べれば威い力りよくに劣おとるが五連打もすれば影虎は揺ゆらいだ。さらにショートアッパー、そして、左から回した蹴りを側そく頭とう部ぶに当てた。

「ガッ……」

　天使脈動を乱した影虎が眼がん下かの海に落ちる。

　倒すことはできていない。すぐに戻ってくるだろう。

　だが、それだけの時間があれば良かった。

　百川は意識を集中させ、自らの内に在ある奇き跡せきの力の流れを探した。見つけて、ありったけの集中力でそれを左腕に注そそぐのだ。

　しかし──

　影虎は百川の真後ろにいた。

　海に落ちたのは、影虎が手につかんでいたビル壁のかけらだった。

　影虎は大きく横にデスサイズを広げ、気づいた百川が振り返った刹せつ那な、渾こん身しんの力で漆しつ黒こくの刃をぶつけた。直撃だった。衝撃波がビル壁を完全に破壊し、その破壊の渦うずに百川は吞のまれた。

　凄すさまじい音を立てて廃ビルが崩くずれる。粉ふん塵じんを避よけて影虎は距離を取った。

　百川が反撃してくることはなかった。

「……なんだ。……この程度なのか……最さい凶きようといわれた天使が……」

　攻撃に手て応ごたえはあった。

　いくらなんでも、あの一撃を受けて立ち上がってくる相手がいるとは思えない。

　しかし、あまりにあっけなかった。自分が、ここまでたやすく〈捨て去りし者〉を倒せるとは思っていなかった。

「まあいいか」

　潮風が銀髪を撫なぜた。影虎はバンダナごしに額ひたいを搔かき、ふと現実に返った。

　任務は、天使の殺害ではない。

　任務は、白き翼の天使を東京に連れ帰ることなのだ。

　であれば、ここで百川の生死を確かめるよりも、さっさと戻って水花さんの手助けをするのが賢けん明めいである。




「──ふふふ。あら、粘ねばりましたわね」

　拘束するために放ったワイヤーを、彩は錆さびた剣で受け止めた。

　ワイヤーは剣に絡からみつき、水花と彩はピンと張った二本のワイヤーを挟はさんで空中で対たい峙じをつづけた。

「そんな剣で受け止めたところで、少し私が力をこめれば、ポキリと逝いってしまいそうなのですがどうでしょうか？」

「───」

　彩は答えず、揺るぎのない厳きびしい眼で水花を睨にらんだ。

「まあ、いいですわ。貴女あなたがまだ戦意を喪そう失しつしていないことはわかりました。ではこんなのはどうかしら」

　二本のワイヤーを手から切り離し、水花が左手にタリスマンを浮かせる。

「なにを──」

「──発動力、雷蛇ライトニングスネーク」

　バチバチと電撃を放つ青く輝いた蛇へびが、水花の手から解き放たれた。蛇は一直線に彩に向かい腿ももから首にかけて絡みつく。

　瞬間、彩の白い翼と緋ひ色いろ髪がみが激しく逆さか立だった。




「彩！　彩！」

　全身に雷らい撃げきを浴びた彩が、背を仰のけ反ぞらせて悲鳴を上げる。奈生はクリアブルーの障しよう壁へきの向こう側から見ていた。どれだけ叩いても結界はびくともせず、芹也も奈生も空に出ることができない。

「芹也、早くしないと彩がっ！　どうすればここから出られるの!?」

「──クソ。結界を破るには……結界以上のエネルギーをぶつければ……百川のブラストアームなら破れるんだが」

　無駄だとわかっていつつ障壁を叩きながら、芹也は必死に方法を探した。

　銃を撃うっても弾だん丸がんは跳はね返る。芹也の力では──タリスマンを起動させたところで結界は破れない。

　彩の悲鳴が夜空に響ひびき渡っている。彩は雷撃に耐たえているが、蛇から逃のがれる術すべを彼女は持っていない。エネルギーの蛇は、手で引き剝はがせる存在ではなかった。水花は、このまま彩を気絶させるつもりなのだろう。それ以上に手は出さず、腰に手を添そえて静やかな表情で黙だまって見ている。

「クソ！」

　芹也は障壁を叩き、無力に打ちひしがれた。

「百川はどうした百川は！　あいつはまだ男を始末できないのか！」

　芹也は苛いら立だち紛まぎれに叫んだ。

　と、そこに──

　芹也を絶望させるように、影虎が帰ってきた。

「あら、影虎さん。どうしました？　あの彼との戦いはいいんですか？」

「ああ……。勝った」

「二〇パーセント？」

「八〇何パーセントではなかったでしたっけ？」

「あれは社しや交こう辞じ令れいですわ。本当は二〇パーセントです」

「ほう」

「それで彼は？」

「ああ、あっけなく殺した。とりあえずこっちも終わりそうだな。終わったらお酒でも二人で飲みに行こうか、水花さん」

「あら、それは誘さそっているというやつですか？」

「まあ、そうかな」

「あら。影虎さんたら大人ですわね……。水花、どうしようかしら。ちょっと恥はずかしさ爆発ですわ」

　影虎と水花の会話は、奈生にも聞こえた。

「死んだ……？　ねえ！　死んだって──。死んだってどういうこと!?」

　奈生には信じられなかった。

「見ての通り。俺が生き残り、奴やつは戻ってこない。──だろ？」

「そんな……」

　噓うそだとわかっていた。噓に決まっている。百川が負けるはずはなかった。奈生の知る百川は最強の男だ。

　遠い昔、中嶋信武に高天たかまが原はらを滅ほろぼされた時から、百川は誰だれより強かった。奈生が助けたことも芹也が助けたことも……助けられてばかりの百川だったけれど、どんなに強い敵にも百川は勝ってきた。

　なのにこんなところで──

　これから彩を助けなくちゃいけない大切なところで、負けるはずはなかった。

「奈生──」

　芹也の声。奈生は聞いていなかった。

　眼を見開き、奈生はクリアブルーの障壁ごしに影虎を睨にらみつけた。

「死んだ……。噓だ……。噓だ！　噓をつけ！　百川が死ぬもんか！　百川がおまえに負けるもんか！　噓をつくと許ゆるさないぞ！　そんな噓で俺たちを騙だまして──。そんな噓に騙されるもんか！」

「ほんとだって、しつこいな。現に俺がここにいるだろ？」

　その時、悲鳴を搔かき消す怒ど号ごうを上げて、彩が天使脈動を体の外に迸ほとばしらせた。エネルギーの蛇が消しよう滅めつする。

　彩は錆さびた剣を両手で構かまえ、全身で息をしながら、

「──あたしは戦う。負けない」

　力強い声で水花に告げ、

「いやぁ！」──気合と共に跳ちよう躍やく、ビュンとうなる鋭するどい一撃を放った。

「ふう」

　その一撃を、あっさりと影虎は片手で受け止めた。

「やれやれ、お姫様にも困ったもんだ。そろそろ気絶して、大人しく俺と水花さんに二人きりの時間をくれよ。お姫様は、東京に帰ればお姫様暮らしが待っているんだから、別にいいだろ帰ったって。楽できるって」

「黙だまれ──。あたしは、自分のこの足で大地に生きるんだ──。自分のこの体で、自分のしたことに決着をつけるんだ」

　彩は影虎の手を振り解ほどくと、再び錆びた剣を構えた。

「──だから、あたしは戦う」

「彩様」水花は息をついて、「だいたい、タリスマンもなく戦ってはいけませんわ。それは無む茶ちやかつ無む謀ぼうというものですわ」

「あたしは負けない！」

　唇くちびるから血を飛ばし、彩が叫ぶ。影虎と水花が困って肩をすくめる。

「彩……」

　奈生は拳こぶしを握にぎり──左手甲の魔ま道どう回かい路ろを見つめた。
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　その頃、奈生は一一歳だった。香港で暮らしていた奈生は、いつからかストリートギャングの一団と仲良くなっていた。

　盗ぬすみも喧けん嘩かもまともにできない食うにも困る連れん中ちゆうだったけれど、

　それなりに毎日を愉たのしんでいて──

　だから奈生は、この話も本気にはしなかった。

　ある日、リーダーの青年ハムスが言ったのだ。いつものように、無意味に偉えらそうに瓦が礫れきの山に登って。

　ハムスが持ってきたのは運び屋の仕事だった。

　依い頼らいしてきたのは白はく龍りゆう会かい。ボスが直々に、とある廃倉庫にある盗とう賊ぞくが隠かくした金をハムスたちに運び出してほしいと言ってきたのだ。

「怪あやしくない？」

　リンという名の少女が眉まゆをひそめる。

　奈生も怪しいと思ったので「だよねー」と笑う。やろうかどうしようか……恐いからやめようかで話は終わると思っていた。

「なにが怪しいんだよ」

　ところがハムスは、予想外の厳きびしい表情で奈生と少女に食ってかかってきた。

「……やめたほうがいいよ。ハムスには無理だよ……」

　弱いし鈍にぶいから──とは言えなかった。だが、そう言いかけた奈生の表情をハムスは敏びん感かんに見て取った。

　ハムスは奈生に罵ば声せいを浴あびせ、それっきり奈生の存在を無視した。

　仲間たちは、ハムスの話に乗った。

　奈生は、豪ごう華かな暮らしがしたいとは思っていなかった。汚れた裏路地でも、楽しく毎日が過ごせればいいと思っていた。

　でもそれは奈生が天使で、自由に空を飛ぶことができて、マフィアと互角に戦うことができて、自由に遠くまで行けるからこその余裕だった。

　ハムスたちは違った。

　彼らにとってこれは、まさに一度あるかないかのチャンスだった。

　失敗すれば死ぬだろうが……。

　もしも、金を奪って逃げおおせれば未来が生まれる。その未来は、ハムスたちにとって命を懸かけるに値するだけのものだった。奈生をかばってくれたリンもやがて熱心に強ごう奪だつ計画に加わり、奈生は一人輪から外れた。

　……こんなもんかな。

　奈生は心の中で別れを告げ、裏路地から飛び去った。

　でも、やっぱ気になるので……。

　廃マンションの我わが家やに帰って、夕食を終えてのんびりしている中、奈生はそれとなく、金の噂うわさや白龍会の評判を芹也にたずねた。返ってきた答えは、奈生が予想した悪い方向に合がつ致ちするものだった。

「──どうしたんだ一体？」

　振り返った芹也を無視して奈生は家を飛び出す。




　雨の夜。

　廃ビルの林の中を海面すれすれに飛び、全速力で波止場の倉庫を目指した。倉庫の外には何台かの黒い車と、大きなトラックが止まっていた。奈生は、閉ざされた倉庫の扉とびらの前に見張りの男たちがいることを見て取り、側面に回る。高い場所についた窓から、倉庫の中の様子を窺うかがった。

　雨に打たれる体。銀髪から流れた雫しずくが、額ひたいを伝わって眼に染しみた。

　倉庫の中には、スポットライトがぎらついていた。その幾いく筋すじかの光線が、大きな檻おりを照らし出している。

　檻の中に、ハムスたちの姿はあった。

　みんな、捕つかまってしまっている。身を寄せあって怯おびえていた。

「みんな！」

　奈生は窓を破り、倉庫に入った。闇やみの中を一気に飛び抜き、檻に近づいた。檻には扉がついていた。

「奈生……どうして……」「奈生！　助けてお願い助けて！　殺される！」

「みんな！　今助けるから！　待ってて！」

　奈生は扉を開けようと躍やつ起きになった。だが、扉はガチャガチャと音を立てるばかりで開かない。鍵かぎがかかっていた。

「奈生！」

　ハムスが叫ぶ。奈生はまわりを見ていなかった。

「え!?　あ……」

　血が沸ふつ騰とうしたように下半身が熱くなる──奈生は両足を銃で撃うたれた。倒れたところを左右から男に取り押さえられた。両手首を後ろ手にワイヤーで縛しばられた。

「天使の子供──娘むすめか。売れそうだな、檻に入れず取っておけ」

　闇やみの中から命じる声が聞こえた。

「では、競売をはじめるとしましょう。今回の魔獣は、崑こん崙ろん遺い跡せきに封ふうじられていた貴き重ちようかつ凶きよう悪あくな虎とらです。扱あつかいは難むずかしいが、薬品の投とう与よさえ欠かかさなければ、必要以外の時に暴れることはない。まあ、まずは見てもらいましょう」




　奈生は愕がく然ぜんと見つめた。檻が連れん結けつされる。解き放たれた黒い大きな獣けものが、うなり声を上げて一番手前にいた太っちょのワーレンに嚙かみついた。あっけなく足を引きちぎり、その後で獣は腹はらに食らいついた。

　獣は肉を食べず、引きずり出した臓ぞう物もつをあたりに撒まき散らして吼ほえた。

　ピチャ──

　飛び散った肉にく片へんが奈生の頰ほおに触ふれた。暖かかった。

「くそ──。くそお！」

　ワーレンを助けようとハムスが獣に飛びかかった。

　首に組みつくが、あっけなく振り解かれ、ハムスは檻に激突。獣が血に濡ぬれた牙きばをハムスに向けた。

　このままではハムスが殺されると奈生は理解した。

　目の前が歪ゆがんで景色がわからなくなった。思考がライトの眩まばゆい光の中で遠とお退のく。

　獰どう猛もうに吼える獣。ハムスの悲鳴。

　肉と骨の食いちぎられた嫌いやな音がどこかから聞こえた。

「あ……。あ……。ああぁぁあぁぁぁぁ!!」

　奈生は我を忘れて暴れた。ハムスを助けに向かおうとする。しかし、両足は銃で撃たれていた。手首にはワイヤーが幾いく重えにも巻かれている。なにより二人の大男が、奈生の体をしっかりと床に押さえつけていた。

　奈生は一一歳だった。

　小こ柄がらで細身の、女の子にしか見られることのない子供だった。

　その状態でハムスを助けに行くだけの力は持っていなかった。

　だけど、なにもないわけではなかった。

　奈生の左手甲には、すでに魔ま道どう回かい路ろが彫ほりこまれていた。そこには、タリスマンが内ない包ほうされていた。

　自分にどんな力があるのか。どんな力がほしいのか。

　タリスマンによって天使脈動を集しゆう束そくさせ、具ぐ象しよう化かした時、なにを起こすのか。奈生は練ねりこんでいなかった。

　奈生は必死に願った。ハムスを助けなくちゃいけない。今まで楽しく過ごしてきた仲間を救わなくちゃいけない。奈生の願いに応じて天使脈動は活性をつづけた。どんどんと体の中でその力は大きくなり、タリスマンへと集束されていく。その力は奈生の体を純じゆん白ぱくの光で覆おおい、ワイヤーをちぎり、上から押さえつけていた大男たちを吹き飛ばし、大地と大気にまで伝でん播ぱするに至いたった。

　それでも奈生は願った。周囲の状じよう況きようが見えていなかった。

　もう──これで十分に仲間を助けることはできたのかもしれない。

　でも、

　もっと──もっと──。

　力を！

　奈生は、自らの力に支ささえられるように身を起こした。足が地面から離れ、そしてタリスマンが弾はじけ──発動した。

　体から迸ほとばしった光があたりの生物を照らし、照らした生物から命の力を奪うばう。奪った他人の生命力と自らの力をひとつにして、奈生は獣にぶつけた。それは、凄すさまじい力量を持った光の槍やりとなって瞬しゆん時じに獣を消しよう滅めつさせた。

　終わってから。自らを包んでいた光が完全に消えてから──

　奈生は我われに返った。

　あたりには、もうマフィアたちの姿はなかった。奈生の暴走を見て、タリスマンが発動する前に退たい散さんしたのだ。

　だけど、檻に入れられた仲間たちは……逃げることができなかった。

　奈生は檻をこじ開け、ハムスの下もとに寄った。

　下半身を無くしたハムスは、まるでミイラのように干ひ涸からびていた。奈生は、瀕ひん死しの彼からも生命力を吸い取っていた。リンは、他の面々は……奈生によって生命力を貪むさぼり尽つくされすでに死んでいた。

　奈生はハムスの手を握にぎった。

　もう死んでいる……

　と、血を吹ふきこぼし、ハムスの口がわずかに動いた。

　ハムスが奈生の手を握り返す。

「どうして……」

　最後にハムスはそう言い、動かなくなった。




「気にするな、奈生」

「奈生、おまえのせいじゃないよ」

　駆かけつけた百川と芹也が、立ちすくむ奈生の肩に優しく手を置いた。

　では……。

　だれのせいだというのだろう……。




　どうして……おまえは俺たちを殺したのか……

　……俺たちの命を貪ったのか……




　ハムスは、そう言おうとしたのだろう。

　今でも奈生はそう思っている。

　あれから奈生は成長した。もう今なら、あの時のようなことはしない。自じ制せい心しんをなくすことはないし、タリスマンもコントロールできる。だけど……仲間の命を貪った自分の力を奈生は使いたくはなかった。恐かった。




　だけど。彩を見捨てることはできない。百川を見捨てることはできない。




「──芹也、下がって」

「奈生？」

「あとは俺がやるよ。一気に、あいつらも倒すから。──ごめんね」

　奈生は謝あやまり、左手にタリスマンを起動した。

「──発動力、閃光殺デイスペアーレイ」

　迸った純白の光が、芹也を、彩を、そして影虎と水花を照らした。奈生は精神を集中させてタリスマンを制せい御ぎよ。結界を砕くだき、敵を倒すに必要な力だけを奪い取って、左手に光の槍やりを作った。そして、放つ。

　槍は結けつ界かいを打ち砕くだき、影虎に命めい中ちゆう。炸さく裂れつした光は水花にも襲おそいかかった。

　影虎と水花は吹き飛ばされ、海面に落ちた。

　奈生は空中に出ると、日頃の奈生からは想像できない冷え切った眼で、二人の敵を見下ろして言った。

「帰れ。もし帰らないなら、おまえたちの命を俺は貪むさぼり尽つくす」

「おまえ……。なんだ……。クソ──」

「……影虎さん……ここはご厚意に甘えて撤てつ退たいです」

「覚えてろ……よ……」

　横から影虎を支え、水花が弱々しく空中に上がる。何度も墜つい落らくしかかりながら陸の方に逃げて行った。奈生は力をセーブした。影虎は意識を保たもっている。しかし、自力で飛ぶだけの余よ力りよくはない様子だった。

　顔がん面めん蒼そう白はくにした彩が、陥かん没ぼつしなかった縁に着地して四つんばいになった。

　芹也もまた、縁に膝ひざをついた。

　奈生が、彼らの生命力を奪い、そうさせたのだ。

「ごめんね……」

　奈生は小さな声でつぶやき、神にすがるように天空を見上げた。

　夜空は、いつの間にか灰色に濁にごっていた。

　雨粒が頰に触れた。あの夜のような、雨が降りはじめた。

　……百川を。

　……早く……探さなくちゃ……。

　でも、体が動かない。

　奈生は力を持っている。戦う力を持っている。それは、どんな敵をも倒せる強い力なのかも知れない。だけど奈生は捨てたかった。もう二度と力を使わなくて済すむ世界に行けたらどれだけ幸せだろう。

『楽園』とは……

　──そういう世界だったのだろうか。奈生は『楽園』に帰りたかった。
















　第三章　仲間（なかま）
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　空気が湿しめっていた。外は雨なのだろうか。百もも川かわは最初に、そのことを考えた。だけど確かめることができないのは、瞼まぶたが重くてどうにも開かない──瞼の存在すら認にん識しきできないほど感覚が麻ま痺ひしているからだ。

　負けたという事実は、さほど気にならなかった。生きているのであれば、まだ負けたと決まったわけではない。矛む盾じゆんもあるが、百川はそう考える。気になるのは、彩さい──仲間たちのことだ。みんなは、無ぶ事じに逃にげ延のびただろうか。あるいは敵を倒し、こうして百川をどこかに運んでくれたのか。

　……情なさけねぇな。

　天てん使し脈みやく動どうが乱れてしまって上う手まく発動しなかったことは仕方がない。それは、今まで百川が戦いつづけてきたツケというものだ。しかし、影かげ虎とらに背はい後ごを取られたのは、どうにもトロい話だった。

　と、左手に温ぬくもりを感じて、百川はわずかに口元を緩ゆるめた。

　誰だれかが、手を握にぎっているのか。

　……誰だ。

　わからない。今までに感じたことのない、天使の──どこか天使のものではないような気もする清せい涼りよう感かんのある波動が伝わる。

　光ではなく、風や水──自然の息吹いぶきが肌はだに触ふれる心地ここち良よさがあった。

　いずれにせよ、邪じや悪あくなものではないとわかる。

「あ」

　そう声が聞こえた。

　驚おどろいたような、少女の声。百川には、聞き覚えがあった。

　……彩か。

　百川は安心して、伝わる波動に身を委ゆだねた。




　しとしと降りつづける雨が、ガラス窓に筋すじを作っている。薄うすく張った雲には、その上にある太陽の光が全体的に滲にじんでいる。白っぽく沈み、陰かげの多い午後。新しん九龍クーロンに近い白しら壁かべの建物の中に、ジルはいた。

　元は病院の個室だったとおぼしき部屋には、ジルの他にもう一人いた。

　薄汚れたベッドの上で眠る、尖とがった顔立ちの銀髪の天使だ。

　ずっと、ナイフで誰かを刺さす時のような恐い顔をしていたけれど、ジルが勇気を出して手を握ってみたら、すうっと和やわらぎ、優しい顔になった。それが嬉うれしくてついジルは声を出してしまった。声を出すことが悪いとは思わないけれど──目覚めた青年に怒ど鳴なられるのが恐くて、ジルは無む言ごんでいた。




　青年は、崩くずれたビル片に引っかかって、海面に浮かんでいた。

　ジルが唇くちびるを尖とがらせて、屋上にしゃがみこみ、壁を見つめていた時のことだった。いきなりあたりのビルが衝しよう撃げき音おんと共に崩くずれはじめ、なにかと思ってみれば、誰かが──天使と天使が空中で戦っていた。

「あ」

　ジルはすぐに、その一人が百川康やす貴たかだと気づいた。

　ジルは立ち上がって、目線で彼を追った。アジア最さい凶きようの殺人鬼と呼ばれる彼は、黒い大おお鎌がまの敵を前に苦戦していた。やがて追いつめられ、崩れたビルとともに海中に消えた。敵はすぐに飛び去っていった。

　ジルはおそるおそる戦いの跡あとに近寄り、そして、ビル片に引っかかり、意識をなくして海面に浮かんでいた百川を見つけた。

　ジルは近寄り、勇気を出して百川の肩をつんつんとつついた。

「……ねえ」

　喉のどから空気を振ふり絞しぼって声もかけてみた。

　だけど、反応はない。

「死んだの？」

　ジルには、どちらなのかよくわからなかった。

　と、青年が口から、海水と血を吐はいた。

　生きてる……。

　ジルは青年を優しく抱き上げ、香港ホンコンの市街地へと戻り、できるだけ清潔な場所を探して寝ねかせた。

　あとは、力を放出して服と体を乾かわかしてあげて。ただ……ずっと、青年の精せい悍かんな顔を間近で見つめた。

　どれだけ見つめても、全然飽あきなかった。

　胸がドキドキしてどうにかなってしまいそうだった。

　あっという間に時間は過ぎて。

　朝になって。

　なかなか青年は目覚めなくて。

　そしてやっと、午後になって、ジルが勇気を出して手を握ったところ、青年の顔に少しだけ変化が生まれた。




「……あはは。……あは」

　ジルは飛び上がりたいくらいに嬉うれしくて、部屋の中をくるくると歩いた。

　走ると音が立ってしまうので、そっと静かに。

　あっちにいったりこっちにいったりして、一人でニタニタと笑う。

「──なあ」

　あ。

　青年のかすかな声が聞こえた。

　ジルは急いで青年の元に戻り、両手で手を握った。女の子のものとは違う、ゴツゴツと筋すじ張ばった硬かたい手だ。

「悪いけどよ……しばらく……。俺のこと預あずけるわ……」

「わたし……？」

　たずねると、青年は瞼まぶたを閉じたまま微び笑しようし、

「おまえで良かったよ……。ホント、いい仲間だよな……。頼たのむな……。食いもんも用意しといてくれよ……」

「………」

　また青年は意識を失ったのだろうか。それっきり、しゃべらなくなった。

　今度は、寝たのかも知れない。

　ジルはしばらくのあいだ呆ぼう然ぜんとし、何度かまばたきする。

　……わたしで良かった？

　……頼む？

　……わたしに助けてほしいんだ……。

　……だから……仲間？

　……仲間。

「あ」

　考えている場合ではなかった。ジルは、飛ぶことも忘れて階段を駆け下りると朽ちたロビーから新九龍の裏通りに出た。そうなのだ。ぼけーっと青年の顔ばかり見ていてはいけなかったのだ。

　青年は怪け我がをしていて、怪我を治なおしてあげなくちゃいけない。

　食べ物もほしいって言っている。

　そして、ジルのことを信頼して、仲間だって言って、だから傷だらけの自分のことをジルに任まかせてくれたのだ。

　ジルは、絶対にその信頼に応こたえようと夢中になった。

　まずは薬局に入って叫さけんだ。

「お願い！　友達が怪我してるの！　治す薬ちょうだいっ！」

「どんな怪我だね？」

　店の親父は容よう体だいを確かめ、消毒薬や包ほう帯たいや軟なん膏こうをカウンターに置いた。

「ほら、こんなもんでいいだろ。一二〇〇だ」

「うわあ。やったー」

「………」

　親父は、黒い翼をばたつかせた黒髪の少女を怪け訝げんそうに見やる。

「……あんた、金は？」

「金？」

　ジルはきょとんと首を傾かしげた。

「帰れ」

　親父は手を振り、出した品物を片づけようとした。

「なに？　どうしたの？」

「タダでくれてやるものなんてねぇんだよ。とっとと帰って、友達の最後でも看み取とってやるんだな」

「くれないの？」

「帰れ」

「なんで？　わたし、要いるのに。すごく要るんだよ？」

「帰れ！」

　苛いら立だった親父がジルの顔面に拳けん銃じゆうを突きつけた。

　黒光りする銃口を間近に見て、ジルは顔から感情を消した。それがなんなのか、ジルは痛いほどよく知っている。何度も何度も……撃うたれて、痛い思いをしてきた。それを向ける者は敵だ。殺したって、いい。

　ジルは経験から学んだ判断によって、銃を握った親父の手首をつかむ。カウンターからデカイ図ずう体たいを引きずり出した。馬乗りになって容よう赦しやなく顔面を握り潰つぶす。

「ばーか。意地悪するからだよ」

　たっぷりと返り血を浴あび、ジルは身を起こした。

　売り物の手さげ袋に必要な品を詰つめこむと満足してうなずき、ジルは無む邪じや気きに次の店へと走って行った。

　食料品店でも、ジルは店員の命と共にたくさんのフルーツを手に入れた。

　小雨の午後。道幅の狭せまい繁華街に人通りは少ない。頭上にせり出した看板やパイプから大おお粒つぶの雫しずくがこぼれ、路肩で跳はねている。

　ジルは、ぐるりと一回り新九龍の繁華街を見渡す。

「えーと……。次はなに買おうかな……」

　買うという行こう為いを知っていても、お金というものを知っていても、ジルは二つのつながりがよくわかっていない。

　ジルは何分か道の真ん中に立ったまま考えを巡めぐらし、

「あ、そうだ！　プリンにしよっと」

　プリンはジルの大だい好こう物ぶつだ。青年──百川もきっと喜んでくれるだろう。

　この時、ボロ布で全身を覆おおった猫背の情報屋に案内され、界かい隈わいを支配するマフィアの一団がジルを取り囲もうとしていた。情報屋は金を受け取る。ボロ布から伸のびた手は灰色の肌色をしていた。マフィアにも面子めんつがある。たかが天使の娘に好き勝手やられて黙だまっていることなどできるはずもなかった。
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　できれば迷めい惑わくをかけたくなかったが、芹せり也やはもう、永えい子この元を訪たずねるより他に活かつ路ろを見み出いだせなかった。

　出雲いずも永子──幼年期の芹也に神秘術を教えた高天たかまが原はらの元教師である。中なか嶋じま信しの武ぶによって高天原を滅ほろぼされた後、髪かみを黒く染め、眼にコンタクト──さらに眼鏡めがねをかけ、肌は黄色に変え、人間として香港の闇やみに紛まぎれた。今では古物商『赤せき龍りゆう』の女社長──マフィアのボス、そして、武器商人として名を売っている。

　永子は、一人で訪れた教え子を見ると、優しく微笑ほほえみ、

「──こっちに来なさい」

　ポンと背中を叩たたいて、疲ひ弊へいしきった青年を七階の客間にまで招まねいた。

　部屋は、紅と黒で塗ぬられた高級な中華風だ。

　芹也がここに来るのは二度目──。一度目は旅立つ前、百川と彩を攫さらわれ、救出作戦を立てる時に来た。

「他の三人は？」

「奈生と彩は、まだ百川を探しています。百川は、どうなったのか──」

　芹也は力なくソファーに座る。

　昨夜の出来事を永子に語った。

「なるほど。それで、百川の死亡を信じられない奈生と彩は、海中やビルの残ざん骸がいの中をしつこく探しているわけね」

　永子は壁にもたれ、チャイナドレスから美び麗れいな足を伸ばす。

「──はい」

　二人の悲ひ痛つうな姿を思い出し、芹也は肩の力を落とした。

「しかし、あの子もよく負けるわね。もっとも、負けても負けても、最後には勝っているところは立りつ派ぱだけど」

「先生っ！　今、そんな気楽に笑ってる場合じゃ──」

「安心しなさい。百川の首には莫ばく大だいな賞金がかかっているから、誰かが死体を運んだとしても表に出てくるわ。第一、あの〈捨て去りし者〉がビルを破壊する程度の攻撃で死ぬとは思えないわね。ビルを消しよう滅めつさせる程度の攻撃なら話は変わるけど」

「じゃあ、やはり……。百川は生きていて、誰かに連れ去られたと……。先生もそう思いますか？」

「心当たりはある？」

　たずねられて、芹也はいくつかの候こう補ほを上げた。

　第一に考えられるのは、影かげ虎とらと水みず花か──管理団陸軍だろうか。あの二人は彩を攫うために来ていた。倒した百川を仲間に運ばせ、後日、百川を盾たてに彩を誘おびき寄せる──そう作戦を立てているとしてもおかしくはない。

　ただ、仲間がいるのであれば、そんな面めん倒どうなことをしなくても、百川を探す彩に手をかければ良かった。そうすれば、あっさり攫うことはできた。彩も奈生も芹也も見ただけでわかるほど疲ひ弊へいしていた。しかし、再度の襲しゆう撃げきはなかった。

　……仲間には戦闘能力がなかった？

　……奈生の力に警けい戒かいして完全に退ひいた？

　次に思いつくのはミラン・ベルティールだが、芹也は彼がなにを考え、なにを意い図としているのか皆かい目もく見けん当とうがつかない。しかし、彩を攫う、あるいは百川を攫う、または百川を殺したいのであれば、南米で機会はあった。今さら香港で、彼が彩や百川の身を狙ねらってくるとは考え辛づらかった。

　あとは、香港のマフィアだが、彼らが百川の死体を手に入れたのなら、俺たちが殺したと宣伝して回るに決まっている。助けるとも──思えない。

　……では、ミラン・ベルティールが助けた？

　ふと考えて芹也は、それは有あり得ないなと苦く笑しようした。助けない根こん拠きよがあるわけではないがそれ以上に助ける根拠がない。

「そういえば先生。最近、誰かが俺たちの首に賞金をかけましたよね？」

　今までも三人には管理団の賞金がかかっていた。ただ、管理団の賞金を目当てにマフィアが三人の身を狙ってくることはなかった。管理団のかけた賞金を受け取る資し格かくがあるのは管理団の市民のみであって、香港の住民は対象外なのだ。だけど奈生は、賞金目当ての輩やからにいきなり襲おそわれたと言っていた。

「ガリア、あるいは……」

「騎き士し領りようよ」

　推すい測そくを述のべようとした芹也を遮さえぎり、永子はあっさりと言った。

「騎士領ですか？」

　予期しない第三勢力だった。

　ヴェネチア騎士領は、ガリア共同体・東区管理団と並び、『鉄てつ槌つい』後の世界でいち早く復ふつ興こうを遂とげた強国である。

「彼らもまた彩の身み柄がらがほしいんでしょうね。でも彼らは、残念ながら彩の居場所をトレースできていない。だからとりあえず、彩の仲間である貴方あなたたちにも賞金をかけ、どこからでもいいから手がかりを得ようとしているのね」

「というと……彩の身にも？」

「ええ。白き翼の天使の身柄を無傷で確かく保ほすれば、一〇人が一生遊んで暮らせるだけの金が手に入るわ」

「彩は──白き翼の天使は、それだけのカリスマ性を持っているんですね」

「当然でしょ。世界で唯ゆい一いつの『本物』。彼女には力がある。大きな──本当に大きな希望という力がね」

「希望……ですか？」

「人が明日を生きるために必要とする力よ」

「希望……」

　心に残るその言葉を芹也は繰り返した。雑誌に載のっていた記事を思い出す。彩は信じられているのだ。少なくとも東京では。神の使し徒と──奇跡をもたらす存在だと。

　永子は、

「ただ、香港の連れん中ちゆうは、そんな世界のどこにいるのかわからない姫様より、香港に住む貴方たちの方に興味を持ったようだけどね。ただ、賞金がかかったのがつい最近ということを考えると──騎士領もある程度は貴方たちの動きをつかむことができていると考えるのが妥だ当とうかしら」

「……では、香港には、騎士領のエージェントもいるんですね……」

「安心して。小太りの蛇へび舌じた男とその仲間たちがいるだけよ。貴方たちなら簡単に迎げい撃げきできるでしょうね」

「そうですか……」

　だからと言ってほっとする気分でもなく、芹也は苦笑した。

「ともかく、海を探しても不毛だから彩と奈生をここに連れて来なさい。引っかかっているか浮かんでいるかしたならとっくに見つかっているでしょうし、海の底にいるとしたらもう死んでいるわ」

　芹也は発動力まで使って百川の天使脈動を探さぐった。反応はなかった。ただ、死んでいるとすれば、天使脈動の感知によって百川を見つけることはできない。だから、懸けん命めいに百川を探す二人を強ごう引いんに連れて来れなかった。今から行っても、果たして連れて来れるか自信はなかった。

　しかし、いずれにせよ、二人は体力の限界だろう。

　特に彩は、奈生に力を吸い取られたそのままで動いている。

　芹也もそうだが、正直、眩暈めまいがある。体力面でいえば、彩より芹也の方が上をいっているというのに。

「百川については、私も人を出すから。貴方たちは、まずは集まりなさい」

「……はい。わかりました」

　芹也は重い身体を引き上げるようにして、廊ろう下かの非常扉とびらから雨空に身を躍おどらせた。

　俺がなんとかするしかない──

　その思いで体力を振ふり絞しぼり、昨夜の戦闘海域に戻る。




　奈生と彩は、海面をふらふらと漂ただよっていた。それはもはや、飛んでいるという姿ではなかった。小雨の中、全身を濡ぬらし、美び貌ぼうは見る影かげもなく、蒼そう白はくな顔には瞳ひとみからも輝きが消えてしまっている。

「奈生、彩」

　芹也は努つとめて明るく声をかけ、二人を崩くずれたビルの上に招まねいた。

「芹也……。百川は……見つかった？」

　顔に緋ひ色いろ髪がみを張りつけ、彩がすがるような眼でたずねた。

　彩は、手に錆さびた剣を握にぎりつづけている。翼は完全にしなだれていた。

「赤龍に行こう。ここにいても、もうどうにもならない」

　芹也は意を決して言った。

「どうにもならないって……どういうこと？」

　奈生がつぶやく。

「現実は変わらないということだ。黒い翼の彩と話しあう件はどうした？　百川が海の底にいたとしても、もう死んでいる」

「……芹也、酷ひどいこと言うね。なんでそんなこと言えるの？　百川、まだ生きてるかも知れないのにどうして死んだとか言えるの!?　ねえ！　まだここのどこかにいたら芹也はどうするつもりなの、ねえ！」

　彩に責せめられても芹也は退ひかなかった。

　芹也は二人の肩をつかんだ。

「ここで死んでいたら俺のせいにしろ！　百川のためとか言って、いじけていつまでそうしている気だ！　奈生もしっかりしろ！　冷れい静せいに考えろ！　百川の天使脈動をおまえたちはここに感じているのか!?　なあ！　感じてないんだろ!?　だったら百川は、もうここにはいない！　だったら──」

　芹也はここで、怒ど鳴なっている自分に気づいた。

　彩と奈生の情なさけない顔を見たら、急に怒りがこみあげて自じ制せい心しんをなくした。

　芹也は意気を落とし、

「──百川のことは、先生も探してくれる。だから行こう。二人には、体力を回かい復ふくする時間が必要だよ。あとは俺が──」

　なんとかするから……。

　芹也は最後まで言葉をつづけることができなかった。怒鳴ったせいで、急に眩暈めまいが酷ひどくなった。体が熱い。頭の中が真っ白になって、世界がいくつもにぶれて……。不覚にも彩と奈生に支ささえられた。

「芹也！　しっかりして。どうしたの!?」

　奈生が悲痛に叫さけんだ。

「芹也……大だい丈じよう夫ぶ？」

　彩が、前のめりに崩れかけた芹也に顔を近づける。

「ああ、俺は大丈夫だ。──行こう」

　芹也は顔を上げ、二人の腰こしに腕うでを回して飛んだ。力ずくに、ためらう二人を赤龍へと連れて行く。
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　階段を上る途と中ちゆうでジルは、歩く度たびに、足がビチャビチャと嫌いやな音を立てていることに気づいた。靴くつの中に液えき体たいが溜たまっている。ジルは靴を脱ぬぐと素す足あしになって、コンクリートの壁に足の裏をこすりつけた。そうして不ふ快かい感かんだけ取り除のぞいて、また上を目指す。胸に抱えた品々を落とさないように注意を払う。

　体が重かった。マフィアの襲しゆう撃げきを返り討うったジルだが、おかげで大量のエネルギーを消しよう耗もうした。

「……少し眠らないとなあ」

　眠れば回復できるが、今は青年の看かん護ごが先だった。

「がんばろっ」

　ジルは気き合あいを入れ、翼つばさをブルッと震ふるわせた。雨あめ粒つぶが廊ろう下かに飛び散る。

　不思議な感覚だった。

　疲つかれていても、青年のためだと思えば力は奮ふるい起こせた。

「……ただいまあ」

　小さな声でそう言い、部屋に戻った。

　百川はまだベッドで寝ていた。

「よかった」

　青年の寝顔を見つめて、ジルは口元を緩ゆるめた。容よう体だいは悪化していない。

「今、手当てしてあげるからね。待ってて」

　ジルは、抱えた品々を床に置き、あぐらを搔かいてしゃがんだ。お尻しりから床に、じんわりと水気が広がっていく。雨のせいで、ジルはびしょ濡れだった。

　部屋は相変わらず薄暗い。

　昨日から降りつづく雨は、なかなか止やまなかった。

　ジルは包ほう帯たいを手に取った。包帯は、ジルと同じように濡れていた。しかも、赤茶色く変色している。フルーツにもプリンにも血や泥どろがついていた。力を放出して自分と共に包帯を乾かわかしてみるが、乾かしたところでこびりついた血や泥は取れなかった。ジルは途と方ほうに暮れた。これでは傷の手当てができない。

「もう」

　それもこれも、マフィアのせいだとジルが唇くちびるを尖とがらせた時だ。

「があぁぁぁぁぁぁあぁぁッッ！」

　突然、百川が獣けもののような声を発した。

「……あ」

　ジルは立ち上がって、百川の側そばに寄った。

「──負けるか。──負けるか。

　俺が──。この俺様が──負けるかよぉぉぉぉ!!」

　血走った眼を剝むき出し、拳こぶしを握にぎり、ベッドの上で背を仰のけ反ぞらせる。硬こう直ちよくした全身の筋肉は小こ刻きざみに震ふるえた。塞ふさがりかけていた傷口が割れて、あちこちから血が迸ほとばしった。百川に意識はない。悪夢を見て──それと戦っているのだ。

「負けるか！　負けるか！　負けるかあ！」

　ベッドが壊れそうに軋きしむ。

「………」

　壮そう絶ぜつな戦意を目まの当たりにして、ジルは言葉を失うしなった。

　一体、なにと戦っているのだろう……。

　ジルにはわからない。

　ただ青年が、なにかと必死に戦っていることだけは理解できる。

　そして、決して負けまいとしていることも。

「があぁぁぁああぁぁぁぁッッ！」

「ダメ……。ダメ！」

　このままでは青年は自じ滅めつしてしまう。悪夢と戦って勝ったとしても、現実の体がダメになってしまう。

　ジルは上から覆おおい被かぶさった。

　青年の爪つめがジルの背中に食いこむ。凄すごい力だった。皮ひ膚ふは簡単に破れ、翼の下で肉ごと引き裂さかれていくのがわかる。ジルは痛みに耐たえた。痛みに耐えながらも必死に青年の体を押さえた。押さえながらジルは、何度も何度も、わたしが側にいるから大だい丈じよう夫ぶだよ、絶対に助けてあげるから大丈夫だよと青年に訴うつたえた。

　その想いが届いたのだろうか……。

　やがて青年は、元のように静かになった。ジルはそっと、背中に食いこんだ青年の手をベットに置いた。

「彩……」

　百川がつぶやく。

「──わたし、ジルだもん。……彩じゃないよ」

　ジルは悲しく笑い、青年から離れた。

　床に膝ひざをつき、青年の手を握にぎる。青年の手は熱っぽく汗あせばんでいた。

　顔も相変わらず苦しげだ。

　しかしジルが力を送ると、いくらか青年の表情が和やわらいだ。ジルは今いまさらながら自分の力で青年を癒いやせることに気づいた。正直、マフィアと戦うのに力を使いすぎて、これ以上の発揮は辛つらかった。

「……でも。友達は……助けあうんだよね……」

　ジルは青ざめた顔で微笑ほほえみ、我が身に構かまわず百川に力を送った。




「フフフフ……。ハハハハハハハハハハハハッ！　そうですか、精霊生魂ジールもいよいよ最後の調整段階ですね！　いや結けつ構こう！　どうやらあれは、予測以上に強い出力を発揮してくれそうだ！」

　ヘズからジルに関する一連の報告を聞き、ベルティールは哄こう笑しようした。

　滞たい在ざいするスウィートルームのリビングである。

　ヘズの報告は事実のみを並べた淡たん々たんとしたものだったが、ベルティールはそれを喜劇として楽しんだようだ──

　と、壁かべ際ぎわに立つセアラ・ラプトは無表情なまま分ぶん析せきした。

　ジルの動向はヘズに監視されている。さらにヘズは、ベルティールの思惑おもわく通りにことが運ぶよう、情報屋に扮ふんして調整を行っている。

　少女を弄もてあそんで笑う──

　悪趣味なものだと、セアラは苦々しく思う。『進化種』セアラ・ラプトはベルティールの警護官である。セアラは、輝く銀髪に凜りんと引き締しまった白はく貌ぼうを持つ美しい天使の少女だが、同時に中嶋信武によって鍛きたえ上げられた超一流の戦士だった。今まで、多くの敵を殺したし策さく略りやくも弄ろうしてきた。今さら綺き麗れいごとを言うつもりはない。だが、どうしても少女を弄ぶことには嫌悪を覚える。

　セアラは幼年期、中嶋信武が現れるまで、家か畜ちくとして人間に飼かわれてきた。もう本当に過去の話だが、しかし、心に深く焼きついたあの日々の虚きよ無むを完全に消去することは未いまだにできていない。

　だからどうしても──自分の過去に薄はつ幸こうな黒髪の少女を重ねて、彼女に同情している自分を胸の内側で自覚する。

「へズ、おまえは引き続き、動力に調整を行いなさい」

「かしこまりました、旦だん那な様さま」

　一礼してヘズは陰かげに消える。

「セアラ、貴女あなたにも任務を与えます。ホテル・テンフォードのスウィートに、ポレ・アズルという名の小ざかしい豚ぶたが一匹生せい息そくしています。自ら築いたわけでもない金と権力の上にあぐらを搔かいた小物ですが、鼻だけは利きく。計画の邪じや魔まをされては面めん倒どうです。それなりの予防処しよ置ちを施ほどこして来なさい」

　殺せ──と言うことである。

「サー、イエッサー」

　セアラは毅き然ぜんと敬礼を行い、スウィートルームから出た。




　エレベーターの中でセアラは考える。

　百川康貴がジルにかくまわれていることをセアラは知っている。そして、それがどのような意い図とによって仕組まれたのかもセアラは知っている。もしもそのことに百川が気づけば事態は変わるのだろうか。

「あの男次第か……」

　と、セアラは、敵に望みを持った自分に気づき、苦く笑しようした。

　敵……。

　百川とセアラは互いに宿敵だった。セアラは百川の師とも姉とも呼べる存在を殺した。百川はセアラの師とも兄とも呼べる存在を殺した。

　そして、セアラと百川は戦い。

　セアラは破れた。

　なのにセアラが生きているのは、百川が彼女にとどめを刺さなかったからだ。

　……何な故ぜ、あの男は私を助けた……。

　セアラには理解できない。自分なら、迷いなくとどめを刺し、復ふく讐しゆう心しんを満たした。不思議なことにセアラは、もはや百川に敵意を持っていなかった。むしろ、そのことをたずねたい気持ちが強かった。

　今回──

　百川は、ジルをどうするのか──

　エレベーターの扉が開く。一階のロビーに到着した。セアラは赤い絨じゆう毯たんの上に足を踏ふみ出し、考えることをやめた。警護官は精せい密みつなる機械。一切の感情を廃はいし、冷れい徹てつに任務を遂すい行こうするからこそ死神として恐れられる。セアラが通りかかれば人々の談だん笑しようは止まり、眼を逸そらしうつむいた。

　それでよかった。であればこそセアラは、好奇に晒さらされることも嘲ちよう笑しようされることもなく人間の世で生きることができた。

　セアラは外に出ると、任務を遂行するため灰色の空に飛ひ翔しようした。

　雨は止やんでいた。
















　第四章　関係（かんけい）
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　シャワーを浴あび、体を拭ふき、上にシャツを着ただけのあられもない姿で奈な生おは彩さいと同じベッドに寝ねていた。奈生もまったく、よく恥はずかしげなく年頃の少女と手を取りあって眠ねむれるものだと思うが、まあ、二匹の仔こ猫ねこのようで芹也は微笑ほほえむ。

　奈生は赤せき龍りゆうに帰るまでの道のりで自制心を取り戻した。皮肉だが、芹也の倒たおれかけたことがきっかけだったようだ。しかし、芹也はありがたく思う。芹也だと、どうしても言い方がきつくなってしまう。奈生が穏おだやかに優しく、倒れるまで動こうとする彩を諭さとしてくれたから彩も大人しく眠る気になってくれた。これが芹也だったら、口こう論ろんの末に決けつ裂れつして彩は飛び出して行ったかも知れない。

　奈生は寝言でも、

「なんとかなるよ、彩」──いつも通りの涼すずやかな笑顔を見せている。

　芹也は、そっとドアを閉めてリビングに戻った。

「芹也、貴方あなたは寝なくていいの？」

「俺はまだ、いろいろと考えたいので。二人が起きるまでには、これからの方針なり決めておきたいです」

　芹也は虚きよ勢せいを張って微笑み、永えい子ことは対面の椅い子すに座すわった。

「──先生、それはなんでしょうか？」

「ええ……。そうね……」

　永子は、彩が持ちこんだ錆さびた剣を天てん井じようの照明にかざし、じっと眺ながめていた。

「〈破は滅めつの剣つるぎ〉──百川はそう呼んでいましたが……」

「貴方は知っている？　人間の伝でん承しようの中に、その名を冠した天使がいることを」

「その名というと、破滅、ですか？」

「ええ。破滅の天使──破壊の天使とも言われるけど──『神の剣』を用い、罪ざい人にんに対して罰ばつを下す天使。でも、あまりに凄せい惨さんな罰を与えることから、果たしてその天使は神に仕つかえているのか魔王に仕えているのか、そう議論されたほどの存在──。なんだか百川のことのような気がしない？」

「笑えないですよ、それ」

　永子はおちゃらけた声で言うが、芹也は肩をすくめた。

「せーりーや」

　と、永子が眼鏡めがねの奥おくで左右の眼を寄せた。剣をテーブルに置き、やれやれとわざとらしく息をつく。

「なんですか？」

　芹也がますます苦笑してたずねると、テーブルから身を乗り出した永子が芹也の頰ほおを両手で引っ張った。

「そんなジジ臭くさい顔ばかりしてると、女にもてないわよ？　どうするの、百川には大本命がいるし、奈生まで彼女を作って、一人だけ取り残されたりしたら」

「奈生はまだ興味ないと思いますよ、そういうことは」

　芹也の楽観に、席に戻った永子はチチチと指を振る。

「それは浅はかね。あの子は誰だれとでも仲良くなれるから、案外、敵の女戦士と気づいたら相そう思し相そう愛あいなんてことがあるかもよ。ズバリ、百川の逆パターンね。あーあ、そうなったら芹也は惨みじめよね」

「先生っ。今はそういう時じゃ……」

「それを言っていたら、人生はいつでも『そういう時じゃない』よ。いつだって悩なやみごとはあるし、いつだって準備は整っていない。芹也は百川や奈生と違ちがって天然の力があんまりないんだから、ここはひとつ、ちゃんと意識して、女の子の関心を引けるように計算していかないと、後こう悔かいするわよ」

　声と表情からして、完全にからかっている。

　芹也がなんとも答えられないでいると、

「まあ、いいわ。芹也が女に興味のないことはよくわかった」

「……あ、いや。そういうわけじゃないですけど……」

「冗じよう談だんよ。だいたい、恋に関しては私も人のことは言えないしね。人生はなかなかバラ色にはいかないものね」

　永子は親愛のこもった眼まな差ざしで教え子を見つめると、それから一息ついて再び錆さびた剣を手に取った。

「──でも、もしこれが『神の剣』なら、百川は選ばれたのね」

「なににでしょうか──」

「神に──と言ったら、貴方は笑う？」

「……いえ」

　百川は神の啓けい示じを受けた──それは芹也がロアンで言った科白せりふである。

　永子は錆びた剣の刃を指で撫なぜる。

「……刃には、なんて書いてあるのかしらね。貴方は調べた？」

　錆びた剣は、蔓つる草くさの模様を彫ほりこんだ十字型の鍔つばと鞘さやを持ち、刃には楔くさび形がた文字に似た模様が刻まれていた。

「いえ……。まだ」

「そう」

　永子はクスリと笑う。見事に茶色に錆びついた今にも折れそうな剣だが、見かけのか細さとは裏うら腹はらに、永子が一振りすればビュンと音を立てた。

「百川は、白き翼つばさの少女と出会った、そして、黒き翼の少女とも出会った。なにかが彼の元に集しゆう束そくしていくとするなら、最後にこの剣で世界の運命を決めるのは、あるいは彼の仕事かも知れないわね」

「……先生、百川が黒き翼の少女と出会ったって？」

「まだ貴方の頭はちゃんと動いているようね。──ええ。百川は今、黒き翼の少女と同じ場所にいるわよ」

　ジルは、新しん九龍クーロンでマフィアと派は手でに戦ったのだ。手下を出さずともすぐに永子の元に情報は届いた。

「じゃあ、生きているんですか？　場所は!?」

「──待ちなさい」

　立ち上がった芹也を、永子は真顔と穏おだやかな声で制せいした。

　剣をテーブルに戻す。

「そんな疲つかれきった体で単たん身しん乗りこんで、なにをどうする気なのかしら？　今のところ動きはないから、貴方も少し休みなさい。もしも動きがあったら、その時には、この剣で叩たたき起こしてあげるから」

「先生──。でも俺は、俺がなんとかするって二人に約束したんです」

「どうして？」

「どうしてって──」

　芹也には、永子の質問がなにを対象にしたのかもわからない。

　どうして、なににだろうか……？

「……私はね、本音を言えば今でも恨うらんでいるのよ。どうしてあいつは、私だけ置いて先に逝いってしまったのか。あの馬鹿もね」

「あいつ──天あま照てらす様ですか？」

「思わない？　もしも生き残ったのがあいつなら、この五年後の今は、今とは違ちがうものになっていたって」

「それは……俺にはわかりません。俺は、先生や百川ほど天照様のことは知らないし、今の世界しか知りませんから」

「冷静ね」

「でも、先生が生き延のびてくれたから、俺たちが生きているのはわかります」

　永子の口く調ちようは、まるで自分が死ねばよかったと言わんばかりのものだった。だから芹也は反発するように言った。

　永子と天照は、共に、幼年期の芹也たちが過ごした天使たちの学院『高天たかまが原はら』で教師をしていた。二人は多くの天使に大地で生きる術すべを与えたが──高天原は滅ほろび、その時、多くの仲間と共に天照も死んだ。永子は生き延び、今、香港ホンコンの裏世界に君くん臨りんする。永子がいなければ芹也たちは何度も訪れた危機を乗り越え、生き残ることはできなかった。その現実は芹也も理解できる。

「あいつは強かったわ……。うん。最強で無敵だった。特に背中がね、憧あこがれるくらいに凜りんとカッコよくて。馬鹿なんだけどね、基本的には」

　永子が無む邪じや気きに言う。楽しそうな、子供っぽい眼をしていると芹也は思う。

「もしあいつがいれば、馬鹿どもの暴走なんて簡単に止まった。残念だわ」

「──馬鹿。緒お原ばら辰たつ弥やのことですか？」

「ええ。あと、もう一人──」

「もう一人？」

「わからない？」

　芹也は考え、

「……ミラン・ベルティールですか？」

　他には思い当たらなかった。

「どうかしらね」

「先生は……あの男のことも知っているんですか？」

「芹也」

　永子が呆あきれたように顎あごに手をついた。

「はい？」

「貴方は、あの男について自分でしっかりと調べたことはある？　私とあの男が裏でつながっている事実は知っている？」

「いえ……」

　言われて芹也は、ベルティールの素す性じようを探さぐったことのない自分に気づいた。

「まだまだね」

　永子は肩をすくめると、眼鏡めがねのフレームを指で押し上げた。

　芹也から、顔のいくらかが隠かくれる。

「でも、わかったでしょう？　貴方たちが眠っても、百川の身の安全が、ある程度、保障されるわけが。ボスが百川に手を出すつもりはないと言っているのだから、早急に力ちから業わざに出る必要はないわ」

「それは──先生があの男と話して、聞いたことなんですか？」

「そうよ」

　永子が指を下げる。現れた顔は、眼鏡の奥にどこか残ざん酷こくな光を湛たたえた、赤龍の女ボスのものだった。

「しかし……。そんな言葉を信じるわけには……」

「あの男には目的がある。ここで百川を殺すことはあの男にとっても不利益なの。少なくとも恐らく──あとしばらくの間は」

「目的……」

「それは自分で調べなさい」

　永子は死の商人である。多くの武器を取り扱い、多くの武器を売りさばく。ガリアを支配するベルティールとの間に取引があったとしても不思議はない。むしろ、あるべきだと考えて妥だ当とうだった。

「先生は……人間とも天使とも取引があるんですよね？」

「ええ。今は大おお忙いそがしよ。儲もうかって儲かって仕方がないわ」

「戦争が近いからですか？」

「ええ。いろいろな戦争が近いからね」

「先生は──」

　芹也が非ひ難なんするより早く、永子は立ち上がった。

「目が覚めたら、彩と話しあいなさい。今、ミラン・ベルティールは香港にいる。戦う前に彼と席を持ってもいいかも知れないわね。そうしたいなら、準備はすぐに私の方で整えてあげるわ。あの男も喜んで来るでしょうから」

　チャイナドレスの背中に黒くろ髪かみを翻ひるがえらせ、永子は冷然と部屋から出て行った。

　彼女の姿がドアの向こうに消える。

　芹也は呼び止める言葉を見つけられず、力なく席についた。

「……ハァ。俺、ダメだな……」

　芹也は酷ひどい自じ己こ嫌けん悪おに陥おちいった。

　自分では、物事を知っているつもりでいた。なのに実際はどうだ。世界のこともベルティールのことも錆びた剣のことも芹也は知らなかった。よくこれでリーダー気取りでいられたものだと思うと、自分が恥はずかしくなる。そして、いつも自己嫌悪ばかりしてしまう自分がまた情けなかった。

　でも……。

　それでも俺がやるしかないと、芹也は気き合あいと共に気持ちを入れ換かえた。

　ただ、もう頭が働かない。

　永子の言う通り、眠るしかないのだろう。

　このまま出て行ったところで、なにもできやしない。もう立ち上がる体力すら芹也にはなかった。

　芹也はテーブルの上に伏せると、すぐに深い眠りに落ちた。
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「……どうして……。死に急ごうとするの……だよ……」

　奈生は暗い寝しん室しつの中、ベッドの上でつぶやいた。

　奈生には、永子の言いたいことがわかった。

　彩はまだ熟じゆく睡すいしているが、奈生は芹也と永子が会話する中で目覚めた。奈生は天使の中でも特に知覚力が優すぐれている。ドア一枚を挟はさんでも、会話は聞き取れた。

「それに……芹也はダメじゃないよ……。がんばってるよ……」

　奈生はぼんやりと虚こ空くうに掲かかげた左手の甲を眺ながめた。不安だった。このままでは、百川も芹也も死んでしまいそうな気がする。どうしてか奈生は、そんな最悪の予感を覚おぼえずにはいられない。

　どうしたらいいんだろう……。

　奈生は考えつづけた。

「百川……」

　と、ふいに彩が、苦しげに寝ね言ごとをつぶやいた。

　どんな夢を見ているのだろうか。

　奈生は苦く笑しようし、視線を上に戻す。

　本人に言えば怒られるに決まっているから口にしないが、奈生は彩のことを妹のように感じていた。

　彩には、ずっと笑顔でいてほしいと奈生は願っている。

　なにも考えずに怒ったり笑ったりする彩のことが奈生は好きだった。

　奈生は、虚空の左手をきつく握にぎった。

　急に意識が、『楽園』から現実に戻ってきた。

　戦おう。

　心の中で決意する。

　そして、伝えた。

「大丈夫だよ、彩」

　と、奈生は左の拳こぶしを額ひたいに当て、今度は別のことを考えた。

　……俺の彼女かあ。

　……どんな子なんだろ。

　自分のことながら、まったく想像がつかない。彩とは違ちがうタイプの子なんだろうなあという予感はある。彩のことは好きだけど、やっぱりこの子は妹で、同じタイプの子もたぶん同じように感じるかなと思えた。

　……じゃあ、彩とは反対のタイプ？

　奈生は、巨体で筋肉質で、眼が小さくて、耳と鼻の大きな、象じみた少女が戦せん斧ぶを振り回しながら、

「奈生くーん」

　──自分を追いかけてくる場面を想像し、

「う」

　ベッドの上で身をよじらせた。

　慌あわてて想像を振り払う。

　残念ながら、今の場面は奈生の未来に明るい光を灯ともさなかった。

「うーん……」

　しかしそうは言っても、なかなか想像できない。

　芹也のことなら簡単に想像できた。

「うん」

　奈生は、ひとつの場面を想像してにっこりと笑う。

　悲しいけど……芹也が想いを寄せていたイーアは死んでしまった……。もしも彼女が生きていて芹也が頑がん張ばって口く説どけたのなら、芹也は幸せになっただろう。芹也はとても彼女を大切にするだろうし、イーアは元々とても心が優しい。彩と百川よりべったりした毎日を過ごすのかも知れない。

　でも、もうそれは夢だ。

　もう、彼女は死んでしまったのだから。

　でも芹也には、彼女でなくても、奈生から見て相あい性しよういいんじゃないかと思える相手が南米の天使の園そのにいた。

　ハーシェ・グランツ──〈風と生きる者〉だ。

　彼女たちが『セフィロ』に加わったのなら、きっと再会の機会はある。

「そうだとすると……。俺、芹也に先をこされるなあ」

　慌あわてる様子もなく、奈生は楽しく笑った。

　奈生の想像した芹也の未来図は、とはいっても、なんだか事務的に二人で今後の方ほう針しんを立てている場面だった。

　と、想像の中で二人が口こう論ろんをはじめる。芹也が電卓を叩たたいて数字をぶつける。ハーシェは書類を芹也の鼻先にぶつけた。どちらも退ひかず、食卓に火花が散った。家庭というよりどこかの執務室といった雰ふん囲い気きである。

「……うーむ。……これは」

　やっぱりダメかも知れないと奈生は思った。

「奈生」

　眼を開けた彩が小さく声をかけた。

「あ、ごめん。起こしちゃったかな」

「うん。起きちゃった」彩は怒おこった様子なく笑って、「嫌いやな夢でも見た？」

「ううん。彩は？」

「あたしは平気」

　二人はベッドの上で、横向きに寝転び見つめあいながら囁ささやく。

「なんだか楽しいね」

　と、彩。

「うん」奈生はうなずいた。「旅行みたい」

　旅行──戦いのない、平和な観光の意味。

「うん」

　彩は、悪夢に苦しんでいた自分を見せようとしない。自分以上に、奈生が悪夢を見ていたと感じたのだろう。

「ねえ、彩。──このまま、少しお話ししていい？」

「うん、いいよ。……なに？」

　奈生は彩に、芹也と永子の会話をざっと語って聞かせた。

　そして、

「これからどうしたい？」

　とたずねる。

「そんなの──。百川を助けるに決まってるよ」

　彩はベッドから起き上がろうとしたが、

「本当にそれでいいの？」

　──闇やみの中でも輝いた奈生の穏おだやかな眼まな差ざしがその動きを止めた。

「どういう意味？」

　彩は起き上がろうとする中ちゆう途と半はん端ぱな姿し勢せいでたずねた。

「……彩は、人間からも天使からも認められた世界で唯ゆい一いつの存在だよ。彩にしかできないことを探すことはしないの？　ミラン・ベルティールと話せば、彩にはきっと見えることがあると思う」

「でも──。それはわかるけど……」

「百川のことは、俺に任まかせてもらえないかな。俺が助けるから」

「……でも。あたしは、あの子とも話をしないと──」

　彩はためらう。

「どんな話をする気？」

「どんなって……。人殺しはやめてってお願いして、謝あやまって……」

「それで？」

「あとは──あの子がどうしてもあたしのことが憎いなら──」

「殺されてあげるの？」

「………」

　うなずくのが辛つらくて、彩は眼を逸そらした。

「それは、ナイアートに謝ったアリアさんと同じだよ。彩はあの時、アリアさんの考え方が間ま違ちがっていると思ったから、謝っちゃダメって叫んだんだよね」

　奈生は、彩が黒い翼の彼女に自じ虐ぎやく的てきになっていることに気づいていた。だから、もしかしたらと思って、確かめるように会話を持っていった。そうしたら、やっぱり彩は最悪の考え方をしていた。

「俺も言うよ──」

　奈生は、あくまで穏やかに、彩の傷ついた心を少しでも包めるように言った。

「自分から殺されてもいいなんて思っちゃダメ」

「……でも」

「ね」

　奈生は優しく彩の手を握った。




　ほどなくして芹也は、のそりとテーブルから顔を上げた。どれくらい寝たのだろうと考えるが、体は相あい変かわらず重い。せいぜい、一時間だろうか。とはいえ、鬱うつ血けつしかけていた脳のうは随ずい分ぶんとすっきりした。やはり、短期間でも睡すい眠みんの効果は大きい。これならまた戦うことができそうだった。

「ん──」

　椅い子すから立ち上がって背伸びし、肩の筋肉をほぐすと、

「おはよう……。芹也……」

　窓際にいた彩が、振り向いて元気のない笑顔を見せた。

「芹也も少しは眠れた？」

　奈生はしゃがみ、リビングの隅すみに置かれた冷蔵庫を漁あさっていた。

　二人は、もう着き替がえを終えていた。

「ああ……。すっきりしたよ」

　芹也は洗面台で顔を洗ってくると、冷蔵庫から牛乳を取り出す。棚たなには固形の栄養食品がいくらか置かれていた。それもテーブルに持ってくる。芹也が席に戻ると、奈生と彩もテーブルの椅子に座った。

「話の概がい容ようは、もう彩に伝えたから」

　と、奈生。

「え？」

　虚きよを突かれ、芹也はまばたきした。

　奈生は言った。

「まずは、ミラン・ベルティールに会おう。あの男の目的や意い図とは、知っておかなくちゃいけないから」

「……あ、ああ」

　芹也はとりあえず、冷たい牛乳を飲んだ。

　ビンを空からっぽにして、

「ふう」

　と、一息をつき、

「──そうだな。俺も、あの男には会った方がいいと思う。なにが出てくるにせよ、あの男が黒くろ幕まくであることは確かだとは……思う」

「……どうしたの？」

　すっきりしない顔の芹也に、彩が覇は気きに欠けた声でたずねた。

「あ、いや……。俺はてっきり彩が、そんなことはどうでもいいから百川を助けに行こうと言うと思っていたし、俺もそれなら戦う気持ちでいたから……。なんていうか少し意外でね……戸と惑まどっている」

「わかってる──。あたしだって百川を助けたい。もしかしてこれが罠わなで、こうやって時間が過ぎていく内に百川が本当に死んだりしたら……あたしも死ぬ」

「──彩」

「でも──あたしは……！」

「俺が説得した。彩は今、なによりあの男と話すべきだって。かわりに俺が百川のことはさらっと助けてくるよ」

　オレンジジュースを飲みながら奈生は何なに気げなく言う。

「奈生……」

「芹也も、あの男と話すんだよ。それで──世界を見つけて」

　世界を見つけて──

　世界で起こっていることを理解して、できることを探して……と奈生は言いたかったのだろうか。

「ちなみに俺はもう大だい丈じよう夫ぶ。──戦うから」

「戦うって……おまえ……」

　芹也はもどかしかった。かけるべき適てき切せつな言葉が見つからない。

　まさか自や棄けになったのかと勘かんぐるが、そういう様子もなかった。

「ともかく……無む茶ちやな攻撃はしかけるなよ。危ない時には退ひけよ」

「俺は百川じゃないって」

　奈生は笑いつつテーブルの下で足を組み替え、スティック状の栄養食品を箱から取り出して口に運んだ。

　食べ終わらない内に奈生は立ち上がる。

「さて、じゃあ行ってくるよ。芹也、彩のことよろしくね」




　　　　３




　動かした指がなにかに触ふれた。柔やわらかい、マシュマロの表面を指でなぞった時のような心地ここち良よさが伝わる。触れる度たびにぴくぴくと反応が返ってきた。どうやら、生き物の器き官かんであるらしい。

　……はね……か……。

　今、自分は彩の翼つばさに触れているのだと百川は思った。

　ようやく瞼まぶたが開いた。暗い天てん井じようから、視線を下に持っていく。

　床に膝ひざをついた少女が側そばにいた。

　少女は、ベッドの縁に胸をもたれさせ、うなだれるように寝ていた。と、翼に触れられて意識が蘇よみがえったのか、少女が顔を上げた。

　視線が重なる。

「よかった……。目が覚めたね」

「………」

　百川は返事をせず、少女の顔を睨にらむように見つめた。

　少女は、彩と同じ顔立ちをしていた。ただ、旅の中でぐっと大人びた彩と比べて少女の印象は幼おさない。どこか、出会った頃の彩に似ていた。髪かみの色は黒。翼も黒い。これが誰だれなのか百川には心当たりがあった。

「おまえは──。宝石の──」

「ジルだよ」

　ジルはにっこりと、

「わたし、ジル。前は彩っていう名前だったけど、今は変えたの」

「………」

　やはり、そうだった。

　……俺は、まだ夢を見ているのか？

　……どうして、俺はこいつといる？

　……どういうことだ……。

　百川は困こん惑わくしつつ身を起こした。

　ズキンと頭に鋭するどい痛みが走って、顔をしかめ、こめかみを指で押さえる。

　痛みがあるということは、夢ではないのだろう。

「あ。大丈夫っ!?」

　まるで抱きつこうとするように、ジルが身を寄せてきた。

「──触さわるな」

　咄とつ嗟さに百川はジルの手を払った。

　そして睨にらみつける。

　ジルは、払われたタイミングでぴたりと動きを止め、怯おびえたように二度、大きな眼でまばたきした。

「テメェ……だるまさんが転んだでもしてるつもりか？　──離れろ」

　そんなジルに百川は厳きびしい口く調ちようで言った。

「うん……」

　ジルは言われるまま、元の位置に戻った。まばたきし、視線を外はずそうとして、それでも百川を見つめる。

「なんだテメェ……。なんのつもりだ……？」

　ジルがなにをしたいのか、百川にはさっぱりわからない。

　不快感ばかりが募つのった。

「わたし……。あの……。えーと……」

「彩は？」

「彩……？」

「テメェ、……彩はどうした？　芹也は？　奈生は？」

「わたし……。知らない……」

　ジルは弱々しく首を横に振った。

「知らないだと!?」

　語ご気きを強めると、とうとう耐たえかねたジルが全身を震ふるわせてうつむいた。

「──チッ」

　百川は舌したを打ち、あたりの様子を確かめた。

　どこかの廃病院の個室であるらしきことは一見してわかった。

　部屋には、ジルの他に誰もいない。

　肌はだ色いろもよくわからないくらいの薄暗さだった。部屋に照明はなく、窓から入ってくるかすかな光だけでものを見ている。空は曇くもっているが雨は降っていない。時刻は、夕方から夜のとばりが降りる頃だ。

　場所は……香港。新九龍の裏あたりだろう。

　窓から見える景色で判断できた。

　また、百川の体には、鎖くさりも紐ひもも巻かれてはいなかった。手も足も自由になるし、胴どうにも拘こう束そく具ぐはついていない。

　変な薬を打たれた感かん触しよくもない。体の中に『気』は通っている。体力は回復し、傷口はふさがっている。左腕に力が入りきらないのは変わらずだが、しかし、不自然なほど体の状態は良かった。情なさけない話だが、百川は影虎の攻撃をモロに食らった。自然治ち癒ゆできるダメージではなかった。

　だからこそ、百川はますます混乱した。

　……一体……。

　……なにがどうなった？

　百川は、身をすくませているジルに視線を戻した。

「おい」

　呼びかけると、ジルが顔を上げた。

「……なに？」

　ジルは形だけ微笑ほほえむが、割れてしまいそうなほど瞳が震えている。薄闇の中でも、輝いた瞳の揺らめきはわかる。

　百川はベッドから降り、

「おまえ、彩のことが嫌きらいなんだよな？　嫌いだから、あの手紙を──人の死体でくだらねぇ言葉を作って遊んだんだよな？」

「言葉……？」

「彩死ねサイシネ、だ」

　百川はジルの胸むな倉ぐらをつかんだ。引きずり上げ、間近に見み据すえる。

　と、間近に見て百川は、ジルの顔に無数のひびが入っていることに気づいた。今にも割れそうな陶とう磁じ器きのようだった。

「おまえ……」

　百川はジルから手を離した。

「あ、そうだ」

　ジルは、胸の前でポンと手を叩たたいて、急に楽しそうに、

「食べ物、用意してあげたよ」

　床に落ちていたフルーツのひとつを拾い上げた。手のひらに乗せて百川に見せたそれは乾かわいた血のこびりついたリンゴだった。

「あ、なんか汚きたないね」

　ジルは服でリンゴを拭ふこうとしたが、タンクトップにも血の跡あとがあった。しばらくどうしようか考えて、タンクトップの下にリンゴを入れる。そうしてキュッキュと、自分の肌でリンゴをこすった。

「はい、どうぞ」

　綺き麗れいになったリンゴをジルは百川に差し出す。

　百川は受け取り、窓に投げた。窓ガラスが音を立てて割れる。

「あ」

　ジルは窓を見て、

「──あ、ごめんね。やっぱり汚かったね」

「おい、なにがしたいんだテメェは」

「わたし、なにすればいい？」

「ハァ？」

「なんでもするよ？　うん、なんでもする！　だって仲間だもんね！　わたし、なんでもするから言って」

「なら死ね」

　百川は冷たく言い放った。

「……死ね？　あ、そうだっ！　食べ物っ！　綺き麗れいな食べ物買ってきてあげる！」

　そういうとジルは身を返し、走って部屋から出て行った。

　百川は一人になる。

「なんなんだ……」

　真っ先に考えるのは、これがどのような『罠わな』かと言うことだ。ジルはベルティールの庇ひ護ご下かにいる。どうして自分とジルが一緒にいたのかはわからないが、ベルティールの意い図とが働いていないはずはなかった。

　それに、彩たちはどうなかったのか……。

　ここで看病をしてくれていて、ジルに襲おそわれ、散り散りに逃げたのか。多分、そうなのだと百川は考えた。

　しかし、闇やみが両腕を広げつつあるこの部屋に戦闘の形けい跡せきはない。

　どうにも現状が把は握あくできず、百川は頭を搔かいた。

　いずれにせよ、つい先ほどまで目の前にいたのは、黒い翼の彩──

　彩がケリをつけるべき相手。

　すなわち、敵だ。

　百川は、黒い翼に触れた指を見つめた。指に残る気配は、なぜか、意識が混こん濁だくする中で感じた水と風に似ていた。




　ジルは逃げてしまった。なんだかわからないけど百川をとても怒らせた。怒ど鳴なられるのが恐くて、フルーツを買うなどと言った。

　でも、ジルは望みを捨てたわけじゃなかった。

　……うん。

　……もしかしたら、お腹が空すいていたのかも知れないし。

　誰でも空くう腹ふくの時には気が立つものだ。百川も、お腹が空いていたから、つい怒ったのかも知れない。

　ジルが失敗をしたわけでも、嫌きらわれたわけでもないのかも知れない。

　死ねというのは、きっとジルのことじゃない。あれは間違えたのだ。

　……うん、嫌われてなんてないよね。

　……わたし。だって……。

　……仲間だし。

　考えて、ジルはなんとか自分の心を持ち直させた。とにかく一刻も早くフルーツを運んで百川に機き嫌げんを直してもらおう。

　階段を駆け下り、ジルは路地に出ようとした。

　路地には片かた膝ひざをついた男がいた。筒つつのようなものを肩に担かついでいる。

　カチ、という音をジルは聞いた。

「ん？」

　ジルはきょとんとした。

　一いつ拍ぱくを置いた刹せつ那な、筒から迸ほとばしった稲いな妻ずまがジルに直撃した。
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　衝しよう撃げきは、上階にいた百川のところにも伝わった。

　足元が揺ゆらいで部屋がぶれ、天てん井じようから瓦が礫れき片へんが崩くずれてくる。

「──雷らい砲ほうだと!?」

　発射音で百川は瞬しゆん時じに武器を特定した。翡みどり色いろの結けつ晶しよう石せきを炸さく裂れつさせて放つ強力なバズーカ砲である。

　下からは、間かん髪はつを入れず無数の銃声が響ひびいた。

「逃がすな追え！　その天使は殺せ！　絶対に生かして帰すな！」

　男の怒鳴り声が聞こえる。

「あいつ、マフィアとやりあっているのか？」

　百川は窓から外を見ようとした。と、身を翻ひるがえして壁の隅すみに跳とんだ。刹せつ那な、背中のあった場所に一ひと筋すじの光が抜けた。光は窓から曇くもり空へと消える。雷砲にあわせて突入してきたとおぼしきスーツ姿の男が、手に銃を構かまえて部屋の入口にいた。一人ではない──すぐに左右に展開して、五人が現れた。

　百川は腰を低くして身み構がまえた。

　……光こう彩さい素そ子し弾だんだと。

　……ヤベェ。

　素す直なおに危機を認める。

　できれば窓まど際ぎわに立ちたかったが、外からの狙そ撃げきが恐い。

　襲しゆう撃げき者しやは無個性である。同じ体格の上に全員が灰色のスーツをまとい──首から上は鉄てつ兜かぶとで覆おおわれている。

　鉄兜──中世の騎士が身につけていたクロス・ヘルムである。頭を球状に覆い、一いち文もん字じの溝がついたバイザーで面当てをしている。スーツに鉄兜とは滑こつ稽けいだが、百川に笑う余よ裕ゆうはなかった。襲撃者の銃には光彩素子弾が入っている。一撃を食らえば、空すら飛べなくなるほど天てん使し脈みやく動どうが乱れる。

「黒い翼の娘むすめはマフィアに、君は我々に。対等な同盟というものです」

　鼻にかかった甲かん高だかい声が、襲撃者の背後から聞こえた。

「──誰だ？」

「ご同行いただきますよ、百川康貴君」

　だぶついた腹をスーツに押しこめた中年の小太りな男が姿を見せた。人を見下すような態度と目つき。この男が、ボスなのだろう。

「俺をだと──どうする気だ」

「君が人ひと質じちとなれば、白き翼の天使も大人しく出てくるでしょう？」

「落ちたもんだな、俺も」

「君が消しよう耗もうしていなければ、我々も君は避さけたでしょう。しかし残念ながら、現実はかくも冷れい酷こくです」

「……そうだな」

　言いながら百川は活かつ路ろを探した。人間相手とはいえ、五つの銃口を前に一発も弾丸を食らわず全員を瞬しゆん時じに倒すのは至し難なんの業わざだった。なんとか逃げるしかない。いちかばちか外に飛び出すか、正面を突き抜けるか。

　……へ。

　もうひとつの選せん択たく肢しを百川は思い立った。

　低い姿勢のまま跳ちよう躍やくする。

　前面にいた男を突き飛ばして、うしろに立っているエリート様を人質に──

　その計画はあっけなく散った。

　百川の強きよう烈れつな突き飛ばしに、鉄兜の男が耐たえたのだ。

　それどころか瞬時に反応して拳こぶしを落としてくる。

　反撃することはできたが側には四人の男がいる。百川は拳を躱かわし、多少でも融ゆう通ずうの利きく元の壁際に飛び退のいた。

「彼らは鉄人兵。改造によって人間を超越しています。あまり無む茶ちやなことはしないほうが良いでしょう」

　小太りの男が小馬鹿にした目つきで、床に手足をついた百川を見下ろす。

「テメェ……。なめやがって──」

　その時だった。

　突如、窓の外から室内に弾丸がばら撒まかれた。

　弾丸は百川の両りよう脇わきを抜け、鉄兜の男たちにぶすぶすとめりこむ。

「百川！」

「おう！」

　外にいた奈生に百川は合流。

「おせぇよバカ」

　三つ編みの親友に、トンと肩をぶつけた。

　二人は建物の屋上に舞った。

「スナイパー連中も始末したから安心して。間にあって良かったよ」

「おいおっさん！　あと少しだったのに残念だったな！　今度からは仲間がいることも計算して動くんだな！　はははっ！　バーカ！」

　わざわざ斜ななめ下に飛び戻って、百川が悪態を放つ。

　奈生は腰に手を当て、

「もう、そんなことはどうでもいいから、早くみんなのところに帰ろう。彩が、すごく心配してるよ」

「心配はわかるが──」

　物もの陰かげから、特とつ攻こう服ふくに似た裾すその長い服を着た銀髪バンダナの青年が姿を見せた。

「まだ帰ってもらっちゃ困るんだな、これが」

「心配はわかりますが、ここで帰られると、水花には帰る場所がありませんの。わかっていただけると思いますが、『進化種』というのも立場が低く、任務に失敗しましたなどという報告はできません」

　青年──影虎のとなりには水花がいた。

「テメェら、いいタイミングで出てきたもんだなあ」

「実は、こういうタイミングはないものかと隠れていたのでね」

　影虎は肩をすくめ、

「あって良かった」

「おまえらもあれか、俺を人質にして彩を手に入れようってやつか？」

「おまえの居場所はなんとかつかんだんでな。ったく、デスサイズに薙ながれてそこまで元気とは信じられない男だ」

「本当。これでは前ぜん途と多た難なんですわね。水花の未来は真っ暗ですわ」

　長い睫まつ毛げに瞳ひとみを隠し、水花は溜ため息いきをついた。

「うーむ。水花さん、さっきから俺の身が考こう慮りよされていないのが、何なに気げに少し淋さびしかったりするのだが……」

「ふと思ったのですが、彼らが帰るのをつけて、さらにタイミングを待って彩様にピンポイントで襲撃をかけるという作戦の方が良かったのかしら？」

「それは時間がかかる。俺たちでは焦じれてできないさ。まあ、二対二だ。こいつら倒して紐ひもでぐるぐる巻きにして、姫様には大人しく出てきてもらうさ。そのほうが手っ取り早いだろ多分」

「そうですわね」

「──なあ奈生、俺も人気者だな？　彩より俺の方が御ぎよしやすいんだとよ。どいつもこいつも言ってくれるよな」

　百川は皮肉と怒りをこめて奈生に笑いかけた。

「俺が戦うから。百川は逃げて」

　奈生は真剣だった。臨戦態勢で二人の進化種を見み据すえている。

「ふさげるな奈生！　あぁ!?」

「なんだよ」

「テメェ──！　俺に逃げろだと!?　ふざけるな！」

「ふざけてない！　百川は邪じや魔まだから逃げろって言ってるんだよ！」

「なんだとテメェ！」

　百川を守ろうと前に出る奈生。それを押しのけて、さらに前に出ようとする百川。二人はもみあいをはじめた。

「百川は限界なんでしょ？　体キツイんでしょ!?　無理しなくていいって！　百川の分は俺が戦うから。百川に死んでほしくないんだよ俺は！　俺は決意したんだから！　俺がみんなの分も戦うって！」

「──奈生」

　前に出た奈生の頭を百川が左手でつかんだ。凄すさまじい握あく力りよくで締しめつけ、黙だまらせてから強ごう引いんにうしろに押しやる。

「安心しろ。おまえもおまけで俺が守ってやる」

「はぁ？」

　奈生にとっては、あまりに予想外な百川の言葉だった。

　百川は奈生から左手を離し、軽く握って拳にした。

「俺は、前に出る男なんだよ。わかるだろ？　立ち止まったり下がったりしたら、その時こそ俺の終わりさ。限界？　キツイ？　そんなこと誰が言った。人のこと勝手に決めて盛もり上がってんじぇねえよ。限界があるなら──超えてやる」

「──超えるって！　……そんなこと」

「おい、できるできないじゃねぇぞ。やってやるんだよ。やるんだよ」

「もう。ほんとバカ」

　奈生はわざとらしく息をついた。

「奈生は女をやれ。男は俺がやる」

「了解」

　今、この時、思いつめていた奈生の心がどれだけ晴れたのか。

　百川は百川だった。無む茶ちやを平然と言ってのける男は、相あい変かわらず無茶で心配する方がバカバカしくなる。でも、なんだか、それが嬉うれしかった。

　……別に守ってもらう必要はないけどさ……

　奈生は思いつつ、珍めずらしくかけられた優しい言葉が少し嬉しかったりもした。おまけでも嬉しい自分はどうかと思うけれど、そのあたりは深く考えなかった。余よ計けいな緊張を解きほぐすように、奈生はステップを踏ふんで百川の横に並んだ。もうお互いに前を奪うばいあう必要はない。共に戦うのだ。

「やるぞ、奈生」

「ま、おまけなりにね」

「バカ野郎！　おまけならおまけらしく死ぬ気でやれ死ぬ気で！」

「べー」

「そういや、彩と芹也はどうなってる？」

「二人も無ぶ事じだよ。今、永子さんのところでミラン・ベルティールと話をしている。だから悪いけど、ここには一人で来た。二人には、世界を見つけてほしいから」

「──奈生」

「なんだよ」

「……さんきゅ。迷めい惑わくかけた」

「……いいよ、全然」

　軽く肩を触ふれあわせて、仲直りをする。

「うおらあ！」

　影虎が来た。振りかざした漆しつ黒こくの鎌かまが奈生と百川の手前に突き刺さる。広がる衝撃波と共にコンクリートの床が破壊され、破は片へんと粉ふん塵じんが舞った。

　戦闘がはじまる。粉塵の中にふたつの煌きらめきが走る。水花の放ったそのワイヤーの軌き道どうを奈生は読み、内側に入るように跳んだ。と、目の前に水花が現れ、手に持ったナイフで奈生に接近戦を挑いどむ。奈生はアサルトライフルを手放す。水花は、休む暇ひまのない攻撃で奈生のタリスマン起動を阻はばむ気なのだ。

「お互い、出世街道に乗れない恋人を持つと苦労しますわね」

「俺は恋人じゃないけどね」

「あら。愛人ですの？」

「まさか。仲間だよ」

「あら。これは失礼。水花、勘かん違ちがいしましたわね」

　殺しあいながら、水花と奈生は笑えみを交かわした。

　そうやって注意を逸そらしつつ巧みにポイントをセットし、術の準備をしていく水花を奈生は見み逃のがしていない。

　左右からうなるワイヤーが、奈生と水花の間に割って入った。

　二人の間に距離が開いた。

「──雷らい撃げき結けつ界かい」

　水花がピラミッド型の結界を発生させた。予期していた奈生は、天使脈動によって瞬しゆん間かん移動じみた速さで位置をずらした。動きの止まっていた水花の背後を取る。振り向こうとする水花の反応は遅くなかった。だが、それより遥はるかに早く奈生が、水花の無む防ぼう備びな延えん髄ずいに手しゆ刀とうを振るった。




　百川と影虎も接近戦を行っていた。組みついた百川が影虎の肩を押さえつけ、そのまま路地に激突。衝撃に顔をしかめながらも影虎は百川を投げ捨てた。二人は同時に立ち上がると跳ちよう躍やくして激突、互いに力で相手をねじ倒そうとした。

　百川は歯を食いしばり、影虎を見据え、全身の力を腰から背中に伝えた。

　集中力が高まる。

　百川の全身に『純粋なる力の結けつ晶しよう』が浮き上がった。

　影虎が背中から崩くずれかけた。

　百川は一気に押しこみ、再び影虎を石いし畳だたみの上に押し倒そうとした。

　影虎は冷れい静せいだった。力の方向に逆らわず、横に飛ぶことで逃れた。空中に飛び上がって一いつ旦たん距離を取る。

　百川は、石畳に両足をつけたまま影虎を見上げ、その場で身み構がまえた。

「なるほど。天使脈動に頼らず戦うつもりか」

　影虎はタリスマンを起動、あらためてデスサイズを具ぐ現げん化かした。

　長い柄えを肩に乗せ、影虎は路地に戻った。

「つきあってやるよ、〈捨て去りし者〉。おまえを倒せば名めい声せいも上がる。俺と水花さんのキャリアアップのためにな」

「──テメェ、名は？」

「俺か？　影虎──〈牙を持つ者〉さ。所しよ詮せんは進化種、裏切って戦って、どうにかここまで生き延のびてきたわけだ。これでもけっこう、やるときゃやるほうでね。さ、とっとと終わらせて勝った方が平和な一時だ」

　影虎が頭上にデスサイズを掲げた。

「だな」

　百川が、ジリ──と何ミリか前に足を出した。

　と、影虎が、

「なあ、ちと気になったんだが」

「ああ？　なんだよ」

「おまえ、白き翼の天使のなんなんだ？　恋人か？　彼氏か？　まさか夫か？　それかただの他人か？」

「微び妙みようなこと聞きやがって──。俺が知るか」

「ほお。知らないのに命いのち賭かけるわけだ。おたくも物好きだね」

「まあな」

　うなずきながら百川は、あたりに眼を向けた。

　ジルは──いない。

　銃じゆう声せいは離れた場所から聞こえる。

「ま、恨うらみっこなしで頼むわ。俺も勝たなきゃ、相あい方かたに未来をやれないんでね」
















　第五章　敵（てき）
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　では、どうしたらいいのか。ベルティールを待つ会議室で、彩さいはそのことばかりを繰くり返し考えた。ジル──彩が生み出した、黒い翼つばさの彼女のことである。奈な生おの言いたいことがわからないわけではない。でも、香港ホンコンにあの子がいるというのに会議室でじっとしているなんて我が慢まんできなかった。

　百もも川かわはどうなったのだろうか。奈生は無ぶ事じに助け出せているのだろうか。

　外で起こっている騒そう動どうは、厚い壁かべに囲まれた窓のない会議室には届いていない。だけど気配でわかる。

　もう、戦いははじまっているのだと……。

「彩、落ち着いていこう」

　彩がじれる度たび、となりの席から芹せり也やが声をかけてくる。

「黒い翼の彼女はミラン・ベルティールの庇ひ護ご下かにある。あの子の命はあの男の掌しよう中ちゆうにあるんだ。だから、あの子に直接聞くより、あの男に聞いた方が見える。一体、なにをどうするつもりなのか。彩がどうするかは、話を聞いてから考えた方が絶対にいい。あの男は彩には教えてくれるだろう」

「……どうして、あたしには教えてくれるんだと思うの？」

「そうだな……。あの男が俺たちの旅を妨ぼう害がいしようとしていないから……かな」

「よくわからない……」

　彩は、膝ひざの上で拳こぶしを握にぎり、唇くちびるを尖とがらせた。

「あの男がその気なら、南米で彩を捕とらえることができた。俺たちを殺すことができた。だけどあの男はそうしようとしない。そして……香港に来て、あの子を暴れさせて、彩に会わそうとしている……」

「あたしに……？　でも、それならガリアで待っていれば──」

　ジルに会うため、彩たちは旅をしてきたのだ。彩は芹也に顔を向けた。

　芹也は思考に没ぼつ頭とうしはじめている。

「……俺たちがガリアへ着くより先にあの子の体力が回かい復ふくしたとか──。予定を早める事情ができたとか……」

「体力を回復させて……私を殺させる？」

「彩を殺したいだけなら他に方法はある。だからあの男には別の意い図とがあるんだよ。彩がもしも飛び出していって今頃あの子と戦っていれば、あの男はここには来ずに陰かげで笑っていたのかも知れない」

「……やっぱり、あたしよりじゃあ……奈生の方が正しかったんだよね……」

　彩にも、芹也の話にはうなずける部分があった。彩を苦しめたいのなら、ジルはガリアで人を殺しつづけていればいい。彩を殺すために来たなら、とっくにジルは彩に襲おそいかかってきているだろう。ベルティールが彩を殺したいのなら……ジルは必要ない。あの男には強い部下がいくらでもいることだろう。

　先走りたい感情は渦うず巻まいているが、だから──ぐっとこらえ、席に座ったまま神しん官かん装しよう束ぞくの男を待つ。

　百川のことは……奈生を信じよう……。

　芹也は肩をすくめ、

「自分のことはなかなか見えないもんだよ、彩。俺だって──」

「なに？」

「あ、いや。なんでもない」

　永えい子こに言われた〝彼女問題〟のことは……。彩には言う必要もない。というか、言うには恥はずかしすぎる問題だ。

「あたしには言えないんだ。ふーん。ごめんね、グズで」

　みるみる彩の頰ほおがぷくーっと膨ふくらんだ。

「あ、違ちがうってっ！　そういうんじゃなくて、俺が見えていなかったのは、ほら、百川と彩みたいに仲良くというか──。なんていうか……。ほら、俺だって、彼女がほしいかなあとか思うこともあるわけで……」

「へー。へーへーへー。芹也、彼女ほしかったんだ？　ねえ、どんな子？　芹也ってどんな子が好きなの？」

　興味を示した彩が、楽しそうにたずねてくる。

　芹也は困って、

「……どんなって言われてもなあ。うーん。優しい子……かな……」

　イーアの姿を思い浮かべて芹也はつぶやく。と、視界の隅すみに、瞳ひとみを輝かせた彩の美しくも無む邪じや気きな白はく貌ぼうが見えた。

　芹也はドキリとして視線を逸そらす。

「芹也」

　彩が、テーブルに乗っていた芹也の手に自分の手を重ねた。

「芹也も素す敵てきな人と出会えるといいね。あたし、応援するよ」

「ありがとう……」

　彩が出会ったのが、もしも他の誰だれかだったらと芹也は考える。自分ではない。もっと他の誰か。世界に足をつけて、未来への道をしっかりと持って生きている誰か。人間でも天使でもいいが、まともな奴やつ、という存在。

「……彩は、百川と出会えて良かった？」

「もちろん」

　彩は迷まよいなく笑った。

「そっか」

　考えてみれば、彩と出会ったのが百川だったからこそ──前後見み境さかいなく戦うことのできる男だったからこそ──彩は生きている。

　出会ったのが他の誰かなら、彩は今頃もう死んでいる。

「運命だな」

　彩から手を離し、芹也は腕組みすると椅い子すの背にもたれて笑った。

「──俺も占うらないでもしてみるか」

　彩は、一五歳になって最初に翼つばさに触ふれた天使と結婚する運命だと占い師に告げられ、それを信じ、百川についてきたのだった。バカな話だが、バカな話だからこそ、運命という言葉でくくってもうなずけてしまえる。

「彩は、どんな占い師に占ってもらったんだい？」

　芹也は何気なくたずねた。

　と、

　カチャリ──

　小さな音を立ててドアが開き、ミラン・ベルティールが姿を見せた。

　ベルティールは悠ゆう然ぜんと歩を進め、芹也と彩とは対面の席に座る。足を組み、膝に手を置いてから余よ裕ゆうのある笑えみをみせた。

「お招まねきとあって来ましたが、君たちはこんなところにいていいのかな？　外ではすでに戦闘が開始された様子ですが」

「俺たちの戦いも、今はじまったところですよ」

　皮肉をこめた陽気さで、芹也は言った。

「それで、仲間を見殺しにして、私となにを戦いたいのかな」

「あたしは見殺しになんて！」

　いきりたつ彩。

「彩」

　芹也は、テーブルの下で彩の腿ももに手を置き、いくらかでも彼女を鎮しずめて、

「──貴方あなたは、なにを目的として動いているのです」

　最初から核かく心しんに斬きりかかった。

「戦争ですよ」

　ベルティールは、形ばかりの微笑ほほえみを崩くずさず平然と答える。ぞっとするほどの冷たい瞳が芹也を見つめた。

「戦争？」

　冗じよう談だんを言ってからかっているわけではないと、芹也は理解した。

「目的を達成するための手段としての行こう為いです。私は、その戦争を目的として、今、こうして動いているわけです」

「天使を撲ぼく滅めつする目的のために──ですか？」

「いえ。そのような些さ細さいなことに私は興味を持っていない」

「ではどうして東京に来たのです？」

　芹也は苛いら立だちを抑おさえ、冷れい静せいさを努つとめた。自分までいきりたっては、ベルティールの思う壺つぼである。

　しかし、仇きゆう敵てきである天使の撲滅を些細なことと言い切るなど、芹也に言わせれば戯ざれ言ごとでしかなかった。

「天使と人間の決戦が円えん滑かつにはじまるようにするためです」

　そういうとベルティールは、彩に視線を移した。

「天使と人間はこれまでも争ってきましたが、それらは闘とう争そうでした。目の前に現れた敵を倒し、倒したことで勝利とし、また現れた敵と戦い、その場限りの敗北と勝利とを無意味に重ねていく」

「………」

　彩は膝の上に拳を握り、ベルティールを無む言ごんで睨にらんでいた。

　ベルティールは言葉をつづける。

「だからいつまで経たっても事態は変わらない。変わらなかった。しかし、天使が組織化されたことで、いよいよそれは変わる。天使と人間とが、政治の延長として互いの存亡を賭かけて戦うのです。すでに駆け引きははじまっていて、双方ともに決戦に向けた準備を進めています」

「それで……貴方はなにがしたいんだ？」

　芹也がたずねた。

「フフフ……。だから言ったでしょう、戦争ですよ。戦争があればこそ、私も堂々と戦争に向けた準備を進めることができる」

「……天使じゃなければ、貴方は一体、誰と戦争をする気なんだ」

「世界ですよ」

　あっさりと答えは返ってきた。

「世界……？」

　意味を測はかりかね、芹也は眉まゆをひそめた。

　ベルティールはうなずき、

「楽しみにしていて下さい。果たして我々は、この虚きよ無むなる現実から目覚めることができるのか否いなか。遠からずはっきりすることでしょう」

「それって……。コードＷ？」

　と、彩。

「方向性は異ことなりますが、似たようなものでしょう。君の命いのちは必要としていないので安心なさい」

　金髪を搔かき上げ、ベルティールは笑った。

「……あの子、なの？」

「あの子とは？　誰のことですか？」

「黒い翼の……あたし……。だから貴方はあの子を連れて行ったの？」

　南米の魔法塔でジルを救ったのはベルティールだった。ベルティールがいなければ彩は魔法塔でジルを消していた。

　ベルティールは、ふと思い出したように眼を開き、

「ああ、そういえば君は、あれのことを気にしていましたね。精霊生魂ジールについては、はっきりと答えておきましょう。あれはただのエネルギー源──動力として拾ったに過ぎません。そして、そろそろ調整も完了します。したがって、もはや世間を騒がせることもなければ君の前に姿を見せることもない。君は綺き麗れいに忘れて、今後の自分についてを考えるべきでしょう」

「殺す……の？」

「精霊として、本来の様に用いるのです。嬉うれしいでしょう？　君の悩なやみが、すっきりと晴らされるわけですから」

「………」

　彩はうなずくことができず、かといって反論もできず、唇くちびるを嚙かみ、どうしてか覚えた胸の痛みに耐たえた。

　あの子が消える。

　それは彩にとって、願ってもないことのはずなのに。

「でも……。貴方は言った……。私に、あの子に会いに来いって！　あの子と話がしたければガリアに来いって！」

「あれが予想外に早く回復したので、こちらから出向いたのですよ」

「でも、あたしはまだ話をしていない……！」

「あれはこれで消えるのだから、もはや話す必要などないでしょう。元々、あれは貴女と対等の存在ではなかったのです。貴女が気にする必要はない。貴女は、聖女にも等ひとしい存在なのですから」

「でも……。あたしは……」

　彩は、ぱくぱくと口を空から回まわりさせ……黙だまった。

　ベルティールは、しばらくの間、少女の動どう揺ようぶりを見つめていた。

　が、いつまで経たっても少女が言葉を紡つむがないので、

「わかりませんか？」

　と言った。

「なにが？」

　彩がまばたきしてたずねると、

「私は、白き翼の天使に挑戦状を送ったのですよ。止められるものなら、この戦争を止めて御ご覧らんなさい──と」

「どうしてそんなことを……」

「世界と同様に、私は君にも興味を持っているからです。世界でたったひとりの白き翼を持った天使──。果たして君はなんなのか。一体、この世界において、君はどのような役割と意味を持っているのか」

「私の意味──」

　彩は胸に手を当てた。彩自身も知りたいと思っていることだった。

「神は意味もなく、貴女に翼を与えたわけではない。貴女は世界において、貴女に相応ふさわしい位置に立つべきだ」

　テーブルに肘ひじを置き、ベルティールは言った。

「詭き弁べんだな。貴方は、彩を自分の都つ合ごうのいいように利用したいんだ」

　芹也は苦々しく吐はき捨てた。

「では、君たちはセフィロに合流すればいい」

「………」

　芹也自身は、それでも良いと思っていた。芹也はずっと人間と戦いつづけてきた。殺された多くの天使を知っている。その天使が、いよいよ人間と決戦を行うのであれば加勢しない理由はない。

　だが、彩の心情を考えれば、うなずくことはできなかった。

　それに芹也自身、世界を知りたかった。ベルティールの言った世界ではない。奈生が見つけろと言った世界だ。

　と、彩が迷いながらも口を開いた。

「それで……貴方は、あの子をどうするつもりなの？　動力って──」

「暗い場所に閉じこめて、永遠に一人きりで、エネルギーだけを放出した状態でひたすら存在をつづけてもらうのですよ。なにしろ私の庭園がしっかりと稼か働どうするには、並のスピリットダイヤモンドでは到とう底てい足たりないほどの大出力が必要となる。しかし幸いにもあれは青年との出会いでさらに容量を高めた。精霊としては最高クラスといって良い。恋心とはありがたいものです」

「あの子は……百川といるんだよね？」

「ええ。フフフフフ……」

　肩を震ふるわせ、ベルティールは額ひたいに手を当てた。うつむいて喉のどの奥おくで笑い、爆発したように声を上げる。

「あれはもう純じゆん朴ぼくに、貴女と間ま違ちがえて彼が言った言葉を鵜う吞のみにし、健けな気げに看かん病びようをしていましたよ！　彼が目覚めた後のあれの滑こつ稽けいさは、ぜひとも貴女に見ていただきたかった余よ興きようでした！　選ばれし者と、そうでない者。その差というのは、かくも冷れい酷こくに現実に作用するのだという！」

　ベルティールの狂くるった哄こう笑しようを聞きながら、彩は「酷ひどい」とつぶやいた。

　……ここまでだな。

　もはや会話すべき内容はないと、芹也は判断した。

　芹也は立ち上がると、

「行こう、彩。みんなと合流しよう」

「まあ待ちなさい」

　制して、ベルティールはスッと眼を細めた。

「今、百川君は管理団と騎士領、両方の刺し客かくと戦っている。しかし、騎士領の豚ぶたには私の警護官が始末に向かった。入れ違ちがいがあったようで遅れてはいるが、始末することに心配はないでしょう。であれば、百川君は管理団とのみ戦っている」

「………」

　なにが言いたいのか……芹也は緊張の度合いを高めた。

「どうですか、ひとつ賭かけをしませんか？」

「賭け……だと」

「ええ。もしも百川君が敵を打ち破り、彩さん──貴女をここに迎むかえに来たのなら貴女の勝ちです。私は貴女に、貴女が幼年期を過ごした地名を教えましょう」

「知っているの!?　あたしの……昔のことを!?」

　彩は動揺を隠せなかった。

　彩は幼年時代に緒原辰弥に攫さらわれ、東京へと移り住んだ。それ以前のことはほとんど記憶に残っていないが、少しだけ思い出している。彩はどこかで、お兄ちゃんと呼んでいた誰かと暮らしていた。

　お兄ちゃんは……

『楽園記』を記し、『鉄てつ槌つい』を生き延びた唯ゆい一いつの大天使……。

　世界の謎を握っていた人物といっても過か言ごんではなかった。

　握っていた──。

　緒原辰弥に銃で撃たれ、お兄ちゃんは死んだ。彩に残る記憶の断片は、彼女にそう判断させている。

「さあ。その地を調べれば、わかるかも知れないですね」

　ベルティールは、動揺する彩の姿を見て愉たのしんでいた。

「……賭けに負けたら、どうする気だ？」

　芹也は感情を押し殺した声でたずねた。

「その時には、彩さん──貴女には私の養女になってもらいます。私を敬けい愛あいし、私もまた選ばれし者であることを世界に見せつけてください」

　あまりに唐とう突とつな、今までの会話の流れとはまるで方向性の異ことなる要求だった。

　芹也はベルティールの意図がますますわからなくなった。

　……一体、なにを考えているこの男は。

「賭けを断れば、貴女たちと同じように、私もまた街へと出て、パワーバランスを調整するためにしかるべき処しよ置ちを施ほどこします。そうなれば、管理団の刺客・騎士領の刺客・ガリアの刺客、と、三国の刺客が百川君の敵に回るわけですが──それでも貴女たちは二人で出て行って戦いますか？」

「彩！　こんな奴の戯ざれ言ごとに惑まどわされる必要は──」

「それとも、百川君のことが信じられませんか？　彼は負ける、と」

「……わかった」

　彩は、ベルティールを見つめて言った。

「了りよう承しよう──ですか？」

「了承する」

「彩！」

　芹也は叫ぶが、彩は芹也の方を見ようともしなかった。芹也は彩の眼を見て、彼女が決めていることを知る。

「彩……」

「では外に出て、百川君が貴女の婿むこに相応ふさわしいか否いなか。待つとしましょう」

　テーブルに手をつき、ベルティールは大おお仰ぎように立ち上がった。

　部屋を出た。

　階段を下りる。

　ベルティール、彩、芹也が最後からつづいた。

「──あたし、逃げないから。待っているのは一人でいいよね」

　彩が言った。

「ええ」

　振り返らず、ベルティールはうなずく。

「なら、神の名に賭けて約束して」

「約束しましょう」

「芹也、あとはよろしくね──」

「……ああ」

　三人は、赤龍から外の路地に出た。日は暮れていた。水たまりが、雲の隙すき間まからこぼれてきた夜光を受け、鏡のように煌きらめいていた。芹也は左右の路地を見渡し、騒動の起きている方向に飛ぼうとした。

　と、彩が、

「芹也、あとはよろしくね！　あたし、逃げないから！」

　強い声で叫び、ヒュンと飛んでいった。白い翼の背中は、あっという間にビルの向こうに消えた。




　彩は賭けの話が出た時に決めた。

　行こう、と。

　ベルティールと共に待つか、百川と共に戦うか。彩は迷まよわず後者を選んだ。噓うそをついたのは、とっとと会話を終えて外に出るためだ。最後に小こ細ざい工くを弄ろうしたが、果たして通用したかどうか。

　会話ではわかったこともある。わからなかったこともある。

　でも、それよりもっと、はっきりとしたことがある。

　待っているだけなんて……。

　もしもこれがとんでもない判断ミスで、また彩のせいで厄やく難なんを招まねくとしても、……できなかった。

　……あたしの責任は、あたし自身で取ろう。

　……百川は助ける。

　……あの子とも、ちゃんと話をする。

　それからどうなるのか──

　それからのことなんて、彩は考えないことにした。それからのことを考えたからうだうだとなにもできない時間を過ごした。

　悪いとは言わない。

　むしろ、しっかり考えて、『正解』を目指す方が正しいのだろう。

　でも、それは──

「あたしの柄がらじゃないか」

　夜の風を切りながら、彩はクスリと笑った。

　どれだけ考えたって、ずっと平和の園で生きてきた自分に、適てき切せつな答えなど見つかるはずもなかったのだ。

　過去の情報もほしいけど……優勢順位は、今、目の前にある問題──百川よりもジルよりもずっとずっと下だ。

　百川だってきっと、同じ場面なら同じような行動を取っただろう。

　もっとメチャクチャしたかも知れない。

　百川も彩と同じくらい物事がよく見えないタイプだ。

　でも、百川はそれでも自分を信じて、戦って、──彩を守ってくれてきた。

　そう思えば力が湧わいた。

　このまま本当にジルが消えたとしても、彩は後こう悔かいする。百川を守るために戦わなかったとしても後悔する。待っていては、勝利しても、彩は後悔するのだ。後悔なんてまっぴらごめんだった。どうせ後悔するなら……同じ後悔なら……自分を信じて、戦って……やるだけやってからの方がいい。

　……とにかく、やるだけやってみよう。

　……直感勝負だ。




「………」

　芹也は呆ぼう然ぜんとした。

　まさか、ここで彩が突っ走ったことをするとは……完全に虚を突かれた。

　追うべきか、追わざるべきか。

　芹也が迷っていると、

「ハハハハハハッ！　まあ、いいでしょう。約束は約束です」

　その脇わきで、ベルティールが哄こう笑しようする。
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　奈生は横に飛び退のき、ドアから現れた襲しゆう撃げき者しやを見た。珍ちん妙みようだった。スーツに鉄てつ兜かぶと。平時に見れば笑うだろうが、手に持った銃から光こう彩さい素そ子し弾だんが放たれ、撃うち抜かれかけた後ではさすがに笑えない。

「天使というのは、ちょこまかとよく動く」

　鉄兜の男たちに守られながら、最後に小太りな男が現れた。

「君は、有あり本もと奈生君だね？」

「そっちは……？」

　奈生は顔をしかめた。男の声はスローテンポで温おん厚こうで紳士らしくあるのだが、蛇へびが絡からみつくようないやらしさがあり、生理的に受けつけない。顔にも眼にも、ねちっこさが満ち溢あふれていた。

「ポレ・アズル。騎士領の者です」

「へー。そうなんだ」

　五人の鉄人兵の銃口は、すべて奈生に向いていた。

　奈生の手刀を運良く免まぬがれた水花が、奈生を見て、ポレを見て、

「水花は、もう行ってもよいのかしら？」

　とポレにたずねた。

「どうぞ。こちらとしても、貴女あなたには用がありません」

「それでは」

　膝を軽く折り曲げ優ゆう雅がに一礼し、水花は床を蹴けった。夜空に舞い上がってからくるりと身を返し、ビルの谷に急角度で落ちる。

「んじゃ俺も」

　広い空の下で、五本ばかりの銃口から逃のがれるのは容易たやすかった。

　奈生は水花の後を追おうとした。

「お待ちなさい」

　ポレがもったいぶって、パチン、と指を鳴らす。

　ドアから六人目の、鉄兜をかぶった男が現れる。なんのつもりだろうか。男は片腕で薄汚れた格かつ好こうの子供を抱き上げていた。宙に足を浮かせ、胸を押さえつけられた子供は無駄なあがきをせず、反抗の機会を窺うかがっている。ストリートギャングの子供だ。身なりと目つきで奈生にはわかった。

「貴方あなたが行けば、この子供を殺します」

「は？」

　なにをとち狂ったことを言うのだと、奈生は素すっ頓とん狂きような声を上げた。

「えーと……。誰、その子？　悪いけど、赤の他人」

「ええ。先ほど、火事場泥どろ棒ぼうをしていたところを捕つかまえました。貴方と同じ香港に住むあどけない子供です」

「くだらない。悪いけど、俺には関係ないよ」

　ポレの言葉を冷たく払い落とすも、奈生は動けないでいた。

　五人の鉄人兵が奈生に光彩素子弾を放つ。迸ほとばしった光に奈生は即そく座ざに反応した。閃せん光こうの軌き跡せきを読み、最も薄い左側に跳ぶ。が、子供に気を取られていたため、本当にわずかだけ反応が遅れた。

　閃光が奈生の腕をかすめた。波は紋もんとなって身の内側に悪お寒かんが広がった。これが光彩素子弾の恐さだ。少しでも食らえば天てん使し脈みやく動どうが乱れる。

「どうです、この私の頭脳の冴さえは。クズにはクズなりの妙な連帯感があることを利用した効果的かつ安あん易いな──」

「───」

　ポレが言い終えるより早く奈生は動いた。

　三つ編みが夜にひらめく。

　と、消えた。

　子供を抱えていた男の真下に現れ、強きよう烈れつな蹴けりを放つ。ピンポイントの攻撃が子供を抱かかえていた男の肘ひじに命めい中ちゆう。弾はじかれた男の腕が宙に上がった。すかさず子供を脇わきに抱え、奈生は階段を下りた。

「俺もまだまだだな……」

　奈生は額ひたいにかかった銀色の前髪を指で触さわり、助けた子供に眼を向けた。

　子供はニコリと笑う。

　背後から放たれた幾いく筋すじかの閃せん光こうが天井に当たっては弾ける。

　鉄人兵が追いかけてきているようだ。しかし、光彩素子弾を受けて子供を抱えていても奈生の方が足は速い。

　上の階から踊おどり場ばまで一足で跳んだ。勢いは殺さず、正面の壁に足をつけて跳ね返りの力で体の向きを変える。と、コの字に曲がろうとした先で、すうと影かげが伸のびた。窓から伸びた長方形の夜光の、陰かげとの境さかい目め。

「うわっとお！」

　奈生は急制動をかけた。わずかに間にあわず、角から現れた相手を正面から抱き止めるような形になる。

　帽ぼう子しのつばが奈生の額にぶつかって──帽子が弾け飛んだ。

「いて」

　声を上げ、子供が床に転がった。

　まず奈生は、抱き止めた相手が女だと理解した。体の線が細いし、手を回した腰まわりは見事にくびれている。胸の膨ふくらみも伝わる。

　とはいえ、ただの女ではない。ぶつかっても電柱のように微び動どうだにせず、足の位置も変わっていないのだ。

「……なにをする」

　相手は、怒るでもなく、戸と惑まどうでもなく、ただそう言った。

　女の唇くちびるは奈生の首元あたりにあった。

「あ、ごめんごめん」

　吞のん気きに笑って、奈生は手を離した。

　至し近きんで遭そう遇ぐうしたのは、堅かた苦くるしいジャケットを羽は織おり、下は短めのスカート、頭に深く帽子をかぶった天使の少女──ガリアの警護官だった。帽子が外はずれて現れた白はく貌ぼうは、柔にゆう和わな奈生とは正反対の、鋭するどく研とがれたものだった。

　彼女は左腕に一枚の赤いスカーフを巻いていた。そのスカーフを見て奈生は彼女が誰なのかに気づいた。

　ベルティールが香港に居るのなら、居て然しかるべき相手──。

　奈生は心の中で舌したを打った。昨日と今日で酷ひどい目にはあってきたが、これがまさに最悪だと思えた。

　セアラ・ラプト。

　発動力グレリアンカースを用い、一度は百川を破った強敵である。

　背後からは、狭い階段に足音を響ひびかせ鉄人兵が迫せまる。

　足元には子供。

　発動力を使うことに迷まよいはない。しかし、子供を巻きこむわけにはいかなかった。

　……さて。

　……どうしようかな。

　迷う時間はない。

　奈生は、絶体絶命の危機に立たされた。

　と──

　静かに歩を踏ふんだセアラが、顔にかかった長い銀髪を左右に押しやり、そのまま奈生の横を抜けた。

「え？」

　驚いた奈生が振り向く。

「ポレ・アズルはこの上だな？」

　セアラは言った。

「あの男なら、もうすぐここに来ると思うけど……」

「奴は私が始末する」

　ここは任まかせろ、と言っているのだろうか。

　奈生にはわけがわからなかった。セアラ・ラプトは敵のはずだ。

　ともかく前面の通路が空あいた。話を聞くとしても今ではなく別の機会である。外では百川が戦っている。早く合流しなくてはいけなかった。水花が先に行った以上、百川は苦戦を強しいられているだろう。

「んじゃ、あとよろしく」

　奈生は子供を拾い上げ、その場から走り去った。




　セアラはほどなくして獲え物ものと対面した。

「ほほほっ。ここまでのようですね」

　鉄人兵に守られ意気高に姿を見せたポレは、踊おどり場ばに立っているのがセアラではなく奈生だと思ったのだろう。

「ポレ・アズルだな」

　セアラの低い声を聞いた途と端たん、ポレは顔を青ざめさせた。

「……ガリアの死神」

　後ずさり、早くも逃げ腰ごしになった危機察知本能はさすがである。

　とはいえ、セアラにポレを誉ほめる気はない。セアラは腰からレイピアを抜くと、軽く振るって言った。

「死ね」

「ひぃ。て、鉄人兵！」

　ポレは踵きびすを返し、一いち目もく散さんに屋上に走った。

　セアラは容よう赦しやなくスーツを着た鉄兜男の胸を切り裂さいた。斜め一いち文もん字じに深々と──人間ならこの一撃で戦闘不能に陥おちいる。しかし、鉄人兵は、胸から血を噴ふき出しながらも平然と銃口をセアラに向けた。

　セアラはためらわずにその腕を斬り落とした。連続した動作でレイピアを振り上げ、男が被かぶっていた鉄兜を二つに割る。

「なるほどな」

　セアラは、顔にかかった長い前髪の下で小さく笑った。

　膝を曲げ、帽ぼう子しを拾ってかぶり直す。

　兜かぶとの下から現れたのは、一片の生気も有さない死者のような顔だった。

　鉄兜をかぶった彼らは皆みな、手術と薬品投とう与よによって、筋きん力りよく増ぞう加かと感覚喪そう失しつの処しよ置ちを受けているのだ。

　セアラは左手にタリスマンを浮かせた。

「──グレリアンカース」

　瞬間、空気を揺らめかせるほどの重力場が踊場を包んだ。窓が割れ、壁や床にミシリと亀き裂れつが走った。鉄人兵は銃口をセアラに向けようとするが、腕は持ち上がらない。手から離れた銃が床に落ちて潰つぶれた。

　セアラは強烈に締しめつけをつづけ、十分なところで発動力を止めた。

　しばらくの静せい寂じやくを挟はさみ──。

　全身から血を迸ほとばしらせ、臓器を破壊された鉄人兵たちが倒れる。強化されていても彼らは不死ではなかった。

「多少、てこずったか──」

　セアラは階段を見上げた。

　ポレはもう、屋上まで逃げてしまっていた。
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　百川は果か敢かんに攻めた。一撃必殺の威い力りよくを持ったデスサイズの刃をかいくぐって影虎の懐ふところに潜もぐりこむ。狙ねらいは至近距離からの連続打撃だ。

　影虎も大人しくやられはしない。百川の突進にあわせて下がると、デスサイズの柄えを短く持って攻撃に対応。百川の放った右ストレートを肩で受け、受け流すと共に離れて反対の腕からデスサイズを振るった。

　鋭く尖とがった鎌かまの先が、百川の肩をこえて背中に突き刺さる。

「もらった！」

　影虎が叫ぶ。背中ごと肩と腕をもぎとろうとした。

　が、刃の先がなぜか背中をすべった。

　刃は、背中に命中したのに、刺さっていなかった。

　百川の背中から、割れたガラスのように白はく透とう色しよくの燐りんが飛び散った。

　それは、血ではなかった。『純粋なる力の結晶』──集しゆう束そくさせた気を結晶化して体に浮かせた百川の武功術である。

「──なんだ!?」

「結晶さ──」

「なるほど、これが有名な──。だが、それも砕くだいた！　これで終わりだ！」

「どうかな──」

　前足を強く踏み、百川は再び距離を詰つめた。

　右の拳を当てる。今度は受け流させはしなかった。自らもろとも影虎を吹き飛ばし食堂へと転がりこんだ。百川は木製のテーブルに背中を打った。テーブルが真っ二つに割れるほどの衝撃を受け、百川は息を吐いた。

　マフィアの騒そう動どうもあり、すでに店内に客の姿はない。

　先に身を起こした影虎が、振りかざしたデスサイズで百川の首を狙う。百川は横に転がることで刃から逃のがれた。影虎が飛び退のく。衝撃波が床に広がり、炸さく裂れつ。巻きこまれた百川は木片もろとも壁に叩きつけられた。歯を食いしばって衝撃に耐たえるものの、すぐに反撃はできず、前髪に表情を隠した。

「く……っ」

　ゆっくりと、壁に背を預あずけた百川の膝ひざが折れる。

「二度目の正直だ！」

　影虎はとどめの一撃を放った。

　柄えの端はしを持つことで最大の破壊力を生み出すフルスイングだ。

「………」

　折れかけた百川の膝は途と中ちゆうで止まった。百川は前髪の隙すき間まから、燃えるような双そう眸ぼうで敵を見み据すえていた。デスサイズは、斜め右上から百川の肩に食らいつこうとしている。あと瞬まばたきもしない内に攻撃は届く。

　逃げるのは無理だ。

　……なら。

　百川は最初からそのつもりでいた。

　今さらながら百川は思う。怪け我がをしたことで百川は弱気になっていた。弱気になっていたから、どうしても防ぼう御ぎよ的てきな戦い方をしていた。

　百川はここまで、前に出て、攻撃することで生き延のびてきた。その自分が防御と見切りの戦いで怪我を誤ご魔ま化かそうとしたところで──できるはずはなかった。できないことをするからますますリズムは乱れ、天使脈動は泥でい濁だくし、ついには気が乱れて『結晶』まで生まれなくなった。

　だから──

　……こういう時は逃げるんじゃねぇ。

　百川はすべての集中力を、次の一撃に注そそいだ。

　追いつめられた時は──

　腰の横に添そえていた左手をわずかに下げ、軽く拳を握った。

　デスサイズの漆しつ黒こくの刃はが眼前にぎらつく。百川は左の拳を振り上げた。拳に、白く輝いた燐が生まれた。刃と拳とが激突し、白と黒の激しいスパークが散った。刃を拳で受け止めようとする暴挙に、影虎は怒りを顕あらわにした。押しこむ。拳を叩たたき壊してそのまま百川の体を真っ二つにしようとする。

「それで──守っているつもりか──」

「……守っちゃいねぇよ」

　百川は怒ど号ごうを放った。守っているつもりはなかった。刃を跳はね返し、このまま影虎にとどめを刺すのだ。腕を貫つらぬく痛みなど、もはやあって当然だった。

「クソ──」

　押し切れないと判断した影虎が空中に跳とんだ。

　百川も跳んで追う。屋外なら逃げられたかも知れないが、ここは板張りの天てん井じように封ふう鎖さされた飲食店だ。天井で影虎の動きが止まる。追いついた百川が影虎の足をつかんだ。渾こん身しんの力で床に叩きつける。デスサイズが影虎の手から消えた。容よう赦しやなく、呻うめきを上げた影虎の腹に強きよう烈れつな膝の一撃を叩きこんだ。

　一拍を置き、百川は短く息を吐き、前髪を搔かき上げて影虎から離れた。

　逃がさないように、百川は出口側に立つ。

　影虎は、膝に手をついてよろめきながらも立ち上がる。一見すれば瀕ひん死しだが、影虎の左手にタリスマンが浮いたことを百川は見逃さなかった。だから深追いはせず、ここで荒れた呼吸を整えた。

「鎌じゃ無理か」

　口からこぼれた血を拭ぬぐい、影虎は不敵に微笑ほほえむ。タリスマンが弾け、手には長さ一メートルほどの黒くろ塗ぬりの直剣が現れた。

「──デスタング。これなら、おまえの接近戦にも対応できるさ」

「またぶち壊してやる」

　先の一度の攻防で、早くも左腕は悲鳴を上げていた。痺しびれは背中にまで広がり、火がついたように熱い。

　それでも百川は左腕の拳を影虎に見せた。

　拳には、まだ白透色の燐が輝いている。

　百川は先に動いた。距離を詰め、右の早い攻撃から左の一撃を狙う。武器を剣に持ち替えた影虎は今度は下がろうとしない。剣で突いた。突きの一いつ閃せんは、右ストレートより早く百川の肩に届いた。百川は体を左にずらし、ダメージを切り傷のみに軽けい減げん。剣の内側にすべりこんだことで肘ひじの一撃を狙ねらうが、

　──カチャリ。

　素早く柄つかの握りを変えた影虎がデスタングを横に薙ないだ。

　……逃げるかよ！

　肩に斬きりこまれながらも、百川は踏みこみと共に肘を打った。至近距離からの一撃に影虎は吹き飛び、背後の壁に激突する。

「ヘッ」

　百川は笑うが、右の肩からはダラリと血がこぼれた。

　どちらのダメージが多いのかはわからない。痛み分けだろうか。

「……おまえも、無む茶ちや苦く茶ちややるなあ。ひさびさに、戦いでわくわくしてるさ」

　剣を杖つえ代がわりに身を起こし、影虎は楽しげに言った。

「だが──」

　影虎は剣を正眼に構かまえ、

「さすがに素す手でじゃ、そろそろ限界かな？」

「さあな……。試ためしてみろよ」

　百川は全身で息をし、額に滲にじんだ冷や汗あせを右手の甲で拭ぬぐった。そろそろか──と百川は認めていた。全身の痺しびれが、いよいよ天使脈動の作用を上回ろうとしていた。気を抜けば全身がバラバラになりそうだった。

　短期決戦のつもりでいたが──予想外に影虎も粘ねばる。

　刹せつ那な、影虎が跳んだ。百川は応戦する。漆黒の剣と左の拳とがぶつかり、一撃目は互いに弾けた。

　影虎の選んだ戦法は、乱撃。ひたすら息のつづく限り急所からずれていても連続で剣を振るい、百川の体力を奪い取っていくというものだった。

「どうした!?　まだまだ行くぞ！」

「──テメェ」

　百川は意地だけで応戦をつづけたが、手数は明らかに劣おとった。

　頰ほおを斬られ、肩を斬られ、腕を斬られ──。致ち命めい傷しようにこそならないものの、確実に命を削けずり取られていく。

　そしてとうとう、打ち負けた。

　百川の左腕が、大きく外側に反それた。同時に結けつ晶しようが、わずかな尾を引いて消える。

「もらったぁ！」

　晒さらされた頭に狙いを定め、影虎が上段からデスタングを振り下ろす。

「！──」

　百川は、両腕を捨てる覚悟でブロックの姿勢を取ろうとするが、デスタングの一撃はそれより早かった。

　ガキンと鈍にぶい鉄の音が響ひびいた。

　削られた錆さびが、ぱらりと百川の足元に落ちた。

「な──に──？」

「これは……」

　影虎だけでなく、百川も我が眼を疑うたがった。

　今、百川が左手に持ち、影虎の一撃を防いだのは、今にもポキンと折れそうな錆びまみれの古い剣だった。

「──〈破は滅めつの剣つるぎ〉」

　百川はつぶやく。

　港町ロアンで百川が手にし、彩が香港まで持ち運んだもの──。

　知ってこそいるが、どうして、ここにあるのか。

　百川は携けい帯たいして来なかった。いや、それ以前の問題だった。この剣は突とつ如じよとして百川の手に現れ、危機を救ったのだ。

　百川に考える暇ひまはなかった。

「まあいい。そんなボロ剣、一緒に叩き折ってやる」

　影虎が猛もう然ぜんと攻撃を再開させる。

　他に選せん択たくの余よ地ちがなく、百川は両手で錆びた剣を握った。うなりを上げるデスタングの黒い刃を支ささえた。

　錆びた剣は、攻撃を受け止める度に鈍い金属の音を立てる。

　それは、まるで悲鳴のようだった。しかし、今にも折れそうなのに、剣が折れることはなかった。錆びばかりがパラパラとこぼれる。

　苛いら立だった影虎が乱撃を止め、威い力りよくのある大振りの一撃を放とうとした。

　生まれたわずかな空くう隙げきに百川は踏みこんだ。腕にはもう力が入らない。体のひねりを利用して力を剣に伝え、影虎の胸を打った。直撃だった。百川は剣を振り抜き、影虎を大きく吹き飛ばす。

　いくつものテーブルを破壊して影虎は外の路地にまで飛ばされた。

　百川は跳ちよう躍やくし、次の一撃で決めようとした。

　が、剣は届かなかった。

　夜の路地に二本のワイヤーが煌きらめき、百川の腹を斬きった。

「残念ながら、貴方の好きにはさせませんわ。影虎さんに死なれては水花も収入が減ってしまいます」

「……奈生の野郎」

　百川は片膝をつき、妖よう艶えんな和服姿の進化種──水花をにらんだ。

　腹に手を添そえる。

　焼きゴテを食らったように傷口が熱い。

「あら、彼女を恨うらむのは筋すじ違ちがいですわよ。彼女は今、他の刺客と死し闘とうを演えんじていると思いますから」

　水花は威い嚇かくとしてワイヤーを虚こ空くうに振るい、

「貴方の身み柄がらは、ここで拘こう束そくさせていただきますわね」

「──ナイス、水花さん」

　立ち上がりつつ、影虎が弱々しく笑った。
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「あった……！」

　ようやく露ろ店てんを見つけて、ジルは屋台からリンゴをひとつ手に取った。マフィアの追つい撃げきから逃にげる中で路地に迷まよいこんでしまい、随ずい分ぶんと時間がかかった。稲いな妻ずまの一いち撃げきでまだ意識はくらくらとしている。

　と、そこにサブマシンガンを構かまえたマフィアの構成員が走ってきた。

　ジルはあわてて屋台のうしろに隠かくれる。

　構成員たちは、

「どこいったあの天使！」

　眼に凶きよう暴ぼうな光を滾たぎらせながら露店の前を走り過ぎていく。

「せーふ」

　ジルはにっこり笑い、そろそろと顔を覗のぞかせた。どうやら、マフィアが戻もどってくることはなさそうだ。

「おーし、がんばろー。おー」

　気力を奮ふるい起こし、ジルは飛んだ。

　これですべては上う手まく行く。ジルは信じていた。リンゴを百もも川かわに渡わたせば、きっと百川は喜んで食べて、ジルに言うのだ。──ありがとう、さすがは仲間だ──考えるだけでジルはニコニコとしてしまう。そうすると不思議だった。

　雷らい砲ほうを受け、サブマシンガンの掃そう射しやを食らった段階でジルは限界だった。鉛なまりを詰つめられたように頭が重くなり、首から下の感覚が消えた。が、かろうじて意識を取り戻して必死に逃げた。飛び去る力もなく、頭上の看板に隠れたり、建物に入ったり、屋根から屋根を移り渡ったりして、どうにか。

　でも、ハッピーエンドの予感が、ジルに力をくれた。

　ジルは翼つばさを広げ、ビル群の上を全力で抜けた。

　と、ビルの谷間で閃せん光こうが交差し、それに気づいたジルが空中で静止した。銃じゆうや火薬による光ではない。根こん拠きよなくジルは、天使が戦っているのだと感じた。吹き上がってきた風がジルの肌はだに触ふれる。

　……あ。

　風に含ふくまれる気配で、ジルは下に百川がいるのだとわかった。

　ジルは闇やみに飛びこみ──。

　そして、二人の進化種と対たい峙じした。




「おまえ──」

「そうだ」

　と、ジルは振ふり向いて、片かた膝ひざをついていた百川にリンゴを差し出した。

　百川にはジルのしたいことがわからない。リンゴは受け取らず、自然、剣を握にぎる手に力がこもる。

「今度のは綺き麗れいだよ」

　ジルは憔しよう悴すいした顔で無む邪じや気きに笑う。華きや奢しやな体は傷だらけだった。

「あげるね」

　ジルは、百川の足元にリンゴを置いた。

　そうして、

「──おまえたち、わたしの仲間になにをした！」

「ふむ……」

　影かげ虎とらは、デスタングで肩を叩たたき、

「まったく事情は読めないが……。なあ、〈捨て去りし者〉、おまえはいつからガリアの手先になった？」

「おい、俺がいつガリアの手先になったよ」

　肩で息をしながらも百川は身を起こす。

「なあ、水みず花かさん。確か、黒い翼つばさの天使はガリアのほら──お偉えらいさんがアレで、だから無視しろって命令だったよな？」

「ええ。ベルティール内務総そう監かんのアレらしいですわね」

「アレとは？」

「水花、詳くわしいことは知りません。たった二行の情報ですわ」

「だのお」

　やりとりを聞き、百川は呆あきれて、

「おまえら、吞のん気きだよな。おい、俺を捕つかまえるんじゃなかったのか？」

「わたしが来たからにはもう安心だよ！」

　ジルが身構える。次の瞬しゆん間かんには、問もん答どう無む用ようで襲おそいかかった。

「なにぃ!?」

　ジルの身から発生した風が、影虎の腕うでを裂さいた。集中力が乱れ、デスタングの刃はがわずかに揺ゆらいだ。

「死ねぇ！」

　ジルはパワーに任まかせてメチャクチャに押してくる。

　ジルのまわりに、槍やりのように集しゆう束そくした空気の渦うずがいくつも発生。まるでミサイルのように影虎と水花に向かって飛ぶ。

　二人は空中に飛び、ひらりと左右に展開して風の槍やりを躱かわした。

　ジルは両腕を広げた。手のひらから稲妻を迸ほとばしらせる。

「──零ゼロ点てん結けつ界かい」

　水花は結界で防ふせいだ。

「うおらあ！」

　影虎はデスタングを振るい、稲妻を弾はじいた。

　二人とも、攻撃こそ防いだものの反動でバランスを崩くずした。




「ねえ、どうしたのこれ──」

「あの子──」

　そこに、奈な生おと彩さいが来た。

　二人は百川の横に降りるとそれぞれにつぶやき、目の前で起きているジルと進化種二人との戦いを見やる。

　と、奈生が百川を見て、

「なんにしても間にあって良かった」

　気楽に笑い、

「間にあってねぇ！　遅おそい！　遅すぎるんだよテメェは！」

　百川は怒いかりのまま奈生の頭を拳げん骨こつでぶった。

「もう！　なんで百川は、俺にだけそうやってすぐに──」

「でも、百川が無ぶ事じで良かった」

　と、彩。

　無事──生きていた、という意味だ。

「彩、そっちはどうだった？　ミラン・ベルティールと話したんだろ？」

　奈生をさらりと無視し、百川は彩にたずねた。

「うん──。わかったこともあるよ」

「どんなだ？」

「あたしは頭悪かった」彩は笑って、「考えてもよくわからないから、もういろいろ考えるのはやめた。とにかく、やってみる」

「それは奇き遇ぐうだ」

　百川は、奈生の時とはまるで違ちがう優やさしい手つきで彩の緋ひ色いろ髪がみに触ふれた。

「実は俺も、そんなことを思ってたところさ」

　百川の手には、べっとりと血がついていた。全身には深い傷が走り、倒たおれてもおかしくはない状態だった。

「そっか。奇遇だね」

　彩は、髪に血が絡からみついても嫌いやな顔ひとつ見せなかった。

　彩は心配を、ぐっと胸の中に押しこめた。まだ戦いは終わっていない。

「なあ、彩──」

　満まん身しん創そう痍いでも、百川は凜りんと背せ筋すじを伸のばしている。銀色の前髪がわずかに覆おおう双そう眸ぼうは静かに闘とう志しを保たもっている。

「ん？」

「俺たち──幸せになれると思うか？」

　百川は唐とう突とつにそんなことをたずねた。

「もちろん」

　迷いなく彩はうなずいた。

「そっか……」

　百川は苦く笑しようした。どうしてこのタイミングでそんなことを聞いたのか、真意は自分でもわからない。

「──百川」

　迷いを浮かべた青年の横顔を見て、彩が優しく百川の腕に触れた。

「そういうこと、もっとあたしに聞いていいよ。辛つらい時は、お互いに支えあおう。二人の未来は二人で作ろう」

「彩……」

　真意は──なんのために戦うのか。

　復ふく讐しゆうのためなのか。

　未来のためなのか。

　自分が未来のために戦おうとすることを地じ獄ごくで妨ぼう害がいする敵は多いだろう。呪じゆ詛そが聞こえるような気が百川にはする。資格で問えば、ないのだろう。だけどそれでも、未来のために戦ってみたい──その本音はあった。

「ね？」

　彩の言葉は、最強の援えん軍ぐんとなって百川の胸に光を照らした。

「……そうだな、彩」

　──実は俺も、そんなことを思ってたところさ。

　それは、彩の笑顔を見て、引き寄せられるように思ったことだ。だからこのタイミングでたずねた。

「ねえ、二人とも……。取りこみ中のところすごい申し訳わけないけど──」

　と、奈生が上空の戦いを見ながら、

「それで今、一体、なにがどうなってるの……？」
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「うん──。どうしてあの子が……戦っているの……？」

　彩にもわけがわからなかった。ビルの谷間で目まぐるしく位置を変えながらジルの攻撃を回かい避ひする影虎と水花は、彩たちに襲おそいかかってきた管理団の刺し客かくだ。その二人を殺そうとしている黒い翼の少女は──彩にシネと手紙を送ってきた。なのに百川を置いて、ジルと影虎たちが戦っている。

「……ああ」

　切っ先を下げたまま、百川はつぶやいた。

「あの子は敵なの？　……味方？」

　奈生がたずねる。

「俺は──バンダナ野郎と戦ってたが……」

「が？」

　奈生は首を傾かしげるが、百川からの返事はなかった。

　百川も困こん惑わくしていた。

　三人は、どちらに加勢することもできず、戦いの趨すう勢せいを見守った。

　最初こそ勢いで押したジルだが、長くはつづかなかった。放出する風や稲妻が眼に見えて破壊力をなくし、自らの速度も落ちた。

　反して影虎と水花は混乱から回かい復ふく、看板に身を隠かくしてジルを攪かく乱らんしつつ、

「──発動力、雷蛇ライトニングスネーク」

　水花が青く輝いた蛇へびを放つ。

　絡からまれて悲鳴をあげるジル。どうにか蛇を体内から放出した力で破壊し、水花に怒りの形ぎよう相そうを向けた。

　看板から躍おどり出た影虎がデスタングを上段に構かまえた。ジルの背後を取っていた。振り抜いた刃から黒い光が迸ほとばしり、ジルに直撃した。百川を仕し留とめるために影虎が不意打ち用にとっておいたデスタングの能力である。デスサイズほどの破壊力はないが、岩を一撃で割ることはできる。

「きゃあっ！」

　悲鳴。

　力を失ったジルが、木この葉はのように揺らめきながら墜つい落らくする。

　影虎は攻撃の手を緩ゆるめない。看板を蹴けって勢いをつけ、今度は実体の刃でジルを刺し貫つらぬきにかかった。

　勝負あったと思われた刹せつ那な、彩は反射的に飛んだ。

「彩!?」

　驚いた百川の声。

「──この子は、殺させない」

　ジルを庇かばうように、彩は影虎の前に立ちはだかる。

　武器を持たないとはいえ、彩は名高き『本物』だ。身構えた姿し勢せいからどんな裏技が発揮されるのかわからず、

「……白き翼の天使」

　影虎は強攻を避け、一いつ旦たん距離を取った。

　その横に水花が並ぶ。

「これは、飛んで火に入るなんとかかんとか──ですわね」

　だが、彩の横にも百川と奈生が来た。

「使え」

　百川は彩に〈破は滅めつの剣つるぎ〉を渡す。彩は剣を受け取り、

「これ……どうして百川が……？」

　百川は影虎を見み据すえていた。

「おい、このまま二対三でやるか？　それとも、俺と二人でケリつけるかよ？」

　決まっているとばかりに彩は両手で柄つかを握にぎった。

「百川は下がって。あたしと奈生で追いこむから、一いち撃げきをお願い」

　元より、傷だらけの百川を前に立たせるつもりなどなかった。

「だね」

　奈生が空中でステップを踏ふむ。肩にも腕にも力は入っていないが、全身に薄うっすらと天てん使し脈みやく動どうが浮き立つ。

「水花さん、俺たちもいっちょう頑がん張ばるかい」

「ここが正しよう念ねん場ばですかしらね」

　影虎は武器を、一撃必殺の巨大な鎌かま──デスサイズに持ち替かえる。水花のフォローがあればこちらの方が強い。

「おい、なんだそ──」

　百川は、最後まで言葉を言い終えることができない。

「いやぁ！」

　戦いは彩が斬きりこむことからはじまった。同時に奈生がヒュンと姿を消し、彩を迎むかえ撃うとうと鎌を振りかざした影虎の背後に回る。その動きは水花が予期していた。奈生が肘ひじを打つより早くナイフを一いつ閃せん、──三つ編みの銀ぎん髪ぱつに刃が触れた。奈生は、恐おそるべき速度でまた位置を変えた。

　わずかながら奈生に気を取られた影虎のところに、錆さびた刃が迫せまる。カウンターは間にあわなかった。影虎は柄で彩の攻撃を受け止めた。

　影虎は、腕力で強引に撥はね返し、彩のバランスを崩くずさせようとした。

　彩は素す早ばやく影虎から距離を取った。また正眼に構える。

「影虎さん！」

　影虎の横に水花が立った。

　奈生の、抜ばつ刀とうじみた速度と切れ味の蹴けりを咄とつ嗟さの零ゼロ点てん結けつ界かいで防ごうとし、──間にあわなかった。

「水花さん……!?」

　影虎の身代わりとなって、水花が側頭部に奈生の強きよう烈れつな蹴りを食らう。

　奈生は、ぐらついた水花のみぞおちに拳こぶしを入れた。

　直撃であることを示す鈍にぶい音が響ひびいた。

「くぅ……」

　水花は嗚お咽えつを漏もらしながらも気絶せず、意地でナイフを振るった。が、それ以上にはなにもできなくなる。

　奈生は彼女から離れ、左手にタリスマンを浮かせた。

　ちらりとうしろを見て、仲間の位置を確かめる。

　──ダメか。

　二人とも、まだ照射範囲内にいた。彩はともかく、百川から生命力を奪っては、彼を殺しかねない。とはいえ百川に下がれと叫んでも……奈生は確信していた。百川は怒って逆に前に出てくるだけだ。

　意外に使いどころの難むずかしい自分の力に苛いら立だちながらも奈生は、

「この野郎！」

　影虎が怒りも顕あらわに振るってきたデスサイズを躱かわす。

　奈生はあらためて、ちらりと百川を見た。

　百川は、ビルとビルとの間に掲かかげられた横長の看板の上に仁に王おう立だちしていた。星明りを浴あびた銀髪が夜の中で輝いている。百川はプライドを捨て、奈生と彩が自分の目の前に敵を誘おびき寄せてくるのをじっと待っているのだ。

　奈生は、水花を守るため狂きよう乱らんしたように襲いかかってくる影虎の攻撃を避よけながら、悲しく思う。

　百川が、もしも昔通りのちゃんと戦える状態だったのなら──奈生や彩が来る前に勝負は決まっていただろう。どうして、こうなってしまったのか。

　奈生はすぐに、ふと生まれたその同情するような気持ちを振り払った。

　たとえ今、百川にひとつの限界が来ているとしても、本人が言った通り、彼は超えていくのだろう。

「──限界があるなら──超えてやる……か」

　奈生はつぶやき、

　と──、漆しつ黒こくの鎌かまが自分の首をかっきろうとしているのを見た。

「う、わ……」

「奈生！　ぼけっとしてちゃダメだよ！」

　彩が錆びた剣で刃を防いだ。
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　街路に落ちたジルは、完全に蚊か帳やの外だった。誰だれからも相手にされず、ぽつんと暗がりに存在している。

　おかげで、息をつくことはできた。

　ジルは、地べたに尻しりをつけて、足をパンタグラフ型に開いていた。

　だらしない格かつ好こうだが、力が入らないのだから仕方ない。

「彩がいる……」

　視線を夜空に持ち上げて、ジルはつぶやいた。真っ白な翼つばさは、星明りの中で一ひと際きわ美しく映はえていた。

　彩は美しかった。真っ白な翼も、緋ひ色いろの髪かみも、精せい悍かんに戦う姿も。

「………」

　ジルは、力なくしなだれた自分の黒い翼を見やる。銃撃を受け、あちこちにぶつかってこすれ、羽根はボロボロだった。

　ジルは神を恨うらまずにはいられなかった。

　……なんで自分は黒いんだろう……。

　だって黒は映えない。真っ白な翼と比べて、なんとも地じ味みだった。

　見比べれば、心まで黒く沈しずむほど劣れつ等とう感かんが湧わいた。

　彩はジルの敵と戦っていた。

　長い三つ編みの天使が彩と一緒に戦っている。百川も近くにいた。

　ジルのまわりには誰もいない。

「………」

　ジルは唇くちびるを尖とがらせた。ジルには、彩が全部取ってしまったのだと思えた。

　見れば、百川にあげたリンゴが地面に残っていた。

　せっかく……持ってきたのに。

　今度のは綺き麗れいなのに。

　百川がリンゴを食べなかったのも、ジルは彩のせいだと感じた。

　なにもかも──。

　ジルは確信する。

　……彩のせいだ。

　ジルは眼に涙をため、顔をくしゃくしゃにした。たくさんの感情が溢あふれたが、なにより悔くやしかった。

　膝ひざに手を添そえて必死に立ち上がり、ふらつきながらジルは叫んだ。

　もう、飛び上がるだけの力はなかった。

「彩！　降りて来い、彩！」

「……あの子」

　ジルの絶叫は彩の耳に届いた。




「百川！」

　奈生が叫んだ。

　奈生に追い立てられ、影虎は百川と奈生に前後を挟はさまれる形となった。

「チッ──」

「影……虎……さん…………。一人で……逃にげて……」

　水花は、奈生に受けたダメージが効きいている。影虎の窮きゆう地ちに際しても反応することができないでいた。看板につかまって、どうにか空中にいられる状態だった。

「勝つしかないさ」

　水花を置いて逃げる気など影虎にはなかった。

　そんなことをするなら、先に死んでやる。

「さて──と」

　両手に握ったデスサイズを掲げ、影虎は攻撃の姿勢を取った。

　影虎は、奈生に翻ほん弄ろうされつづけていた。今のところ致ち命めい傷しようは受けていないが敏びん捷しよう性せいに差がありすぎて、水花のフォローがなければ動きについていくことができない。奈生が発動力を使えば確実に負ける。

　悔しいが、奈生との実力差は認みとめざるを得なかった。

　まったく、悔しい話だった。

　有本奈生は百川の仲間だが、賞金額は百川の一〇〇分の一に満たない。

　もしもその差がイコールして実力差なら──

「はははっ」

　影虎は声を出して笑った。

　最凶と呼ばれた男の真の実力を、一度、見てみたい気持ちになる。

　一体、どれだけのものなのか。

　ビルの谷間を横断する横長の看板に仁王立ちする百川が、まばたきひとつせず自分のことを見ていた。




　隙すきだらけになった影虎の背中に、奈生は攻撃をしなかった。

　攻撃をすれば勝てるが──

　それは、百川の矜きよう持じを傷つけることになる。

　ここで強ごう引いんにタリスマンを起動して影虎を倒せば、百川は再起不可能なまでに体を壊こわすのかも知れない。百川がタリスマンの起動体勢に入ろうとする。百川が倒れる場面を想像するのは恐かったが、でも……。

　後悔するとしても奈生は、動きを止め、戦いを見守った。




　百川は、胸の前に掲げた左手首を右手でつかんだ。

　もはや普通にはタリスマンが起動しない。だから待っている間に、ひたすら体の隅すみ々ずみにまで──意識や記憶の奥おく底そこにまで糸を伸ばした。戦いの最中では仲間のサポートがなければ到とう底てい出来ないことだった。

　百川は眼を閉じた。

　張り巡めぐらせた糸で、自分という存在のすべてをイメージする。両足の先から。頭の天てつ辺ぺんから。過去から。チューブを絞しぼるように、脈みやくうっている内なる力を押し上げ、集しゆう束そくさせていく。両足から膝ひざを通って腰こしに。頭の天辺から鼻はな筋すじを通って首元に。泣いてばかりいたガキの頃の自分が、いかにここまで来たのか。なにもかもを胸に集めれば、大爆発を引き起こせそうなほどの力が満ちるのを感じる。

「行くぜ！」

　眼を開ける。百川の左手にタリスマンが浮き上がった。




　その時だった。




「待って！」

　水花だ。

「全面降伏しますわ……。どうか命いのちだけはお助けくださいませ……」

　両手を上げた水花が、掠かすれた声で言った。

「……ふーむ」

　それを聞いて、影虎は──あっさりとデスサイズを下ろした。

　と、デスサイズが消える。

　場にみなぎっていた緊きん迫ぱく感かんが、ふわりと霧む散さんした。

「本気かい、水花さん？」

「もはやこれまでですわ……。影虎さんの勝てる確率は〇パーセントです」

「ぐ。なんて酷むごいことを」

「……悲しいけど、それもひとつの現実ですわ」

「……ふむ」

「かくなる上は……。ここで影虎さんと別れて水花が売り飛ばされるとしても、生き延のびる道を探すのみです……」

「水花さん……そんな……！」

「いいえ……。生きていれば……、またどこかで逢あえますわ……」

　どんどん盛り上がる二人……。

「は」

　百川は肩をすくめ、苦く笑しようした。

「誰が天使売買なんてするかよ。やる気ねぇなら、とっとと消えろ」

「はい」

　水花は愛あい想そうよく微笑ほほえむ。ふらふらと飛び、影虎の元に寄った。

「さ、影虎さん……。任務は失敗です。惨みじめに退散して職を失いましょう。またやり直せばいいことですわ」

「──おい、〈捨て去りし者〉」

「なんだよ」

「少しだけ恩おんに着るわ。水花さんを売らなくてありがとよ」

「ああ。もう行け」

　百川は手を振り、うざったく二人を追い払った。

　そうして、管理団の刺し客かくは撃げき退たいされた。




　……よかった。

　奈生は声に出さず、心の中でほっと息をついた。
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　ポレは逃げていた。闇やみに紛まぎれ、入り組んだ路地を抜けて、だぶついた腹を揺ゆらしながらひたすらガリアの死神から逃げていた。

「ひ……ひ……ひぃ……」

　とっくに息は切れていたが、死にたくない一心で彼は走った。

　屋上から彼は、『鉄てつ槌つい』以前の魔道具「妖精の羽根」を使い、重力軽減の作用によって路地に下りた。そして「妖精の粉」を使い、気け配はいと足音を消した。

　騎士領は魔道資産に恵めぐまれていないが、彼はその恵まれていない資産をこういう時のために着ちやく服ふくしていた。

　我が身の安全には万全を尽つくす男だった。

　しかし、セアラ・ラプトに鉄人兵たちは歯が立たなかった。

　何な故ぜ、ガリアが彼を狙ねらうのか。

　わからないが、ともかく、事実だった。

　ガリア共同体は、ヴェネチア騎士領の重じゆう鎮ちんである自分を暗殺しようとしたのだ。

　許せることではなかった。

「このことは……すぐに報告して……！　復ふく讐しゆうしてやる……！」

　これで、ガリアとの関係は破は綻たんし、戦争になるだろう。

　ポレは戦争を愛していた。

　何故なら、平時では考えられないほど出世の機会に満ちている。

　物資を横おう領りようすることも自由自在だった。

　もしかしたら、いけすかない現騎士領主を暗殺し、自らが騎士領主となる機会もあるかも知れない。

　だが、このままでは彼は本国には帰れなかった。コードＷの際、ポレは騎士領主に大おお見み得えを切って出かけたのだ。必ずや現れた力は手に入れてみせると。ところが結果は、新しん鋭えい空母をすべて失い、魔力も手に入らず、ポレ一人だけが生き残る始末だった。とんだ誤ご算さんだった。ガリアと管理団の空中帆船など戦闘機で撃破できるはずだったのに、まさかテロリストの天使にやられるとは。

　ポレが失地を回かい復ふくするには、白き翼つばさの天使が必要なのだ。

　緒原彩が管理団の刺し客かくと戦っている場所は、もう把は握あくしている。逃げる途中で彼は目ざとく見つけた。

「うふふ……。天使どもが……この私が皆殺しにしてやる……」

　ポレは息を切らしながらもいやらしく笑う。

　まだ彼には、とっておきがあった。
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「彩さいのせいだ！　彩のせいだ彩のせいだ彩のせいだぁぁぁ！」

　首を振ふり、溢あふれた涙なみだを飛び散らせ、怒いかり叫さけぶ黒くろ髪かみの少女を前に、彩はどうしていいのかわからなかった。

　叫んで、ジルはよろめいた。興こう奮ふんで逆立っていた黒い翼つばさがしおれ、足がもつれ、膝ひざから崩くずれかける。瞳ひとみにぎらついていた怒りの炎ほのおも消え、深い空くう洞どうが生まれた。このままでは昏こん倒とうしそうで、彩は手を差し伸べかけた。

　と、ジルは大きくうしろにのけぞっていた姿勢を正し、間近に彩がいることを再び認にん識しきするようにまばたきする。

　彩は手を引き、なにを言えばいいのか必死に言葉を探した。

　ジルは……自分のなにに対して怒おこっているのか。

　なにが自分のせいなのか。

　考えても、ジルの心の内を彩は読み取ることができない。

　ただ、あの時のこと──魔法塔でジルを消そうとしたこと──を恨うらみ、ジルが怒っているわけでないことはわかる。

　……じゃあ、どうしてこの子は……。

　あたしのせい……。

　……なにが？

　と、またジルはよろめき、前のめりに倒れかけた。

　今度は、とっさに彩が受け止めた。

　力を注そそがなければ、彩が触ふれてもジルにダメージを与えるわけではないと、彩は理解してほっとした。魔法塔で彩は、ジルに抱きつき、ジルに自らの力を注ぐことでジルを消そうとした。ジルは宝石に封ふうじられた精霊だった。彩が力を注ぎ、ジルに物質空間で生きるための器うつわを与えた。

　出会った時、宝石だったジルは彩に言った。

　願いを教えて、と。わたしに願えば、その願いは叶かなうよ、と。

　そして彩は力がほしいと願った。

　力は……結果、手に入った。

　彩は手に入れた力を固定化させることなく失わせてしまったが……だからジルは完全に噓うそをついていたわけではない──のだと思う。

　しかしジルは、彩を利用して、宝石の封印から逃のがれようとしたのだ。

　それは事実だった。

　だから、騙だまされたのは彩。

　冷れい静せいに考えれば、彩のせいだ、などと言われる筋すじ合あいはない。

　ジルは彩を騙して生まれ出て、無む差さ別べつに天使を殺して力を固定させ、ヨーロッパでも無差別に人を殺した。

　ジルは、世界にとって害となる存在だった。

　だから──

　消さなくてはいけない。……ベルティールに利用されないためにも。

　彩は、迷まよいながら──

　ジルを抱きしめた腕に少しだけ天てん使し脈みやく動どうを発揮させ──

　たらめい、力を抜いた。

　ジルが、彩に抱き止められたまま、つぶやく。

「……彩がわたしから友達を取ったんだ。……彩がわたしから仲間を取ったんだ。……返せ……返せ……。わたしから取ったものを返せ……」

「……貴女あなた」

　彩は、この子はまだ子供なのだと気づいた。

　人を殺すことがどういうことなのかも──わかっていないのだろう。ずっと独ひとりきりで存在してきたのなら、側そばにいた人を失う哀かなしみも、殺された怒りも、まだ経験したことはないのだろう。

　いや──今、経験しているのだろうか。

「ごめんね……」

　彩は謝あやまり、ジルの傷だらけの黒い翼にそっと指で触れた。

　ビクン──と羽根が逆立った。

　彩に抱かれていることに気づいたジルが、ハッと顔を上げて仰のけ反ぞる。消えかけていた瞳どう孔こうにかすかな光が戻った。

　よろめきながらも離れ、またジルは叫んだ。

「彩の──。彩のせいだぁぁぁ！」

「……ごめんね」

　他になにを言えばいいのだろう。

「彩、ひとつ聞いていいか？」

　百もも川かわが隣に来た。ジルを気き遣づかったのか、小さな声でたずねてくる。

「なに……？」

「おまえ、あの後──俺が倒された後、俺の看かん病びようをしてくれたのか？」

「ううん──。あたし、百川を探したけど……見つからなくて……」

「そうか」

　百川は優しくうなずいた。

　うつむいていたジルが顔を上げ、百川に気づいた。

「……あ」

　小さな声をもらし、ジルは後ずさる。眼には明らかな怯おびえがあった。

　百川はジルの側ではなく、彩の隣にいる。

　百川が半歩前に出る。

　ちょうど水たまりのある場所だった。

　水が跳はねる。

　その音が威い圧あつ感かんとなったのか、ジルはまた後ずさろうとし、足をもつれさせて尻から地面に転んだ。

「百川──」

　彩は不安を覚えた。百川はなにをするつもりなのか。

　……まさか。

　百川は──ジルを殺す気なのか。

「大だい丈じよう夫ぶだと思うよ」

　飛び出しかけた彩に、奈な生おが言った。

「奈生……」

　少しだけ前に出た百川は、きょろきょろと左右を見て──少し歩いて腰を屈かがめ、どうやらなにかを拾ったようだ。

「………」

　百川の行動が理解できず、彩は様子を見守る。

　百川がジルの前にしゃがんだ。

　サクッ

　と、軽い音が聞こえた。

「うまいな、これ」

　リンゴをかじった百川が、そうジルに笑いかける。百川が手に持つのは、ジルが持ってきたリンゴだった。

　百川はもう一度リンゴをかじる。

「おいしい……？」

　尻しり餅もちをついたまま、百川を見つめ、ジルがおずおずとたずねた。

「ああ」

　百川はうなずき、

「おまえ、俺を助けてくれたんだな。悪かったな」

「ん？」

「──いや。なんでもねぇ。助けてくれてありがとうってことだよ」

「おお」

「あ？」

「だって仲間だもん。仲間は助けあうんだよね」

　それまでの怯おびえが噓うそか幻まぼろしだったように、ジルがにこにこと微笑ほほえむ。なんて切り替かえの早い子だろうかと彩は苦く笑しようした。同時に理解する。ジルが返せと叫んだうちのひとつは百川のことなのだと。

「立てるか？」

「うん」

　百川の差し出した手を、ジルは小さな手でつかんだ。ジルは自力で立ち上がろうとするが無理のようで膝ひざに力は入らなかった。

「ほら」

　百川に引っ張られて立ち上がるが、足はもつれた。百川が抱き止める。

「おい、大丈夫かよ」

「えへへ……」

　ジルは恥はずかしそうに、でも嬉うれしそうに、百川に身を預あずけた。

「なあ、ジル──」

「ん？」

「彩のこと、許ゆるしてやってくれよ。あいつも俺の仲間なんだよ。仲間の悪口とか、言われるの嫌いやだろ？」

「うん。わかった。許す」

　ジルはあっさりと言う。

　と、百川は彩に、

「彩、おまえもこいつのこと許してやれよ、な？」

「………」

「彩」

「あっ。あ、うん」

　促うながされて、彩は反射的にあわててうなずいた。

「おし。じゃあ、仲直りの握あく手しゆだ」

　百川はそういうと彩を招き寄せ、二人にそれぞれの手を取らせた。

　彩は半なかば呆ぼう然ぜんと。ジルは百川に甘えながら。

　とりあえず握手を交かわした。

　その後で百川は顔をしかめ、

「でもジル、おまえ、悪趣味なこともうすんじゃねぇぞ。人間を殺すななんて綺き麗れいごと俺は言わねぇけどよ、無差別に殺すことはねぇよ。しかも死体使って手紙書くなんて、もうすんじゃねぇぞ」

　顔を上げ、ジルは強い口調で反論した。

「だって……！　あいつらわたしにテッポウ向けるんだもん。わたし、なんにも悪いことしてないのにテッポウ撃うって来るんだよ!?　殺さなきゃ殺されちゃうよ！　彩だってわたしに意地悪して！」

「彩とは仲直りしただろ？」

「うん……」

「まあ……いきなり撃たれるのはなあ、困ったもんだが……。おまえだって飛べるんだからなるべく逃げちまえ、そういう時はよ。な？」

「うん」

　ジルは実に素直にうなずくと、ぴょんと跳はねた。百川の首に腕を絡からめ、顎あごを肩に乗せてじゃれつく。ジルの体調は精神状態に左右される要素が大きいのだろう。百川に満まん面めんの笑顔を見せる今、彼女は元気そうだ。

「くっつきすぎ！」

　無邪気な接近に耐たえかねた彩がジルを引き剝はがしにかかる。ジルは抵抗するがあっさり引き剝がされ、

「彩！　なにするんだよお！」

「それはこっちの科白せりふ！　なにしてるのよあんた！」

「べー。彩なんてきらい」

「ハンッ。だーかーらー、そ・れ・は、こっちの科白だって言うの！」

　いがみあいがはじまる。

「おいおい」

　呆あきれた百川が止めに入るが、二人はどちらも引かない。ジルが百川の腕にしがみつけば彩も対抗して反対の腕にしがみつく始末だった。

「えへへっ。わたし、友達だよねー。仲間だよねー」

「仲間も友達もくっつかなくていいの！」

　彩も、奈生ならともかく、同じ女の子が百川に近づけば腹も立つ。なんといっても百川は彩と相そう思し相そう愛あいで、アツアツのイチャイチャで、というか夫婦なのだった。少しでも取られるなんて許せない。

「おまえらなあ──。いい加か減げんに──」

　白と黒の翼に顔を叩たたかれ、百川はだんだん不ふ機き嫌げんになっていく。

「はーなーせー！　百川はあたしのなんだからあ！」

「やーだよー。べー」

「ぜーったい！　渡さなーいっ！」

「あ」

　と、ジルは──

　平和な空気の向こう側──ビルの上、闇やみの中に小さな赤い光を見た。三人のやりとりを微笑ほほえましく眺ながめている奈生は気づいていない。百川の腕にしがみついている彩は気づいていない。百川も、彩とジルのやりとりに気を取られている。

　ジルは眼を凝こらした。

　小さな赤い光は生き物の双そう眸ぼうだった。禍まが々まがしい、狂気に満ちた──。

　象ほどもある巨大な黒い獣けものが、ジルたちを見下ろしていた。獣は、夜空よりも濃こい闇やみをまとっている。

　来る！　直感した刹せつ那な、ジルは飛んだ。

　どこにそんな力が残っていたのかわからないけれど、とにかく、仲間を守るためには自分が行くしかなかった。

　ジルは両方の手のひらに歯を食いしばって雷かみなりを発生させた。

　ビルから躍りかかってきた獣が、刀のような牙きばをぎらりと口から剝むき出す。ジルは目標を定めた。牙をかいくぐり、腔こう内ないに雷を叩きこむのだ。タイミングを計はかって加速──背中にハンマーで叩かれたような衝しよう撃げきが走った。獣は牙ではなく、振り上げた爪つめでちっぽけな少女を仕し留とめた。

　背中を切り裂さかれたジルが頭から地面に落ちる。虚こ空くうに舞った無数の羽根が、螺ら旋せんを描きながらその後につづいた。
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　百川には余よ力りよくがあった。先ほど凝ぎよう縮しゆくさせた赤しやつ光こうのような天てん使し脈みやく動どうは、まだ消えることなく胸に残っている。その輝きと熱気は次第に弱まっていて、果たして消えた時に自分がどうなるのか百川にはわからないが、今はまだ動けた。なのに反応できなかった自分に百川は歯は軋ぎしりした。

　ジルを引き裂さいた獣は──余よ裕ゆうだろうか。百川たちから離れた場所に着地し、グルルルルルル……威い嚇かくの声を発する。

　貪どん欲よくに血肉を求める赤い双そう眸ぼうが、まっすぐに百川を見つめる。

　百川は怖おじ気けづくことなく、その眼がん光こうを跳ね返した。

　百川が圧する隙すきに、一いち陣じんの風を残して跳とんだ奈生がジルを抱きかかえた。元の場所に戻ると奈生は、ジルを地べたに寝ねかせた。

　ジルの体からは、血が出ていない。かわりに傷口からは燐りんが流れ出ていく。燐は、蛍ほたるのように夜の空間に舞い、儚はかなく消える。内側からの光を薄うすぼんやりと透すかす体には、眼に見えてひびが広がる。存在の性質が変わってしまっていく。彩にもらった生命体としての器うつわが霧む散さんしようとしている。

　彩がジルの側そばに膝ひざを折る。手を取り握った。

　ジルは言葉を発さず、無む垢くに微笑ほほえんだ。

　……みんな無ぶ事じで良かった──と言いたいのだろう。彩はうなずき、

「百川」

　振り返ろうとしない青年の、背中に声をかけた。

「彩、しばらくジルを頼むわ。──俺は、こいつを仕し留とめる」

「……この獣」

　百川に並んだ奈生が小さな声をもらす。

　奈生は、巨大な狼おおかみのようなその獣を知っている。ハムスたちを食らった奴やつと同じ種類だ。だけど目の前にいる獣は、奈生の知る獣より楽に二回りは大きかった。いや──奈生は分ぶん析せきを改める。二回りどころではない。目の前の獣はあの時の倍以上の大きさだった。

　と、奈生は、ビルの上、街路の前後にマフィアが姿を見せたことに気づいた。無数の銃口がこちらに向いている。

「百川──」

「わかってる」

　百川も、とっくに囲まれたことには気づいていた。

　奈生は拳こぶしを固め、

「百川、こいつは俺がやるから──。百川はジルと彩を連れて──」

「おい奈生」

　百川は奈生の言葉を遮さえぎった。

　語ご尾びには、奈生がビクンとするほどの、抑おさえられた、しかしとてつもなく大きな怒りが満ちていた。

「──テメェ、誰に口利きいてるつもりだ」

「百川──」

「あれは俺がやる。一撃でな」

「………」

　怒気に押さえつけられ、奈生は反論できない。

「おーっほほほほ！」

　そこに、ビルの上から──マフィアの銃口に守られたポレが姿を見せた。

「どうやらここまでのようですね天使！　大人しく捕つかまっていれば良かったものを無駄な抵てい抗こうをするからこうなるのです！　その獣は、高い金を出して手に入れた『鉄てつ槌つい』以前の超魔獣！　いくら天使とて勝てる道理はない！　食い殺されて惨みじめに死ね！　食い散らかしだけは持って帰って、新聞にでも載のせてあげます。見出しはこうです──騎士ポレ・アズル氏、世界の敵を打だ倒とうする」

　もはや、白き翼の天使などどうでも良かった。かくなる上は、彩を攫さらった天使を殺したことで失しつ地ちを回かい復ふくすれば良いのだ。

「さあ行け、醜みにくき魔獣よ！　一匹残らず天使を食い殺せ！」

　百川はポレの声など聞いていなかった。

　意識を集中する。力を求める。

「──我が内に満ちる奇き跡せきよ。我が内に満ちる可能性よ。今こそ力となり、我が声に応じて発動せよ」

　百川の体を黒い影が覆おおった。爪つめを振りたてた巨大な獣が、凄すさまじいまでの一撃で百川を裂き殺そうとする。彩が悲鳴を上げた。奈生は手出しできず見ている。百川は動じることなく左手に発動力を呼んだ。

「ブラストアーム！」

　白はく透とう色しよくの燐りんをまとった必殺の拳こぶしが、光の尾を引いて放たれた。

　次の刹せつ那な、百川の体は夜空の中にあった。

「………」

　奈生はまばたきする。奈生にも、百川の跳ちよう躍やくは見て取ることができなかった。ブラストアームは破壊力に特化した技だ。天使脈動は腕に集しゆう束そくされるが、同時に肉体に圧倒的な瞬発力も生み出す。百川の背後で、体を貫つらぬかれ、さらに衝撃波に灼やかれた獣が、断だん末まつ魔まの声すら発せず物質空間から消しよう滅めつした。

　奈生はハッとして意識を現実に引き戻した。

　奈生は跳とんだ。

「ぐふ……」

　と、ポレが惨めなうめき声をもらし、頽くずおれた。

「──手間を取らせるな」

　セアラ・ラプトが、背後からレイピアで胸を刺し貫つらぬいたのだ。

「君──」

　奈生はセアラの横に着地した。

　マフィアたちは、あっけにとられて攻撃できないでいる。

　セアラは、レイピアを振るって血を払はらい、鞘さやに収め、

「あの男は──」

　彼女の視線は虚こ空くうに佇たたずむ百川にあった。

「ジルの純心に──応こたえることができたのか？」

「百川は、ちゃんとわかってるよ」

「──次に会った時は殺すと、あの男に伝えておけ」

　セアラは冷然と踵きびすを返す。言葉の意味とは逆に、彼女に殺気はなかった。

　奈生はポレと共にいたマフィアのボスに告げた。

「依頼主は死んだよ。この界かい隈わいを荒あらしたことは謝あやまるけど……まだやるなら、俺が相手になるよ」

　ボスは反応を示さなかったが、

「百川をこれ以上怒らせたら、本当に──誰も生き残れないよ」

　この奈生の言葉で、撤てつ退たいの提案を吞のんだ。

　マフィアにとっても、管理団と同様、〈捨て去りし者〉は魔王の使徒じみた恐怖の対象なのだろう。

　彩が百川を呼ぶ。少し遅れて、奈生も戻った。

　ジルの側にしゃがんだ百川がたずねる。

「どうして……助けた？」

　ジルは答えない。もう声を出す力は残っていないのだろう。瞳どう孔こうのない眼で百川の方を見て微笑ほほえむ。百川は、笑いもせず、泣きもせず、淡たん白ぱくな表情をしていた。どちらかといえば怒っているように奈生には見えた。

　そこに奈生は自らの過去を重ねた。状じよう況きようは逆──百川は看み取とる側なのに、表情は死の間ま際ぎわのハムスに似ていた。

「仲間だから……だよ」

　奈生は答えた。奈生は、ジルのことをほとんどなにも知らない。だけど、嬉うれしそうにそう言ってはしゃぐ姿は見たばかりだった。

　どこからともなく生まれた一陣の蒼あおい風がジルの身体を包んだ。

　ジルは風によって浮かび──風が四散すると共に消えた。まるで花火のように、燐りんがあたり一帯に散った。

　言葉も肉体も残さず、ジルはいなくなった。なんて悲しい最後だと奈生は思う。残るものと言えば、もう消えかけようとしている空中に舞った燐と、百川が地面に置いた食べかけのリンゴ──。奈生は地面に落ちていた黒い羽根を拾った。羽根は、ジルが消えてもまだ残っていた。奈生は、手に取った一枚をポケットに入れた。

　百川が、弱々しく立ち上がった。

　百川は無む言ごんだった。

　しばらくの時間を置いた後、全身で、深くゆっくりと、大きく息をついた。

　戦いで熱せられた空気が冷えていく中、百川は言った。

「行こうぜ」

　水たまりを踏ふみ、ズボンのベルトに手をかけ、頭をふらつかせながら百川は一人で歩きはじめる。

「あ、うん……。行こう、彩」

　奈生は彩を誘いざない、百川の後につづいた。
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　芹せり也やは動くに動けないでいた。彩が飛んで行ってから、かなりの時間が過ぎた。かなりというのは抽ちゆう象しよう的てきだが、実際、五分なのか三〇分なのかよくわからない。いっそ自分も飛んでしまおうかと何度も力をこめたが、隣には悠ゆう然ぜんと彩の帰りを待つ金きん髪ぱつの男──ミラン・ベルティールがいた。

　ベルティールは、彩の詭き弁べんを受け入れ、彩が飛んで行ってしまってからも動こうとはしていない。

　芹也が動けば……約束は破られたとして動くのだろうか。

　ベルティールにとって、今回の件は『その程度』のことなのだろうか。

　考えて芹也は、ベルティールという男の本質を知ったような気がした。

　この男は野心家であり、享きよう楽らく家かなのだ。周しゆう到とうな計画で目的達成を目指すと共に、その過か程ていに愉たのしさを求めている。

　彩の無む茶ちやを笑って許ゆるしたのは、面おも白しろかったから──だろう。ここで芹也が飛び出しても、それは、彩がしでかしたような突然のイベントではなく、面白くないこと……。ベルティールは今度こそ動くに違ちがいなかった。

　芹也は、ミラン・ベルティールは恐るべき敵だと認識していた。

　この男は魔術を操あやつる。接近戦で百川をあしらい、空中浮ふ遊ゆう・瞬間移動を行い、ガーゴイルを手先として使ってみせた。

　芹也一人で足止めできているなら、安いものだった。

　だから芹也は飛び出したい気持ちをこらえ、じっと赤せき龍りゆうの裏口前にいた。

「君は、『鉄てつ槌つい』を知っているかな？」

　前まえ触ぶれなく、ベルティールが口を開いた。

「……鉄槌？」

　芹也は警けい戒かいして聞き返した。

「世界中の人々が知りながら、誰も知らない過去の惨さん事じ──それが『鉄槌』だ」

「どういうことですか？」

「言葉の通りですよ。鉄槌のせいで世界は荒れ果てた。しかしでは鉄槌とはいかなるものだったのか──答えることのできる人間はいない」

「答えることのできる人間は海の底よね。生き残ったのは『鉄槌』を──いきなり空が純白に染まって、いきなり大きな地じ震しんが起きて、くらいにしか認識できなかった可哀かわい想そうな被ひ害がい者しやばかりよ」

　と、その声はドアから姿を見せた出雲いずも永えい子このものだった。

「それは本質ではありませんね、リディア」

「ミラン、申し訳ないけど、次の客が来たからご退場いただけるかしら」

「また、随ずい分ぶんと軽い扱あつかいをしてくれますね」

　ベルティールと永子は、打ち解とけた雰ふん囲い気きで会話を交かわす。

「公平に行くべきでしょ、何事も」永子は肩をすくめ、「それに、貴方あなたの用事は終わったのではなくて？」

「フハハハッ！　さすがによく見ている！」

「お達たつ者しやで」

「──いいでしょう。──芹也君、約束の地名はヘスペリスです」

　純白のマントが翻ひるがえると共に周囲の空気が揺らめいた。ベルティールの姿が影に吞のみこまれるように消失する。

　芹也は、知識の引き出しからヘスペリスという単語を探すが、残念ながらどこにも存在していなかった。とはいえ、永子に聞いても自分で調べろと言われるのがおちだ。芹也は別の事こと柄がらを確認することにした。

「先生は、あの男とは古いつきあいなんですね」

　ベルティールは永子をリディアと呼んだ。

　リディアとは、永子がヨーロッパにいた頃の名前である。永子は、芹也が五歳の頃には高天たかまが原はらで教師として働いていた。永子をリディアと呼ぶのは一〇年以上前から彼女と交友のあった者に限られる。

「ただの腐くされ縁えんよ、たいした関係じゃないわ」

　永子はあっさりと受け流し、足早に建物に戻ろうとする。誤ご魔ま化かしではなく、本当に忙いそがしいのだろう。

「それより彩が戻ってきたら、すぐに応接室に通してちょうだい」

　この言葉も、いつもより早口だった。

「来客……ですか？」

　事態を把は握あくしきれず、芹也は不ふ審しんげにたずねた。

「ええ」

「誰なんですか？」

「管理団の首相、近こん藤どう栄えい司じよ」




　セアラが停てい泊はくしていた空中帆船に戻った時、すでにベルティールは応接室のソファーに座すわっていた。優ゆう雅がにワイングラスを傾かたむけながら、絨じゆう毯たんに転がる少女を眺ながめている。淡あわく発光した少女は身体が空間に透すけていた。エメラルドグリーンに塗ぬられたガラスの工芸品のようだとセアラは感じた。

「不ふ手て際ぎわですね、セアラ」

　血のような赤い液体を腔こう内ないに運び、ベルティールは淡たん白ぱくに言った。

　ベルティールに任務の報告をする必要はなかった。彼はすべて知っている。セアラはポレの始末に手間取った。

　セアラは、直立したまま一礼することで詫わびた。

「情じように流されましたか、警護官ともあろうものが」

「いえ、そのようなことは……」

　警護官が情など持つはずはなく、セアラは否定しようとした。実際、ポレに対してセアラは情など持たない。と、ベルティールの冷たい視線が少女からセアラに移り、セアラは口を噤つぐみ、姿勢を正した。警護官は言い訳などしてはならない。警護官が発するべき言葉は了解の意のみ。セアラはここでも罪を犯おかした。

「まあ、いいでしょう。貴女あなたには、後で罰ばつとして辱はずかしめを受けてもらいます」

「辱め……？」

　屈くつ辱じよくの過去が脳のうを過よぎり、セアラはまたも職務の権限を逸いつ脱だつした。

「ある男が君を所望しているのでね、その男と夜を過ごしなさい」

　セアラは返事をしなかった。

　そういうことか──と心の中でだけ唾つばを吐いた。

　ベルティールはソファーから身を起こすと、生体としての存在を失おうとしているジルの元に近づいた。

　ジルは、消えたわけではなかった。ヘズの生み出した風と燐りん光こうで、あっさりと百川たちはジルが精霊の世界に帰ったと思ったようだが、本当は違う。ベルティールの計画通りに連れ戻されたに過ぎない。

「えへへ……」

　幸せそうに頰ほおの筋肉を緩ゆるめ、ジルがむにゃりと笑う。

「計画はずれた」

　嫌けん悪おも顕あらわにまなじりを吊つり上げたベルティールが、ジルの頭を踏みつける。

「この精霊生魂ジールには──」

　乗せた靴くつに力を加えながら、

「緒お原ばら彩と触れあわせることで二度と立ち直れない絶望と拒絶心を与えてやろうと思いましたが、まさかこのような結果になるとは……。私も少し、天あま照てらすの弟子を軽けい視ししすぎていたようですね」

　セアラには、ベルティールが──そんなことをするはずはないとわかっていても──このままジルの頭を潰つぶすように思えた。

「もっとも、予定より高い出力を発揮できそうなことは幸いです。フフフ……。やはり愛の力というのは偉い大だいだ。しかし精霊ごときが幸せな夢を見るなど、不ふ愉ゆ快かい以外の何物でもありませんが」

　ベルティールは狂きよう気きに憑とりつかれている。つい昨日まで娘のように可愛かわいがってきた少女を踏みつける姿を見ていれば、今さらだが理解せずにはいられなかった。幸いなのは、すでに少女には痛みを感じる肉体が残っていないことだろうか。骨が割れるほどの力で踏まれても少女は苦しまない。

　幸せな夢に、うつつを抜かしている。
















　終章　約束（やくそく）
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　話を聞き、事じ態たいが急転しようとしていることを芹せり也やは自じ覚かくした。テーブルを挟はさんで座すわる近こん藤どう栄えい司じは本物である。面めん識しきのある彩さいがそう言った。

　パリッとした高価なスーツを着た近藤は紳士の印いん象しようである。高こう圧あつ的てきな態度を取ることはなく、むしろ温おん厚こうで、信頼できそうな人物に見えた。天使に対する敵意を──持っているとしても──ぶつけてくることもない。

　芹也はつくづくと思う。

　……この男が、俺たちが長年戦ってきた管理団のリーダー……か。

　腕を組んで浅く椅い子すに腰かけた百もも川かわは、近藤の顔を見ようともせず、うつむいたまま微び動どうだにしない。

「私は、天使と人間の全面戦争は避さけるべきだと思っている」

　近藤は穏おだやかながら真剣な声で繰くり返す。

「近日中にセフィロとは会談の席を持つが、しかし、恐らくは、互いの妥だ協きよう点てんを探さぐりあうこともできないだろう」

「……どうして？」

　たずねる彩に、芹也は渋しぶい顔で答えた。

「それだけ憎にくしみが深いのさ。会談の席を持てるのかも疑問だ」

「その通りだ。だから私は、君たちの知人でもある赤せき龍りゆうの主人リディ──出雲いずも永えい子こ氏から白き翼つばさの天使がここにいると聞き、急いで駆かけつけた」

　一行の側は、主に芹也が会話を進める。近藤は言い直したが、彼もまた永子とは古くからのつきあいなのだろう。しかし芹也は、とりあえずそのことには触ふれず、目の前の問題に会話を絞しぼった。

「東京から……ですか？」

「滞在していたホテルからだよ。ガリアとの会談は香港ホンコンで行ったのでね。ガリアは、セフィロと管理団の戦争に武力介かい入にゆうしないことを明めい言げんしたよ」

「何な故ぜです？」

　芹也には腑ふに落ちなかった。

　一対一より、二対一の方が容易たやすく敵を打ち破ることはできる。

「神しん聖せい連れん邦ぽうとして戦争をはじめれば、騎き士し領りようは保護の名めい目もくで連邦都を占せん拠きよし、そしてアンドレア・アンセルムは実質的な神聖連邦の支配権を手に入れようとする──それを牽けん制せいするためには止やむを得えないという理由でね」

　近藤は苦虫を嚙かみ潰つぶしたような顔をみせた。

「だから、彩ですか？」

「緒お原ばら彩君──白き翼の天使がいれば、天使も会談の席に着く。好戦派の連中とも戦うことはできる」

　近藤に冗じよう談だんを言っている様子は微み塵じんもなかった。

　芹也は眉まゆをひそめ、厳きびしく非ひ難なんした。

「恥はずかしくないですか？　彩を生いけ贄にえに使っておきながら、挙あげ句くに他国の協力が得られないから和平を考え、その道具にまた彩を使おうなんてことを──よくもぬけぬけと言えるもんですね本当に！」

「コードＷについては、君たちの知る通り事実だ。言い訳はしない。だが私は、それでも常に天使との和平を考えてきた。それが実現できなかったのは、人間のせいでもあるが天使のせいでもある。君たちとて人間を殺してきただろう？　天使を殺してきた我々となんの違ちがいがある？」

「違い!?　あるに決まっている！　先に手を出したのがどちらか──」

「芹也、やめて」

　興奮して語尾を荒げた芹也を、彩が制した。

　彩は近藤を見つめ、

「あたし──。あたしにできることならやる。もしも、あたしに少しでもそういう力があるならあたしは協力します」

　芹也は、気持ちを整えるために細く息を吐いた。そうなのだ。芹也がいくら肩に力を入れたところで、彩の心は決まっている。彩は東京に戻り、セフィロと管理団の戦争を止めるために身を尽つくそうとしている。

「もちろん──」

　と、近藤は、

「今回の件で協力いただければ、君たちの犯罪歴は消そう。緒原彩君に同行したければしてもらっても構かまわない」

「へー。そんなことできるんだ」

　椅子に背中を預け、奈な生おが頭のうしろに手を組んだ。

「考えてみてほしい。一〇分したらまた来よう」

　近藤は席を立ち、部屋から出た。




「……一〇分か。カップラーメン三つで運命の選せん択たくをしろとはな」

　芹也は立ち上がると、テーブルのまわりを歩いた。

「どうせなら、カップラーメンも出してくれれば良かったのにね」

「だな」

　奈生の間の抜けた返答を聞き、うつむいたまま百川は口元を歪ゆがめた。

「おまえらなあ」

　と、芹也はあいかわらずの真ま面じ目めぶりを発揮し、

「それで彩──どうするつもりだ？」

「あたしは行く」

　聞くまでもなかった。

「そうか──」

　芹也はうなずき、歩きながら、ためらいがちに言った。

「俺は──行けない。俺は、わかっていないことを調べようと思う。彩、君のことは心配だけど……絶対、俺はその方が君の力になれるし──」

　このまま状じよう況きように流されてばかりでは事態を解決できない。いくら目の前の敵を撃げき退たいしたとしても、裏にある真実を見つめ、それをどうにかしなければ、目の前の現実はなにも変わらない。芹也はあえて一人残ることを決断した。

「うん、ありがとう。大だい丈じよう夫ぶ。あたし、東京には知りあい多いし」

「百川は？」

　と、奈生。

　百川は大げさに肩をすくめ、

「おいおい、俺が東京なんて行けると思うか？　いくら免めん罪ざいされたって、俺は管理団の連中を殺しすぎたさ」

「……しかし」

　理屈はわかるが、芹也には意外な百川の発言だった。

「でも彩、やばい時は、必ず俺が駆かけつけてやる。だから安心して、おまえはおまえのやりたいことをやれ」

　腕組みして、椅い子すに浅く腰かけたまま百川は真顔で言った。

「うん、ありがとう」

　彩はにこやかな笑顔を崩くずさない。

「ふーん」

　奈生は、彩と百川の顔を交互に見比べて、

「んじゃ、俺が彩についていくよ。俺は百川と違って、真正面から管理団と戦ったことはないし身軽だしね。東京を自由に歩けそうなのも、なんか楽しそうだしさ」

　と、ポケットから金十字のネックレスを取り出し、じゃらじゃらさせた。

「……二人とは、しばらくお別れだな」

　芹也は感かん慨がい深ぶかく仲間たちの顔を見つめた。芹也は、できれば百川にも彩についていってほしかったが、説得はしなかった。百川は誰より彩の身を案じている──それは疑うたがうこともなかった。なのに、その百川が彩に同行しないと言うのだ。よほどなにか深い考えがあるのだろう。単なるあきらめとは芹也は考えなかった。百川康やす貴たかは、些さ細さいな現実に惑まどわされて逃げ腰になる男ではない。

　と、芹也は、奈生が目め配くばせしたことに気づき、フッと笑った。

「さてと。気を利きかせてやるか」

　からかってそう言い、奈生と部屋から出た。




　　　　２




　一〇分という時間は、百川にはなんとも都つ合ごうが良かった。それくらいならギリギリで心身を持たせる自信があった。あるいはすべてを察さつしていそうな永子さんあたりがこの時間を設定したのかもな──と思う。

　二人きりになった彩は、思いきりバツが悪そうにもじもじとしている。

　さっきから、百川のことをちらりと見てはうつむき……と、なんとも苛いら立だつことを繰くり返している。

「なに照れてるんだ今さら。いつも平気でひっついてくるくせに」

「いっ、いつもはいつもでしょ!?　今は今だもん！」

「あ、そ」

　百川はそっけなく肩をすくめた。

「………」

　彩はうらめしげに百川を上うわ目め遣づかいに見て、

「ねえ」

　と小さな声でたずねた。

「なんだよ」

「……なんだと思う？」

「ハァ」

　百川は頭を搔かいた。この前と同じ展開である。

「いいからとっとと言え」

「うん……。じゃあ、言うね」

「ああ」

　そっけない態度を取りつつ、百川は彩の一いつ挙きよ手しゆ一いつ投とう足そくを見守った。わかっている部分もあるから、ドキドキと際さい限げんなく緊張が高まる。

　くだらない──とは思う。

　だって百川は何度も彩からその言葉を聞いた。と、考えてみれば……結婚するとか子供を作るとかいろいろあったけれど、はじめて、なのかも知れない。

　好き……

　と、言われるのは。

　……な。なに動どう揺ようしてんだ俺はよ。

　百川は、みっともなく唾つばを吞のんだ。

　彩は上目遣いで百川を見つめたまま、頰ほおを染め、恥はずかしそうに言った。

「……元気でね」

「はぁ!?」

　思わず百川は、本当に椅子からずり落ちた。

　と、できるだけの平へい静せいを保たもち、椅子に戻りながら、

「おい……なんだそれは……」

「だから、元気でね……」

「はぁ!?　なんなんだ、それはよ!?」

「なんだってなに？」

「あ、いや……。べつに……なんでもねぇよ」

　耳まで赤くして百川はそっぽを向いた。

「変な百川」

　彩はくすりと笑った。

「ねえ、百川もあたしになにか言って」

「はぁ？」

「はぁはもういいから。百川が言ってくれたら、あたしも言う」

「なにをだよ」

「あたし……勇気ないみたい。……ダメだね。自分でもよくわからないけど……たった一言なのに、どうしても言えないなあ」

　あははは、と、彩は笑った。

「……ハァ」

　百川はしばらく冷たい顔をしていたが、急に荒あらっぽく頭を搔きむしった。

「あーもう！」

　いきなり叫ぶので、彩が眼を丸くした。

「わかったよ！　じゃあこうしようぜ。お互い、次に会った時……。次に会った時に言いたいことを言おう。な」

「うん。じゃあ、約束しよう」

　彩は楽しそうな笑顔でうなずいた。

「……ああ」

　百川は顔を逸そらし、紅こう潮ちようしたままで軽く指きりした。今まで、彩を抱きしめたことは何度もある。彩の温ぬくもりは知っているし、柔やわらかさも肌はだが記憶している。でも、この指きりはどうにも照れた。

　最初に出会っためちゃくちゃな結婚宣言から、今まで。いろいろなことを経へて、気がつけば本当に彩を好きでいる自分を、今まで何度も否定してきたのに──今度こそ耐たえられないほどに自覚してしまう。マシュマロのように手触りの良い白い翼つばさも、さらさらした緋ひ色いろの髪も、愛あい嬌きようのいい笑顔も、涙も、悲しいことがあっても前を向ける眼まな差ざしも……。なにもかも好きだった。

　しかし百川は、それでも、今は無理だと自分を制せいした。

　好きだと告げる勇気がないからではない。いや、勇気もないのだが、奮ふるい起こせば頑がん張ばることはできるのかも知れない……。二人を取り巻く環境のことだって……頑張ればなんとかできるのかも知れない……。

　違うのだ。もっと深刻な問題が、今、百川の体には起こっていた。

　だから誤ご魔ま化かして、今度。

　体が次第に重く──空くう洞どう化かしていくのを感じる。

　胸の光は、もう消えかかっていた。

「元気でな、彩」

　津つ波なみのように押し寄せてくる虚きよ脱だつ感かんと戦いながら、百川は笑った。




　コンコン──

　と、警護官の制服を着たままセアラは、指定された部屋のドアをノックした。中にはこれからセアラが相手をする男がいるのだろう。くだらないが、セアラは警護官としての職務を放ほう棄きすることはできなかった。警護官は上官に絶対服ふく従じゆうである。こういう任務につく警護官もいることは知っていた。そんなことよりもセアラには、どうしても破ることのできない約束があった。

『俺の誇ほこりを、おまえにやろう。おまえは天使を捨てた。だが、己おのれの価値を捨てる必要はない。それを忘れるな』

　男のその言葉をセアラは忘れたことはない。

　もらったスカーフは今も左腕に巻いている。

　そして男は、別れの時、機会が来れば迎むかえにくるとセアラに言った。

　それまではベルティールの下で警護官として働け、と、男は言った。

　男は百川康貴に殺された。だからもう、機会はないのかも知れない。それでもセアラは約束を頑かたくなに守ろうとしていた。男との約束と比べれば、体を売ることなどたいした問題ではないと自分に言い聞かせた。

　ドアをノックしても、部屋から返事は来なかった。

　セアラはノブに触れた。

　鍵かぎは、かかっていない。

　勝手に入って来いということだろう──。つまりはセアラのことを、その程度にしか見ていないのだ。

　……高官の道楽か。

　部屋の中にいるのは、珍めずらしい女天使の警護官に興味を持った、どこかのお偉えらい様だとセアラは予測を立てた。セアラを部屋に入らせて、悠ゆう然ぜんと椅い子すを振り返らせ、優ゆう越えつ感かんを得るためのなにかを命じてくるのだろう。

　セアラは屈くつ辱じよくに耐たえ、ドアを開け、部屋の中に入った。

　空中帆船の個室である。

　ドアを開ければ、そこはもう個室だった。

　夜。広く取られた窓の向こうには、海ごしに香港の夜景を見ることができた。

　部屋に明りはついていない。

　窓からの夜光が、窓辺に立ち背中を向けている男の影かげを、薄うっすらと、絨じゆう毯たんの部屋に伸のばしていた。

　男は、岩を彷ほう彿ふつとさせる巨きよ軀くだった。オールバックの髪。服装はワークパンツにタンクトップ。左腕に巻かれたスカーフはセアラと同じ──。セアラはまばたきして、自分の警護官としての仮面が剝はがれていくのを感じた。

　セアラはふらふらと男に近づいた。あと一押しがあれば、そのまま駆けて背中に抱きついたに違ちがいなかった。

　だけどセアラは、溢あふれかけた気持ちを決けつ壊かい寸前のところで堪こらえた。

　伸ばした腕を下ろし、直立の姿勢を取った。

　情に負けて女になるなど、栄光ある陸戦隊の隊員にあるまじき行こう為いだった。

　隊は解体させられ、すでに存在していない。だけどセアラは、隊の誇ほこりだけは未いまだ胸に抱いていた。

　セアラは直立のまま、振り返る男を迎むかえた。

　鋭するどすぎる眼がん光こうを隠すために夜も外はずさない朱しゆ色いろのサングラス。動じることのない尖とがった岩のような顔立ち。引き締しまった口元。振り返ったのは疑いなく、セアラが心からの敬愛を送る最強と呼ばれた男だった。

「転てん属ぞくだ。異い存ぞんがあれば言え」

「ありません、隊長」

　全身を駆け抜けた電撃のような高こう揚ように耐え、セアラは敬礼した。




　　　　３




「しかし、本当にいいのかい？　すぐに動けるのはこちらとしてはありがたいが、気持ちの整理が必要なら明日でも──」

「しみったれたことは嫌きらいなんだよ、俺は。行くときゃさっぱり行こうぜ。芹也、おまえもそう思うだろ？」

「……ま、そういう考え方もあるかもな」

　同意を求められ、芹也は肩をすくめた。

　一〇分の後、彩と奈生に今すぐ旅立てと言ったのは百川だった。

　異存を唱となえる者はなく、彩と奈生は、大通りに面した赤龍の正面口で近藤と共に黒くろ塗ぬりの高級車に乗りこもうとしていた。

　芹也としては、本心では、今夜の内にお互いの行動方針なり確かめあいたかったのだが、どうにも裏のありげな百川の──どこか落ち着かない焦あせったような態度に、口を挟はさむことを止やめた。

　百川は赤龍に残る。彩と奈生が旅立ってから聞けばいいだろう。一体、なにを考えて行動しているのか……。

　百川は、傷の手当てをも拒こばみ、行動を急いでいるのだ……。

　奈生には、後からメールで連絡するように伝えた。そう。別れても、香港と東京という光の海が通っている文明圏けんであれば、連絡の手段は確立されている。距離もそれほど遠くはない。なにかあったとしても、対応することはできる。芹也は胸に渦うず巻まく不安を、なんとか解消しようと前向きな思考に努つとめた。

「んじゃ、まったねー」

　軽く手を振って、奈生が後部座席に乗りこむ。特に荷物はなく、近所に買い物へ行くかのようだった。持っているとすれば、胸にかけた金十字のネックレスと、クルーザー売ばい却きやく額がくの半分。なにもかも現地調達する気らしい。

「芹也、よろしくね」

　彩は、車に乗りかけたところで振り向き、そう言った。

「ああ」

　芹也は笑ってうなずいた。百川のことを──と言いたいのだろう。

「元気でな」

　腰こしに手を当てて、百川が声をかける。

「元気でね」

　彩がドアを閉める。自動車が発進する。あっさりしたものだなと芹也は思う。妙に感かん傷しように浸ひたるよりはましだが、それにしても買い物に行くような気軽さだ。百川と彩は、二人きりの時間でどのような会話をしたのだろう。老ろう婆ば心しんというより恋愛に憧あこがれる心から芹也は想像してみたりする。

　とはいえ、これから彩の本当の戦いがはじまるのかも知れないと思えば、変な想像をしたとしても気楽には笑えない。

　芹也はジルのことを奈生から聞いた。ジルは百川をかばって消えた。消えた……なのに同じく体の一部である羽根が残っているのはどこかおかしな気もしたが、ではどこがおかしいのかと考えても芹也にはわからない。

　ともかく、黒い宝石の件は──これで終わったのだろう。ミラン・ベルティールはジルを動力にすると言っていたが、その野望はジルの捨て身の行動によって頓とん挫ざした。あの男がそんなミスを犯おかすとは思えなかったが。消えた──死んだのであれば、やはり失敗したと考えるべきだろう。

　……念ねんのため、この件も調べてみるか。

　自動車の走り去った深夜の街路に眼を向けながら、芹也は百川に声をかけた。

「なあ、百川。おまえはこれからどうする──」

　気、だ……。

　最後の言葉は、喉のどの奥おくで消えた。

　芹也の見つめた先──。まるで木の棒のように、立っていたままの姿勢で百川が前のめりに倒れていく。ガツンと音を立てて額ひたいが地面にぶつかった。芹也は反射的に腕を伸のばしたが間にあわなかった。

「百川……」

　返事はない。ぴくりとも動かない。

「おい？　どうした!?」

　叫び、芹也は絶ぜつ句くした。

　倒れた親友の全身から、夜の色より深い、どろりとしたものが染しみ広がる。

　それが血であることを認識するのに、長い時間は必要なかった。

　なにが起こったのか……。

　芹也は立ちすくみ、闇やみに吞のまれた親友の背中を見つめた。

　やがて、理解する。

　親友の身体からだが、とうとう、限界を超こえたのだと。


〈了〉









　あとがき







　自転車がパンクしました。ショックです。場所は、家から遠く離れた郊こう外がいのショッピングモールです。買い物をして、出てきたらタイヤがしぼんでおりました。

　ともかく帰りの手段がなくなってしまったわけで、とはいえショッピングモールから駅まではこれが恐おそろしく遠い！

　タクシーなど……そんな贅ぜい沢たくできませんっ（涙）。

　ホームセンターでパンクは直してもらえるけど、手数料取られるしさあ（笑）　なんかもったいない……。

　で、仕方なく、交換用のチューブを買って、むなしく自転車を引きつつ、歩いて一時間以上かけて家まで帰ったわけです。

　高瀬は自転車に乗るのが趣味のようなものなので、普段からショッピングモールまでは自転車なのですが、歩いて行くことはありませんでした。家に着く頃には、すっかり足が棒のようになってしまっていて、疲れた……。

　でもまあ、チューブを交換すれば、我がブラックイーグル君はまた元気に走りまわってくれるだろう！

　ＭＴＢマウンテンバイクなのでタイヤを外はずすことは簡単です。

　さくっとフレームから外して、さくさくっとチューブを新しいものに交換。

　さーて。

　んじゃ、空気を入れるとしますかあ。

　というわけで空気入れに体重を乗せ、ピストン運動開始～♪

　一回、二回、三回、

　お、膨ふくらんできました！

　五回……一〇回……二〇回……

　むむ、さすがは太めのタイヤ、なかなかパンパンになりませんのお。

　五〇回……一〇〇回……

　……疲れた。

　おろかにも高瀬は、計三〇〇回、ピストンしました。そこでやっと、

　おかしい……。

　そう。薄々感づいてはいたのですが、認めたくない現実がそこに！　なんと、買ったばかりのチューブに極ごく小しようの穴が開いていました（うほ）。

　これはもう、常日頃からうるさくコーヒーのことをあれこれ講こう釈しやくする友人Ａが、たっぷりうんちくを混ぜながらいれた「究極に美う味まいコーヒー」が、容よう赦しやなく水臭かった時に匹ひつ敵てきする衝撃です。

　ずか──んと脳を打たれ、しばらく放心した後、無言のまま、とぼとぼと再び往復二時間以上歩きましたとさ（笑）。




　と、そんなことがあったのですが、どうにか自転車も直って今ではすっかりいつも通りの高瀬です。

　こんにちは。あるいは、はじめまして。

　この本を手に取っていただき、まことにありがとうです。

　まずは深く感謝をば。




　しかし……、

　高瀬にとって、どうもあとがきというのは気恥ずかしい領域です。

　なかなか作品のことを書くことができないのは我ながらいかんのですが、今回も日常話ではじめてしまいました（笑）

　ともかく、とうとう攻撃天使も四巻です。全体としては中盤から後半に差しかかる手前です。

　果たしてこれから百川たちはどうなって、どうしていくのか。

　その基点ともなるべき巻です。

　ちなみに、トラペジウムとは不等辺四角形の意味です。

　内容的には、今回も百川の前には難敵が立ちはだかるわけですが、むしろ問題なのは百川と彩と「あの子」と「あの男」の関係というか……、そうしたところから今回のサブタイトルは決まりました。




　では。短いですがこのあたりで。

　また次回、お会いできることを楽しみにしております。





二〇〇三年一一月　高瀬ユウヤ　　












攻こう撃げき天てん使し４




～トラペジウム～








高たか瀬せユウヤ
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